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第四章第一節；Leonardo da Vinci’s Proportion Principle in the Last Supper; a study of the golden section on






















関するレオナルドの見解は、彼の数学的知見と密接に関連している ( 図 I-1)2。彼がウィンザー
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　パノフスキーによると、原題は «Le Regole del Disegno» ( 素描教則 ) であったと推定され、
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　「ホイヘンス稿本」の構成は、第一葉の解剖学的正位で示された人間の形態に、身体各部の
比例関係を記した幾何学的基本図形（第一書）に始まって、キネティックな運動を示したもの




















11 Euclidis, Elementa, tr. by Thomas I. Heath, Cambridge, Cambridge Univ. Pr.,  1915, (Dover repr., 2002), pp. 88-90.
12 Irma Richter’s Review: E. Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo ...«, The Art Bulletin, XXIII, 1941, pp. 335-8.
13 A. E. Popham, »On a Book of Drawing s by Ambrogio Figino«, Bibliothéque d’Humanisme et Renaissance, XX, 
1958, p. 274, note 3.
14 Carlo Pedretti, op. cit,  1977, vol. 1, pp. 48-75; 
15 Giulio Bora,  »La prospettiva della figura umana — gli ‹scritti› — nella pratica pittorica lombarda del Cinquecento«, 
cit. in La prospettiva rinasimentale, Codificazioni e trasgressióni, a cura di Marisa D. Emiliani, Firenze, 1980, pp. 295- 317.
16三好徹「ホイヘンス稿本 (Codex Huygens): 十六世紀北イタリアの素描教本」、『美学』122 号、1980 年、55-72 頁。
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19 向川惣一「レオナルドの《人体権衡図》研究：その「円」と「正方形」について」、『美術史』第 129 冊、1991
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20 Klaus Irle und Klaus Schröer, “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie,  Muster, 
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521 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p.19.
ホイヘンス稿本の第一葉















書体で書かれている。まず、図の下部中央には、”Prima figura del disegno trovato dal’mo” 
( 人体に見い出される素描の第一図 ) と書かれているが、これが図の標題である。




眼の印の上にも”vedere”と記され、この高さの水平線の上には”Raggio del vedere et linea 
horizontale et distantia”と記入されている。この目印から引かれた二本の対角線に各々”Raggio 
visuale”と記入されており、それらの線と交差している対角線には、”linea del Piano alzato al 
Punto”と記されている。
　図の左側には、紙葉の経年変化と損傷によって記文は判読し難いが、身体各部に与えられた
数値がある。“Della simetria / Altezza”として十九行に渡って書かれた、この人体比例の基準
値は、ウィトルウィウスの基準がそのまま採用されたもので、身長に対して身体部分の長さが
幾つ取れるのかを示した分数方式のシンメトリアの尺度で示されたものである。
　図の右側には、“Del moto”として二十五行に渡って (a) から (o) までの 14項目の関節と、
“ponte di moto”として腰椎の上下の端の中継地点 ⑴ , ⑵ とが 示されている。
　図の左下には、身体各部の比例の基本尺度として“cubito”で示されるクビト尺の長さを示
した目盛がある。この尺度の下に二行に渡って “basa et piede / facia, testa ”と記入されて、
各々の長さが与えられている。この基本尺度に対して、それらの右側には、地面を示している
直線が “linea del piano naturale et distantia ”として記されている。
【「ホイヘンス稿本」第一葉  日本語訳】( 挿図 1 、参考図 I-3 翻刻参照 )
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8　パノフスキーによると、人体の形態と構造は究極的には幾何学で決定し得るもので、第八葉
(図 I-4) の「コンパスによって導かれる単純で確かな人の姿の基本原理」(Lineamenti della forma 
































22 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 16.
23 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., pp. 19 -20.Fol. 1, fig. 1／次章 21 頁のウィトルウィウス『建築十書』引用
を参照のこと
24Frank Zöllner (1989), op. cit., pp. 334-5.; Idem (1987), ,.Carlo Pedretti (1977) op., cit., vol. 1, pp. 48-75
25 向川惣一（1991） 、前掲論文。本書第二章第一節に収録
91 Alberti, Leon Battista, On painting and On Sculpture, edited by Cecil Grayson. Phaidon, London, 1972. ／森雅彦
『アルベルティ芸術論』、中央公論美術出版、東京、1992 年。『彫刻論』の出版は 1568 年（手稿は 1464 年頃）。
2  Pro (For) + portion：O. E. Dによると、proは 「……に応じて」の意味の接頭辞であり、portionについては；
Portion: part, share, amount of food allotted to one person; dowry; one’s destiny or lot.; vt) divide (thing) into shares;
 distribute out.と記述されている。ギリシャ語の数学用語「比例・相似」を意味した « ’α  ναλ′ο γ ια» を、プラトンが
「類推」として使ったことからラテン語の哲学用語 «analogia» が分化し、数学には «proportio» が割り当てられた。
D. H. Fowler. The Mathematics of Plato’s Academy, Oxford University Press, 1987, p. 16, pp.297-9.を参照のこと。
3 Cennino Cennini, Libro della arte: 辻 茂 編訳 , 石原靖夫 , 望月一史訳『チェンニーノ・チェンニーニ「絵画術の
書」』、岩波書店、1991 年。18頁（§30）「もしも最初の素描で、お前の描く物語や、人物の釣合い (portion) が
うまくゆかなかったら、雌鳥のでも鵞鳥のでもよいから……」、48頁と（§70：チェンニーニの基準）が有るが、
それらの記述は刊本ではなく手稿であって、初期ルネサンスの画家は数学的には捉えていない。／ Alberti, De re 
ædificatoria: 相原浩 訳『建築論』、中央公論美術出版、1982年、287頁 「§827 ：音楽の調和和音と比例関係」。
4 Denys Hay, The Renaissance in its historical background, Cambridge, Cambridge University Press, 1977, p. 78.  
5 J.H.Randall (Jr.), »The Development of Scientific Method in the School of Padua« cit. in The Renaissance Philosophy 









このため日本語では、「分割された部分」を示す語幹 «portion» に接頭辞 «pro-» が付いてできた
ラテン語である «proportio»の本来の意味、つまり「分割された部分に応じた」量的な比較を伴
なう比例配分という意味が弱くなっている。加えて、ラテン語での «proportio» は、ギリシャ
















7  Erwin Panofsky, Meaning in the Visual Arts, Garden City, N. Y., 1955, (Chicago Uni. Pr., 1982), pp. 55-107. ／エル
ヴィン・パノフスキー『視覚芸術の意味』、岩崎美術社、1975 年、第二章「様式史の反映としての人体比例理論史」。
8  本書巻末手稿年表および手稿一覧を参照のこと
9 Luca Pacioli, De Divina Proportione, venezia, 1509, (Bunryu Repr., c1987).
10 Carpiceci, Marco, Leonardo; La misura e il segno, Presentazione di Calro Pedretti, Pubblicazione posta sotto 
l’egida dell’Armand Hammer Center for Leonardo Studies, University of California, Roma. Edizioni Kappa, 1986
11 中村隆夫「レオナルドとルーカ・パチョーリ一比例論をめぐって」、東北大学 美学美術史学研究室《美術史学》
第 19号、1997 年、63-86 頁。『数学大全』(1494) に「累乗」計算はなく、レオナルド自身の方法である。
　パノフスキーは、「様式史の反映としての人体比例論史」7で美術史領域における比例理論を
一般化し人体比例論が芸術作品の様式史を反映し芸術意志を明確に説明することを提示した。































Matila Costiescu Ghyka, Le Nombre d’or: Rites et Rythmes Pythagoriciens dans Le 
Développement de La Civilisation Occidentale, Paris, Gallimard, 1931. 













　ユークリッドの第二巻命題 11 では、「正方形 ΑΒ∆Γの ΑΓの
中点で半径ΕΒの円弧からΖを求めて、正方形ΑΘΗΖと矩形Κ∆ΒΘ
の面積が等しくなるように作図すると，交点 Θは ΑΒを外中比に
分割する」とされている ( 挿図 2) 。
　また、外中比は「与えられた線分を二分し，全体と一つの部分に囲まれた矩形を残りの部分
の上の正方形に等しくすること」で導かれる比率である。即ち、全体を ΑΒ∆Γ、一つの部分に
囲まれた矩形を ΘΒ∆Κ、上の正方形を ΖΗΘΑとする。ある線分 ΑΒの長さを 1としたとき、
切断された部分の長さを x として残りの部分の長さを (1− x )とすれば、x と (1− x )の比は，
全体の長さ 1と x の比と等しくなり、外中比が成立する。従って、外中比はこの線分を 1対
1.6180…または 0.618…対 0.3819…の比率に分割するものとなる。直線 l が与えられたとき、
直線上の点 Ρが ΑΒ: ΑΡ= ΑΡ: ΡΒとなるように線分 ΑΒ を分割するので、ΑΒ の長さを 1とし
ΑΡの長さ を xとすると  
 1：x = x：(1− x )これを変形すると　 x2＋ x − 1 = 0
 根の公式より　x =   
 −1 ± √5  
         2  = 0.61803398…,  − 1.6180339… 
 x > 0 より  ΑΒ  AP   =
  AP
  PB   = φ  =
    √5  − 1 
         2  = 0.6180339… 
 このとき負の解は外分点までの長さを表すので、次のように表記する。
 Φ  =  
  √5  + 1 
         2 = 1.6180339… , φ  =
    √5  − 1 



















 Φ − φ = 1,  Φ × φ = 1 かつ  Φ =    1φ  より
 Φ  =
         1
     Φ − 1  =
    √5  + 1 
         2 = 1.6180339… , φ  = 
    1
   Φ   =  0.6180339…  
 Φ2 =  Φ  +  1  = 
   √5  + 3 
         2  = 2.6180339…, φ
2= 1− φ = 0.3819660… 
 Φ3 =  Φ2 + Φ  =   √5  + 2   = 4.2360679… , φ3=φ−φ2 = 0.2360679…
　Φやφの n乗は黄金比の等比数列を示しており、その等比数列は与えられた数Φやφに
それぞれの値にΦとφとを公比として掛けたものである。Φnおよびφnと表記できるから、
 第 n 番目の一般項は 大きな値ΦではΦn =  Φn-2 + Φn-1 












 φn =  φ0 + φ1 + φ2 + φ3 + ……+ φn = 1+  Φ  =  Φ2 = 2.6180339…
　π  = __________________________________2_____________________________________
　 　　√ 1 2  √   1 2 +  1 √ 1  2    2  √   1 2 +  1 √  1  2    2 +  1 √ 1  2    2 √   1 2 +  1 √  1  2    2  +  1 √  1  2    2  +  1 √ 1  2    2  ．．．
　Φ  =  √  1 + √ 1  + √ 1 + √ 1 + , . . . 
　また、この Φの式を二乗すると一番外の根号が取れて、連続根号を式から外してゆける。
 Φ2  = 1+ √ 1  + √ 1 + √ 1 + , . . . 　、即ち、Φ2 = 1 + Φ 
H. E. Huntley, The Divin Proportion: a Study in Mathematical Beauty, New York, Dover Publicatons, 1970.
Albrecht Beutelspacher und Bernhard Petri, Der Goldene Schnitt: 2., überarbeitete und erweiterte Auflage, 
Heiderberg, Spektrum Akademischer Verlag, 1996.
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フィボナッチ数列　 0,    1,    1,    2,    3,    5,    8,   13,………… a,     b,    c,     d,     e,    f,    g, 
　　　　　　　　          ＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼             ＼／＼／＼／＼／＼／＼／
第１階差数列　　　          0,    1,    1,    2,    3,    5,    8, ………… a1,   b1,   c1,  d1,   e1,   f1,  
　　　　　　　　                  ＼／＼／＼／＼／＼／＼ 　                ＼／＼／＼／＼／＼／
第２階差数列    　   0,    1,    1,   2,    3,   5, ……..……  a2,   b2,   c2,  d2,  e2,
　　　　　　　　　                            ＼／＼／＼／＼／＼                     ＼／＼／＼／＼／＼
第３階差数列      　             0,    1,    1,   2,    3, ……………  a3,   b3,  c3,  d3,  e3,
　　　　　　　　　                                      ＼／＼／＼／＼                        ＼／＼／＼／＼
第 4階差数列      　                       0,    1,    1,   2,…….....………a4,   b4,  c4,  d4,
挿図 3    線形回帰数列の二項の比率
(ii) フ ィボナッチ数列
　フィボナッチ数列 {0, 1, 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21, 34, …} は黄金比の等比数列と良く似た性質をもった
数列である。この数列は、無理数に代えて黄金比を近似的に整数比で現わすときに使われる
もので、数列の一般項、即ち第 n 番目の項は kn = kn -1 + kn -2  で定義される。この数列の項を















回帰数列と言い、元の数列から一義的 (one to one)に決まるために線形という。フィボナッチ




　　k1 = 1, k2 = 3, k3 = 4, k4 = 7となるので、
 kn = {1, 3, 4, 7, 11, 19, 30, …}








 ,   k4── k3  = 
   7
──
  4






（i）とし、  2と 4の組み合せの数列を（ii）とし、
2と 5の組み合せの数列を（iii）とする。これらの
各項の比は、
  k2── k1  と
  k3── k2  の間でできる振幅を最大値



















 ( 作図 )
　1対 2の矩形 ABCDの対角線 ACと単位円の交点を Fとし、点 Cから半径 2と 1の長さで
対角線上に点 E,  Gを取ると、対角線 AC上の点 E,  F,  Gは黄金分割の等比数列を形作る。
 ( 証明 ) 
　矩形 ABCDにおいて対角線 AC上の点 E, F, Gを取るとき、線分 AE, EF, FG, GCの長さは
ピタゴラスの定理からそれぞれ以下のようになる。
AE = √5  − 2 ,  EF = 1 −  
  √5  − 1 
         2 ,  FG =
    √5  − 1 
         2 ,  GC = 1 ,かつ
　　Φ  =  
  √5  + 1 
         2 = 1.6180339… ,  φ  =
    √5  − 1 
         2   =  0.6180339…, Φ  =
    1
φ とすると、
 φ  =  
  √5  − 1 
         2 は 2次方程式 x
2 + x− 1 = 0の正の解よりφ2 = 1− φ
AE = √5  − 2 = 2( 
  √5  − 1 
        2 ) − 1 = 2φ−1 = φ− (1− φ) = φ−φ2 = φ(1−φ) = φφ2 =φ3
 EF = 1 −  
  √5  − 1 
         2 = 1− φ = φ
2 ,   FG = 
  √5  − 1 
        2
  =φ,  GC = 1 
∴ AE: EF: FG: GC = φ3: φ2: φ: 1  =     1 3   Φ  :
    1
 2   Φ  :
    1
   Φ  : 1 =  1 : Φ : Φ
2: Φ3















 ( 作図 )
　1対 2の矩形 ABCDの対角線 AC上の点 Gに与えられた円との交点を点 Eとし、対角線の
両端 A,  Cから半径 1の円弧で対角線を切断した点を F, Gとする。また点 Fを中心として、
線分 EFの長さで対角線上に求めた点を Hとする。このとき対角線 AC上の点 E, F, G, Hから
作られる線分 AE, EF, FG, GHは、黄金比の等比数列を 形作る。
 ( 証明 )
　矩形ABCDにおいて対角線AC上の点E, F, G, Hを取るとき、線分AE, EF, FG, GHの長さは、
ピタゴラスの定理からそれぞれ以下の様になる。
　命題１において、矩形 ABCDの対角線 ACの上の点 E, Gは、それぞれ Cを中心とする半径
2と 1の円弧によって切断された点である。また点 Fは、矩形の対角線 AC, BDの交点を中心
とする直径 1の円で対角線 ACを切断した点の一つである。以上で証明された 1対 2の比率の
矩形で、与えられた正方形の一辺の長さを基準長として、コンパスを使って対角線の上に生成










  √5  − 1 
        2
  =φ,  EF = 1 −  
  √5  − 1 
         2 = 1− φ = φ
2 ,   FG = √5  − 2 = (√5  − 1) − 1=φ3, 
　　GH = EF − FG = (1− 
  √5  − 1 
        2
 )  − (√5  − 2 ) = 1 −φ − 2φ+ 1 = φ2 − 2φ+ 1 = φ4




15 Luca Pacioli, De Divina Proportione, 1509, (Bunryuu repr. c1986.奥付を欠く文流リプリント版は推定出版年 ).
16 Étienne Souriau, L’avenir de l’esthetique; essai sur l’objet d’une science naissante, F. alcan, Paris, 1929, p. 66.
17 Luca Pacioli, op. cit., folio  7;「彼が絵画と人間の運動を扱った立派な書物を刻苦勉励の末、完成した後に…」
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21裾分一弘 ( 平成 16年 ) 、前掲書、94-118 頁。詳細な稿本の来歴や、沿革が書かれているので参照されたい。
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第一節   《 人体権衡図》：その「円」と「正方形」について


















例研究の影響関係の指摘に止まっている 6 。 
19
7 (Italo-Byzantine canon)：パノフスキー（1975 年）、前掲書 84頁。 
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14 はレオナルドが原著者と見なされ、フラ・ジョコンド版 ( 図 II1-4, 5)
15とチェーザ
レ・チェザリアーノ版 ( 図 II1-6)
16との図は、『建築十書』出版のために描かれたものである。
ウィトルウィウスの「円」と「正方形」についての解釈は、17世紀のスカモッツィの『普遍的
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に付けなければならぬ。これはギリシャ語でアナロジア (α  ναλ′ο γ ια)といわれる比例から得
られる。比例とはあらゆる建物において肢体および全体が一定部分の度に従うことで、これ
からシンメトリアの理法が生まれる。実に、シンメトリアまたは比例を除外しては、すなわ


















23 Herman Weyl, Symmetry, 1952／ヘルマン・ヴァイル『シンメトリー』遠山啓訳、紀伊国屋書店、1957 年。
24 本書第一章第二節、９頁。
25「等量」はマドリッド手稿 II に「等量学」(scientia de equiparentia)として扱われている。参照195頁
26岩波生物学辞典、解剖学用語で発生上、同じものを基とした器官を示す言葉。
























































三行目の前から 3分の１位に出てくる“chubiti” が pを bに直してあり、下の記文の四行目で







相当する “somita” と、九行目の終りと十行目の先頭の「上端」を意味する “sopra” および
十一行目から十二行目の「肘」に当たる “gomito” である。このような例はウィンザー手稿






31 Luisa  C. Arano ed., Les Dessins de Leonard de Vinci et de ses Discples conservés au galeries de l’Académie de Venise, 
 (Paris: France Expansion),  Firenze, Giunti, 1980.. pp. 10-1／『レオナルド素描集成』（アカデミア美術館編）、L. C.
アラーノ解説、 日本語版沢柳大五郎監修、三神弘彦他訳，みすず書房、昭和 58年。
32 Kenneth Clark, Catalogue of the Drawings of Leonardo da Vinci at Windsor Castle, Cambridge, Cambridge 










Vetruuio architect mecte nella sua opera d’architettura che lle misure dell’omo sono dalla natura
disstribuite in quessto modo, cioè  che 4 diti fà 1 palmo, e 4 palmi fà 1pie, 6 palmi fà un chubito 4
cubiti fà 1homo, he 4 chubiti fà 1 passo, e 24 palmi fà 1 homo, e queste misure son ne’ sua edifiti.
Se ttu apri tato le gabe che ttu chali da capo 1/14 di tua alteza apri e alza tanto le bracia che cholle lunge dita tu iochila linia della
somita del chapo, sappi che 1ciero delle             stremita delle aperte mebra fia il bellicho 
ello sapito che si truova                           infrale gabe fia traolo equilatero.
diti  palmi               palmi  diti
tanto apre l’omo nele braccia quato   la sua alteza
Dalnasscimento de’chapegli al fine disotto del mento   il decimo dell’alteza del uomo, dal disotto del mento alla somi-
tà  del chapo h  l’octauo dell’alteza del’omo, dal di sopra del pecto alla somit  del chapo fia il sexto del’omo. dal diso-
pra del pcto al nasscimeto de’chapegli fia la sectima parte di tucto l’omo. dalle tette al di sopra del chapo fia 
la quarta parte dell’omo. la magiore largeza delle spalli chontiene in sé la quarta parte dell’omo, dal go-
mito alla punta della mano fia la quinta parte dell’omo. da esso gomito al termine della isspalla fia la octaua
parte d’esso omo, tucta la mano fia la decima parte dell’omo, il membro virile nasscie nel mezo dell’omo, il 
piè  fia la sectima parte dell’omo, dal di socto del pi  al di socto del ginochio fia la quarta parte dell’omo, 
dal di socto del ginochio al nasscimento del membro fia la quarta parte dell’omo, le parti che ssi truova no infra
il mento e ‘l  naso e ‘l nasscimento de’chapegli e quel de’cigli ciasscuno spatio per sé ssimile all’orecchio 






































 ”Tanto apre…” と翻刻しているが、小文字で始まっているので “tanto apre …” とすべきであろう。この尺度は、
中央の目盛の無い部分が実際には11手掌分しか無いので、23手掌に設定されていることが判る。
34 Jean Paul Richter (ed.), (1970), op. cit.
35 August Marinoni, cit. in  Les Dessins de Leonardo de Vinci et de ses Disciples; Galleries de l’Academie de Venise, 
L. C. Arano ed., 1980, (France Expansion), Fitrnze, 1980, pp. 11-2, folio 8.;『レオナルド素描集成』（アカデミア美






それぞれ左右に “diti ( 指 ), palmi ( 掌 )” の文字を伴って引かれている。この基本尺度と記文の
間には一行だけ独立した記述が認められ、そこには “tanto apre l’omo nelle brazzia quanto e 
la sua altezza” （人が両腕を広げた長さは身長と同じである）と書かれているが、これは下の記







4 4 4 4
基準値は、ウィトルウィウスの基準と異なることがファヴァロによって既に指摘されている。
まず、「足は身長の 7分の１になる」という下の記文のレオナルドの証明は、上の記文の命題




















 　 l 1（臍～乳頭間）　    25.5 ㎜＝ k × Φ0　 　≒  7
 　 l 2（臍～胸の上端）     40.5 ㎜＝ k × Φ1　 　≒ 12
 　 l 3（臍～髪の生え際）   66.5 ㎜＝ k × Φ2　 　≒ 19
 　 l 4（臍～円の半径）　 　  　109.5 ㎜＝ k × Φ3     ≒ 31
 　　　∴ l 1： l 2：l 3：l 4 ＝ Φ0 : Φ1：Φ2：Φ3≒ 7 :  12 :  19 :  31











い数の組み合せの 1と 2から作られる数列{ 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21…}のことで、イタリアでは 13
世紀から既に知られていた 39 。この線形回帰数列は隣り合った二項の比の極限値が黄金比に




上掲の臍を起点とする黄金比の等比数列 ( 図 II1-8) を作るための改編だったことが判る。この
下の記文の「身長の７分の１」という記述の７は、隣り合う二項の比率が黄金分割の近似値に





第八葉には“Lineamenti della forma humana guidati della verità et semplicità del compasso”と
書かれていて、パノフスキーによる説明では、コンパスを使って人の概形を単純な線で描くこ
とができるという 42 。
　ホイへンス稿本の第八葉 ( 図 I-4) で、身体各部の関節を中心とする運動の軌跡は、上肢や
下肢が描く一本の円弧で表されている。この点線で描かれた運動の軌跡は、体肢の線を半径と






39 Carl Benjamin Boyer, A History of Mathematics, Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1985, p.103.
40 Kenneth Clark (1956), op. cit.／ Erwin Panofsky (1955), op. cit.：第二章「象徴形式としての比例論史」。
41 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 19 : fol. 1, fig. 1. 
42 ibidem, p. 25, fol. 8 :... guidati della verita et semplicit del compasso:
43 ibidem, p. 19: The larger circle is described around the navel and touches the tips of the toes and fingers when the body 
assumes a spread-eagle position with the legs opened at an angle of 60˚ and the outstretched arms raised at an angle of 30˚. 
28




46 Leonardo da Vinci (1977),  op. cit, ed. by Jean Paul Richter; Commentary by Carlo Pedretti, (2 vol.),  pp. 92-7.
／黄金分割の正確な値を知ったのはユークリッドの「外中比」の命題の作図から 1504 年頃と推定される。
47 Leonardo da Vinci, I codici di Madrid: (Tratados varios de Fortificacion Estatica y Geometria Escritos en Italiano,1491): 
Biblioteca Nacional de Madrid, Library number 8936 / 8937, Introduzione e commento di L. Reti, 5 vols. Firenze, 
Giunti, 1974, vol. III, pp. 107-8. ／レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、






















　外中比の作図は、ペドレッティが 1503 年頃とするパリ手稿 K2 第二十六葉裏 ( 図 II1-10) に
あって 46 、レオナルドが《人体権衡図》の「円」の直径を求めたマドリッド手稿 II 第八十一






従って、ウィトルウィウスの「円」と「正方形」は、次のように記述できる ( 図 II1-13) 。
29
48 Giovanni Battista de Toni, »Intorno un codice sforzesco di Luca Pacioli nella Biblioteca di Ginevra 
e i disegni geometrici dell’opera ‘De divina proportione’ attributi a Leonardo da Vinci«, cit. in il IV 
Centenario della Morte Leonardo da Vinci, Il maggio MCMXIX, diretto da Mario Cermenati, Istituto di Studi 
Vinciani in Roma, pp. 41-73.
49裾分一弘『レオナルド・ダ・ヴィンチの「絵画論」攷』、中央公論美術出版、昭和 52年、71-82 頁。
50 Heydenreich cit. in L. C. Arano (1980), op. cit. の記述による《人体権衡図》を『絵画論』の挿絵として描かれた
とするハイデンライヒの見解; Ludwig Heinrich Heydenreich, Leonardi da Vinci, MacMillan Company, New York, 
1954 (original: German 2nd edition, Basel, Holbeon Verlag, 1928). 
51 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France; edizione in facsimile con trascrizione diplomatica e critica di 
Augusto Marinoni, Firenze,1987.／レオナルド・ダ・ヴィンチ『パリ手稿』裾分一弘他訳、岩波書店、1989-95 年。
52 Leonardo da Vinci, I codici di Madrid: (Tratados varios de Fortificacion Estatica y Geometria Escritos en Italiano, 1491):
 Biblioteca Nacional de Madrid, Library number 8936 / 8937, Introduzione e commento di L. Reti, 5 vols. Firenze, 
Giunti, 1974, vol. III, pp. 107-8.／レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、
1975年：( 手稿 II 第 80 葉裏・第 81葉表 ) 。 
53レオナルド・ダ・ヴィンチ（1975 年）、前掲書：マドリッド手稿 II の扉に付けられているスペイン語の表題は、
「イタリア語で書かれた築城術と幾何学についての諸論文、1491 年」(Tratados varios de Fortificacion Estatica y 












の挿絵と考えたように 50 、《人体権衡図》が描かれたとされる 1490 年頃、レオナルドはフォ
スター手稿 I2 やパリ手稿 Bに見られる幾何学的問題を研究していた 51 。マドリッド手稿Ⅱの
蔵書目録から判るように、俗語で書かれたユークリッドの『幾何学原論』を所持していたこと
が明らかになっているだけでなく、『マドリッド手稿』のスペイン語の原書名が “Tratados varios 










1 Klaus Irle und Klaus Schröer,  “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie, Muster, 
Waxmann Verlag, 1998.
2ウィンザー紙葉 12280r 中央のイタリックで翻刻してある部分（参考図 II2-2 ）の上に円に内接する正多角形と
外接する正多角形から導いたアルキメデスの「円積法」が示されている。
3 ペ ートル・ベックマン『πの歴史』田尾陽一＋清水韶光訳、蒼樹書房、1973 年、70頁。
4 James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of 
the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele 












«Ich aber quadriere den Kreis…» ( しかし私は円を正方形にする ) は、1508 年頃の執筆とされる








































手稿 II 第八十一葉表 (図 II1-10) との相互関係である。マッケーブは触れてはいないが、レオナ
ルドはアルキメデスの「円を正方形に直す」命題の前後を換えて「正方形を円に直す」命題に
置換して《人体権衡図》では内接円と外接円との比例中項となる円を求めていた 6 。このレオ











   √2  + 1 
        2
 、即ち 1.2071…と彼らの値 1.22との差が無視できないからである。
5ウィンザー紙葉 12280r には、円の内接正多角形と外接正多角形との平均値から円周率を導いたアルキメデスの
「円積法」が記されおり、イーレとシュレーアはレオナルドが黄金分割を使って円周率の精度を上げたとしている。
6本書第二章第一節 18-29 頁。イーレとシュレーアは頭頂から足底までの長さの 0.61倍を黄金分割の臍の位置と
しており、上掲挿図 7でのウィトルウィウスの「円」の直径の実測値 1.22は、筆者の《人体権衡図》の「円」を
直径を求めた解析図とは一致しない。
7  Klaus Irle und Klaus Schröer (1998), op. cit.「正方形」の一辺の長さを１とした時の身長に対する臍の比率を示す。








Testa  VIII alta l. f.
Piede  VI   alta la figure 
Cubito     IIII    alta la figure
a
a.    sono langoli del esagono
b.    sono langoli del quadrato
c.    sono langoli del pentagono
d.    sono langoli del ottagono
e.      langolo del triangolo bb ala_
　     ** del quadrato de sopra  
f.      langolo del triangolo bb ala_
　    ** del quadrato de basso 
g.    *. langolo del triangolo. cc ala_
　　 alto da basso del penthagono
H. e´ centro del minore circhio 
 et e´ angolo del tringolo . x x 
   d'langoli da basso
VIIII　 quinta  Figura, e Proportione

































アルゴリズムを導くために使ったホイヘンス稿本第七葉 ( 図 II2-3) の円である。 
　その人体は《人体権衡図》と同じように、拡げた手足を規定する多角形と共に描かれていて
パノフスキーはこの正多角形をゴシック建築の図形的把握を反映するものとして、ヴィラール・
ド・オヌクールの『画帳』( 図 II2-8) に結びつけている。ただしそれは単純な図式的な把握の
ためのシンボルとして幾何形態を当て嵌めたアナロジーにすぎず、他方この図に見られる幾何
学的な把握は、むしろチェーザレ・チェザリアーノの『ウィトルウィウス建築書』の人間像や









回転させた場合、正八角形ができる (挿図 8) 。回転したこの正方形の頂点は頭上に挙げた手の
人差し指の位置と円に内接する正六角形の頂点 aとに一致し、かつ正中線を挟んだ正六角形の
下の二辺と正八角形の底辺の両端の点とが dで交わると仮定すれば、身長を  1単位長とすると
「大円」の直径 1.1849… が導かれる 10。レオナルドは、「根の乗法について、ルカ師に尋ねる





8  Erwin Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s Art Theory; The Pierpont Morgan Library Codex 
M. A. 1139«, Studies of the Warburg Institute, ed. by Fritz Saxl, vol. 13, London, 1940 (Kraus Reprint, 1976). pp. 
109-112.／藤本康雄『ヴィラール・ド・オヌクール画帳に関する研究』、中央公論美術出版、1991 年。
9 E. Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 22.: “Quinta figure et principio di moto et ultima del Primo Libro.” 
10  第七葉のウィトルウィウスの円の直径は、身長を単位長 1とし、人体を取り囲む正八角形の一辺を l とすると、
幾何形態を決定する基準正方形の一辺 kは k =l + 2l  sin 45° = 0.89319…となる。これは次の式から与えられる。
身長 1 = l + 2l sin 45°+  12l tan30°---①；ウィトルウィウスの円 直径 R = l + 2l sin 45°+   12l tan30°+ 
  1
2l ---②
① より 1 = l + √2  l +    1── 2√3 l    ∴ l = 0.36997…これを②に代入すると、円の直径 R =1.18498…となる。
11 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts 
by Jean Paul Richter; Commentary, Oxford, Phaidon Pr., 1977., vol. II, p. 341, 348, § 1444. 1504～6 年頃のアトラ
ンティコ紙葉120r-dの記述／裾分一弘『イタリア・ルネサンスの芸術論研究』、中央公論美術出版、昭和61年、96頁。
34
　大円の直径  　　　1.184987266…  　鳩尾の高さ  　　　0.641766847…
　正方形の一辺  　　　0.893197550…  　臍の高さ  　　　0.592493633…
　頭高   　　　0.119665920…  　生殖器の高さ  　　　0.5
　顎までの高さ  　　　0.880334079… 　膝までの高さ  　　　0.226468388…






















ることができる。従って、1480 年代に出版されたマテス・ロリツァ  ー( 図 II2-10) やハンス・シュ





12 Gothic Design Techniques: The Fifteenth –Century Design Booklets of Mathes Roriczer and Hanns Schmuttermayer, 
Edited, translated, and introduction by Lon R. Shelby, London and Amsterdam, Southern Illinois University Press, 




14 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 121
15  Irma A. Richter, Book review of Panofsky’s Codex Huygens, cit. in The Art Bulletin, XXIII, 1941, pp. 335-8.
16 Frank Zöllner, »Die Bedeutung von Codex Huygens und Codex Urbinas für die Proportions- und Bewegungs-
studien Leonardo da Vinci«, Die Zeightschrift Kunstgeschite, LII, 1989, SS. 334-352.
17 Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti la vita e le opera di Leonardo da Vinci, Milano, 1919: no. 107-8.11 
Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 22.: “Quinta figure et principio di moto et ultima del Primo Libro.” 
18 August Marinoni, cit. in Ladislao Reti, The unknown Leonardo, Maidenhead, England, McGraw-Hill Bk. Com., 


































































Simetria Del Corpo Humano
Diametro
Del brazzia si ciama tutto 
Il movimento del corpo 
Humano et del mo***gie
humano
cubito  parti  • VI
piede  parti  • IIII
Testa  parti  • III
Facia  parti  • II  et o'ri quinti
che  niente  asseri  alto la 
signor parti 24 et
parti cella 120
 |           |           |           |           |           |
 |           |           |           | 
 |           |           | 





|                     | 
| |
37
19  Carlo Pedretti (1977), op. cit., p.68.  (inv. no. 0012 et inv. no. 06771).
20 Irma A. Richter ( 1941), op. cit. pp. 335-8.    





誰かを考える絶好の資料となる。このうち一点（13.5 × 18cm, 収蔵番号 06771; 図 II2-17）は、
「ホイヘンス稿本」と同サイズであり、もう一点（38.5 × 25.5cm, 収蔵番号 0012; 図 II2-18) が





















垂直線には 8頭身を示す ‘Testa’ や 4腕尺の ‘Cubito’ が示され、左側には 10面長の ‘Facia’ と
6歩尺の ‘Piede’ の目盛が示され、それぞれモジュールを形成している。左下には肘を 90度に
曲げた右腕各部の比率が記述されており、腕尺 (Cubito) に対する歩尺 (Piede)と頭高 (Testa)や
手の大きさに相当する顔面長 (Facia) が示されている。その右に腕尺の幅で立てられた体側の
両側の垂直線を延長した部分の足許には、身長の 24分の 1の手掌を単位として、腕尺 の幅の
水平線が6等分されて ‘Cubito parti VI’ と示されている。またその下には手掌の幅を単位として
順次4単位分になる歩尺 ‘Piede parti iiii’と3単位分の頭高 ‘Testa parti iii’ や 2  2─  5 単位分の顔面 
‘Facia parti ii et doi quinti’で構成される４システムの基準が示されている ( 挿図 9) 。
38
第七葉とオックスフォード紙葉の比較解析図（挿図 10）
22 Carlo Pedretti (1977), op. cit., pp.68-9 et pp. 249-51.
23 図 II2-4 上部には表題が ‘A Pariquadrata superficie humani corporis perdistincta eo naturali centro／ umbilici circulum 
excipere: et in eo quadratum minorem inscribere, figura･’と書かれ、図 II2-5 には‘Humani corporis mensura et ab eo 
omnes symmetrias eurythmiatas & proportionatas geometrico schemate invenire ･ut adest figura･’と書かれている。
レオナルドの建築医についての表明（大聖堂建設委員会に宛てた手紙の草稿）：本章第三節、48頁を参照のこと。



















アトランティコ紙葉 270r について J.. P. Richter (1970), op. cit. Vol. II, p. 330-1; Pedretti (1978), op. cit., p. 35. 参照






































表２：各《ウィトルウィウス的人間像》の比率の比較 ( 身長を１ 単位長としたときの各部の高さ )25
　「円」と「正方形」の幾何学的関係は、レオナルドがウィトルウィウスの「円に従う人間」






何故なら《ウィトルウィウス的人間像》がレオナルドの「立派な姿の人間」(homo bene figuratus) 















26  Carlo Pedretti (1977), op. cit., pp.68-9 et pp. 249-51. tanto...quanto～ (～相当の ... 量 )
   Panofsky (1940), op. cit.; Codex Huygens folio 1.
































































ツォルナーは、ウィトルウィウスの「円に従う人間」(homo ad circum) と「正方形に従う人間」




















28 Cod. Atlantico, fol. 247a. ／  Jean Paul Richter (1970), op. cit., vol. II, p. 349.
29 Frank Zöllner (1989), op. cit., SS. 334-352. 
30 Idem, ss. 171-184. ／ Francesco Giorgi, De harmonia mundi totius cantica tria, Venedig, 1525.
31 Idem, ss. 183-202. ／ Agrippa von Nettesheim, Occulta philosophia, Köln, 1533.





















( 図 II3-2) 。 
　オックスフォード紙葉では直線に直されているので気づきにくいが、この紙葉とホイヘンス
稿本第七葉を合わせた上記の解析図から、パウロ・セガツォーネが描いたチェザリアーノ版の
「円に従う人間」(homo ad circulum) や、指の幅の倍数を使ってほぼ手掌、足、腕の大きさを








1 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts by Jean 
Paul Richter; Commentary, Oxford, Phaidon Pr., 1977., vol. II, p. 348.




下記を参照のこと。Rudolf Wittkower, Architectural Principles in the Age of Humanism, London, Alec Tiranti Ltd., 
1967, pp.13-5.／R・ウィットコウワー『ヒューマニズム建築の源流』中森義宗訳、彰国社、唱和46年。
43
3 Cesariano, Cesare, Di Lucio Vitruvio Polione de Architectura Libri Decem traducti de latino Vulgare affigurati,
 Como, 1521 ( 金沢工業大学図書館「工学の曙文庫」 収蔵）。チェザリアーノ版《ウィトルウィウス的人間像》は、
上部に ‘A Pariquadrata superficie humani corporis perdistincta eo naturali centro／ umbilici circulum excipere: et in eo 
quadratum minorem inscribere, figura･’と表題が書かれた«homo ad circulum» (図 II2-4) と、‘Humani corporis mensura 
et ab eo omnes symmetrias eurythmiatas & proportionatas geometrico schemate invenire ･ut adest figura･’と表題が
書かれた«homo ad quadratum» ( 図 II2-5) の二つで構成される。
　チェーザレ・チェザリアーノ版《ウィトルウィウス的人間像》3は、図の表題によってウィ
トルウィウスの記述した「円に従う人間」(homo ad circulum) ( 図 II2-4) と「正方形に従う人間 」








アルファベットが記入されている。外枠の正方形は下辺左に A、円との接点に B、下辺右に C
また上の右辺の円との接点に H、右上角に O、頭部の上の接点に Nとあって、左上角にM、
その下の左辺との接点に F、円に内接する正方形では左下から反時計回りに順次 D, E, L, Kと
記入されている。また「正方形に従う人間 」では網目格子に分割された正方形の枠組みの中に
対角線 GH, KLが引かれている。頭頂Aと踵 Bで内接する一辺が外枠の2分の√2  の斜 45度の
正方形 AMBNが描かれ、この斜線の交点にはアルファベットが記入されている。乳頭の高さ
では左右に S, Q、膝の高さでは P, Rと記されている。また踵 Bの上下の点 C, Dを中心として
半径 4分の√2の弧と下枠の左右の交点に E, Fが付されている。右手 c左手 Θは 8等分された
円に囲まれており、頭部の円に内接する正方形 αβγδに顔が当て嵌めてある。図の下部左側に








付け根を身長の 2分の 1とすると、ほぼ 8頭身の頭部と胸の上端との間の距離が短くなって
いることが判る。その他に身長の 10分の 1とされている顔面と手の大きさの違いによって、
手が大きくバランスが崩れたような印象を受ける。そこで、「ホイヘンス稿本第七葉とオック
スフォード紙葉の比較解析図」( 図 II3-1, 挿図 10) 、とチェザリアーノ版の「円に従う人間」





5 向川惣一（2013 年）、上掲書。 
6篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、
『芸術学論叢』第 10号、別府大学、1991 年。本書第五章三節を参照のこと。
7 Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon, with an introduction 
by Ludwig H. Heydenreich (2 vols.), Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1956, p. 65 §119.










として、直径 √2  の外接円から「円に従う人間」を求めたものとすることができる 5。 
　チェザリアーノ版「円に従う人間 」の外接円の √2  から上記の内接する正方形を設定して、

















注目しなければならない 7。「ヴァッラルディ手稿」の人体比例の図 ( 図 II3-4) では、6歩尺で
区画された身体の長さをさらに５分割する幅を取って身体の厚みがその７単位分で表現されて




9 向川惣一（2013 年）、上掲書、および同「レオナルドの《人体権衡図》研究 (２)：その幾何学的解析と黄金分割」、
『札幌市立高等専門学校紀要』創刊号、札幌、1992 年、17-27 頁。
10 Gothic Design Techniques: The Fifteenth–Century Design Booklets of Mathes Roriczer and Hanns Schmuttermayer, 
Edited, translated, and introduction by Lon R. Shelby, London and Amsterdam, Southern Illinois University Press, 1977.
11パリ手稿 B第十三葉表は正三角形の作図から導かれる。ピタゴラスの定理から底辺の長さを１単位長とすると、
円の中心の高さ√3   ÷ 2から、円に内接する正六角形の辺を底辺として、この二等辺三角形は１単位の底辺に対して






これが、チェザリアーノ版ミラノ大聖堂ファサードの図解 (図 II2-6a, b) に結びつくことから、
図の標題の「シンメトリアとエゥリトミアやプロポーション」という建築用語を確認する幾何
形態と考えられてきた。この切片はピタゴラスの定理から   √2 ×√3        4 、即ち
0.61237...になるので、
極めて使い勝手の良い黄金分割の近似値になることが判る (図 II3-3) 。









解釈されてきたが臍の高さで上下に分割した場合、黄金分割と密接に関連した √Φ  の近似値が








第一葉の黄金比の等比数列の作図システム ( 図 II1-9) はチェザリアーノ版に使われておらず、
マテス・ロリツァーの「ドイツ幾何学」の正五角形 ( 図 II2-9) がパリ手稿 B第十三葉裏と同第
十四葉表 (図 II2-14, 15 ) に見られる





12 向川惣一「レオナルドのパラゴーネにおける「神聖比例」の解釈について」、『美術史』第 152 冊、平成 14年、
282-296 頁。本書第三章第一節、52-67 頁に収録、また前節を参照のこと。
13 Erwin Panofsky, Meaning in the Visual Arts, Garden City, N. Y., 1955, (Chicago, Chicago University Press, 1982).;
森雅彦『アルベルティ芸術論』、中央公論美術出版、1992 年、第二部第一章第三節、142-192 頁を参照のこと
14トビー・レスター『ダ・ヴィンチ・ゴースト；ヴィトルヴィウス的人体図の謎』宇丹貴代実訳、筑摩書房、2013
年、211-6 頁／ Toby Lester, Da Vinci’s Ghost: Genius, Obssesion, and How much Leonardo Created the World in 
His Own Image. Free Press, a division of Simon & Schuster, New York, 2012.. 
15 Claudio Sgarbi, »A Newly Discovered Corpus of Vitruvian Images«, RES: Anthropogy and Aethetics 23, Spring 1993, 31-51.
16 Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci; L’ “Angelo incarnato”& Salai,  Cartei & Bianchi Publishers, Foglino (Perugia), 2009.
17 Luca Pacioli, De divina proportione (in stampa), Venezia, Paganinus, 1509 (Tokyo, repr. Bunryuu, 1986). fol. 1. 
line 43~; E suo quanto fratello Iacomo andrea da Ferara del opere de Vitruvio acuratissimo sectatore. Non pero dela singulare 
industria militare in alcuna virtu dotato volentieri aglialtri la conica.パチョーリの献辞の伝えるジャコモの事蹟。





手掌の正方形を 2パルミ (palmi)とすると次章で扱うウィンザー紙葉 12601 の頭部の扱い方
との類似性が認められる 12。顔面の正方形を囲む外接円の四分の三で手掌の外接円が扱われて
いるので、イタロ・ビザンチンの 9面長システムと共にこの《ウィトルウィウス的人間像》の

























































19 Marcus Vitruvius Polio, De Architectura libri decem, Engl.tr., F. Granger, Loeb classics, 1931.／
森田慶一『ウィトルウィウス建築書』、（東海大学古典叢書）、東海大学出版会、1969 年｡
20 Leonardo da Vinci, Il codice Atlantico della Biblioteca Ambrosiana di Milano, trascrizione diplomatica e critica 

































21 Jean Paul Richter, The Literary Works of Leonardo da Vinci: compiled and edited from the original manuscripts, 
with introduction and additional notes by Carlo Pedretti, (3rd ed.), London, Phaidon Press, 1970, vol.2,  p. 330-1.








23  Carlo Pedretti (1978), op. cit., p. 35.／カルロ・ペドレッティ、上掲書。
24  Carlo Pedretti (1978),, ibidem,.
25 Marcus Vitruvius Polio, op. cit., ／森田慶一 (1969 年 ) 、上掲書。
　レオナルドは 1500 年代まで直接ウィトルウィウスの『建築十書』を所持していないから、
この記述が書かれた時期が問題となるのだが、集中形式の教会堂のプランが多数描かれている








るものであり、パリ手稿 B第十葉裏面 ( 図 II3-7) に見られる正方形に内接する正八角形の円蓋
プランはペドレッティが述べているようにミラノ大聖堂の採光塔のためのものとされている 24。
レオナルドの集中形式の教会堂のプラン (図 II3-8～10) は、すべて正方形と正方形を 45度回転
して組み合わせた形を基に展開されている。レオナルドが正方形の一辺を単位として正八角形
を導いたとすれば、外接円で規定される「大円」から正多角形の大きさと位置が決定されて、





紙葉の «simetria del corpo humano» とされた表題と同じであり、正方形から導いた身体各部を 
«tanto…quanto ~» ( ～相当の ...) 形式で、ウィトルウィウスの「円」に内接する正多角形の辺の





















が 27、これを 1490 年代初頭とする理由は、計測人類学的人体比例を扱う素描でウィトルウィ
ウスの人体比例の規準について検討しているからで、この時期の素描とされているウィンザー
紙葉の人体比例関係の素描様式を比較しても、小さめにした足の大きさ以外に同定の決め手は
無い。また記文の書体については、文頭の “Vitruvio” や四行目の “Se” のように装飾性が認め
られる大文字もあるが、これらは清書として注意深く描かれたものだから、1480年代末から90
年代初頭の初期の文字全体に現われる装飾性とは区別しなけばならない。
　従来アカデミア美術館の《人体権衡図》が 1490 年から 92年頃の素描とされてきたのは、



















26 Carlo Pedretti cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the 
Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele and Carlo Pedretti, (3 volumes), London, 1979 and 1980.
27裾分一弘（平成 16年）、研究編 272=91 頁。
28 Carlo Pedretti ( 1979 and 1980), ibidem.
29向川惣一（平成 3年）、前掲論文、本書第二章第一節 18-29 頁に収録。








「ウルビーノ稿本」(Codex Urbinas Latinus 1270) の第一章はパラゴーネ (paragone)と呼ばれて
いる。グリエルモ・マンツィによるローマ法皇庁立図書館の「ウルビーノ稿本」の発見と出版
はその当時流布していたレオナルドの『絵画論』の原本を確かめたという意義の他、その後の




















   Guglielmo Manzi, Trattato della pittura di Lionardo da Vinci, trattato da un Codice della Biblioteca Vaticana, 
e dedicato alla Maestà di Luigi XVIII, Re di Francia e di Novarra, Roma, Nella Stamperia de Romanis, Disegni 
che illustrato l’opera del Trattato della pittura di Lionardo da Vinci, tratti fedelmente dagli originali del Codice 




「絵画術の書」』、辻 茂 編訳・石原靖夫・望月一史訳、岩波書店、1991 年を参照のこと。
4 Luca Pacioli, De Divina Proportione (in stampa), Venezia, Paganinus, 1509, fol. 1r. 
  Idem, De Divina Proportione (in manoscritto), Silvana Editoriale, Milano, 1982, fol. 2r;
『神聖比例論』本文冒頭に記されたレオナルドの「スフォルツァ絵画論」の消息は次のように書かれている。
 ‘hauendo gia con tutta diligentia al degno libro de pictura e mouimenti humani posto fine.’ 
「彼 ( レオナルド ) が ) 絵画と人間の動きについての立派な書物を刻苦勉励の末、書き上げた」。






























6 Rudolf Wittkower, Architectural Principles in the Age of Humanism, London, Alec Tiranti Ltd., 1967, pp.10-19.
／ルドルフ・ウィットコウワー『ヒューマニズム建築の源流』中森義宗訳、彰国社、昭和 46年、27-41 頁。
7 Erwin Panofsky, »Die Entwicklung der Proportionslehre als Abbild der Stilentwicklung«, Monatshefte für Kunst-
wissenshaft, XIV, 1921, SS. 188-219.
8 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts by Jean 
Paul Richter; Commentary, Oxford, Phaidon Pr., 1977, pp. 227-54.
9 Martin Kemp, Leonardo da Vinci; The Marvellous Works of Nature and Man, Cambridge, Massachusetts, Harvard 
Uni. Pr., 1981, pp.114-6.
10 Claire J. Farago, Leonardo da Vinci’s Paragone: A Critical Interpretation with a New Edition of the Text in Codex 
Urbinas, Leiden, E. J. Brill,  1992, p.362.
11 P. H. Scholfield, The Theory of Proportion in Architecture, Cambridge, 1958, p.38 note.
12 J. Onians, Bearers of Meaning: The Classical Orders in Antiquity, Middle Ages and the Renaissance, Princeton, 
Princeton Uni. Pr., 1988, pp.216-246. 
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　いまこの小部分を節と呼ぶことにすると、マクマホンの与えた番号で28, 41, 42の各節には 
‘divine proportion’と英訳されている比例関係の記述がある。これらの記述は原文で見た場合、





‘Per questo giudico la tua inuentione esser assai inferiore à quella del pittore, solo perchè da 
quello non componesi proportionalità armonia. Essa non contenta la mente del’ auditore, o’ 
ueditore, come fa la proportionalità delle bellissime membra, componitrici delle diuine bellezze 
di questo uiso, che m’è dinanzi, le quali, in un medesimo tempo tutte insieme gionte, mi danno 
tanto piacere con la loro divina proportione, che null’ altra cosa giudico essere sopra la terra fatta 







‘e di costui non risulta la gratia della proportionalità armonica, la quale si rinchiude in tempi 
armonici, e fa esso poeta a similitudine d’un bel volto, il quale ti si mostra a membro a membro, 
che così facendo, non rimarresti mai satisfatto dalla sua bellezza, la quale solo consiste nella 
divina proportionalità delle predette membra insieme composte, le quali solo in un tempo 
compongono essa divina armonia d’esso congionto di membre, che spesso tolgono la libertà 







 ‘esso non può comporne l’armonicha proportionalità, la quale è composta de divine proportioni. 
e per questo un medesimo tempo, nel quale s’include la speculatione d’una bellezza dipinta, 
non può dare una bellezza descritta, e fa peccato contro natura quel, che si de’e mettere per 
l’occhio, a uolerlo mettere per l’orecchio. lasciaui entare l’uffitio della musicha, e non ui mettere 
la scientia della pittura, uera imitatrice delle naturali figure di tutte le cose.
13 Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon, with an introduction 































14 A. Philip McMahon (1956), op. cit., pp. 26-31. 
15 Emanuel Winternitz, »The Role of Music in Leonardo’s Paragone«, cit. in Phenomenology and Social Reality: 
Essay in Memory of Alfred Schutz, ed. by Maurice Natanson, The Hague, Netherlands, 1970, pp. 270-296.










形成していれば、パラゴーネの「同時に」  ‘in un medesimo tempo’と「その瞬間において」‘per 










16  V. P. Zubov, Leonardo da Vinci, trs. David H. Kraus, Cambridge, Massachussets, Harvard Uni. Pr., 1968, p. 176.
Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto K, Trascrizione diplomatica e critica di 
Augsto Marinoni edizione in facsimile, Firenze, Giunti Barbèra, 1990, folio 49r.／岩波版パリ手稿 K2-49r.参照
17 Leonardo da Vinci, Corpus of the anatomical studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, 
edited by Kenneth D. Keele and Carlo Pedretti, (3 volumes),  London, Johnson Reprint, 1979 and 1980, p. 30.／
レオナルド・ダ・ヴィンチ『解剖手稿』カルロ・ペドレッティ +ケネス・D・キール解説；ピエトロ・C・マラー
ニ翻刻、 山田致知日本語版監修、裾別一弘他翻訳、岩波書店、 1982年。
18 Luisa  C. Arano, Les Dessins de Leonard de Vinci et de ses Discples conservés au galeries de l’Académie de Venise 
(Paris: France Expansion), 1980, no. 7, pp.29-31／ 『 レオナルド素描集成』三神弘彦他訳、みすず書房、1983年。
19 Giuseppe Favaro, »Il canone di Leonardo; sulle proporzioni del corpo umano«, Atti del Reale Ist. Veneto di scienze, 
LXXVII Partè seconda, 1917-8, pp. 167-227.
⑴「ウィンザー紙葉 12601 」 [K/P 19r,] 記文 ( 図 III1-1) 
 ‘tanto dev’ essere da a b cioè dal | nascimento dinanzi. de’ capelli alla | linia della sommità del capo, 
quan|to è da c d cioè dal fine di so|tto del naso alla congiuntion de’ la|bbri dinanzi della bocca.| 
tanto è dal lagrimatoio dell’ochio | m alla sommità del capo a, quan|to è da m al di sotto del mento s. 
| s · c · f · b · sono simili per ispatio l’uno all’ altro,’
「a b の長さ即ち髪の生え際からその頭頂までが、c d 即ち／鼻の底面から口の先頭の口唇の
接合部までと同じ大きさになって／眼mの涙腺 ( 内眼角 ) から頭頂点 aまでの距離はmから
頤 sまでの大きさである。s · c · f · b は、お互いに全て同じ大きさである」。
⑵「アカデミア美術館紙葉 236 (i)」表面記文（上半身の左側） ( 図 III1-3) 
‘Dal ciglio alla congiuntione | del labro col mento · e lla punta | della masciella · e ’l fine di sopra 
dello | orecchio · cholla · tenpia · fia 1o qua|drato perfetto e ciasscuna faccia | per sé · è meza tessta.
‘El cavo dell’osso · della · guancja | si truova ·in mezo fralla punta del | naso · e ’l chonfine · della · 
massciella · cho|lla · punta · di socto · dello · orecchio | in nella · figurata · isstella.
‘Dal chantone dell’osso dell’ochio allo | orecchio · è tanto spatio quanto · è lla | lungheza · dello · 






⑶「アカデミア美術館紙葉 236 (ii)」、 裏面記文、図の左 ( 図 III1--4)
‘h i  1/6 del (capo) volto, | g i  1/5 del capo, | f i  1/3 del volto, | b c  1/3 del volto, | k l  1/2 del volto, 
| h f  è 1/6 del volto’
「h i 顔(頭 )の
  1___
  6 、「g i 頭の
  1___
  5 、「f i 顔の
  1___
  3 、「b c 顔の
  1___
  3 、「k l 顔の
  1___
  2 、「h f は顔の
  1___
  6 」 
注 -( ｈｉ：口の下から頤下部、ｇｉ：上唇先端から頤下部、ｆｉ：鼻中隔下部から頤下部、
  ｂｃ：髪の生え際から眉間、ｋｌ：舌骨の位置から胸の上端、ｈｆ：口の下から鼻中隔 )
⑷「アカデミア美術館紙葉 236 ( ⅲ )」、 裏面記文、図の下 ( 図 III1-4)
‘Fa che ’l capo, cioè dalla · somità dell’omo · al disotto · del meto · sia (divi) l’ottava · parte 
di tucto l’omo,| Jl quale · chapo · dividerai · in · 5 · parti; e vna d’esse parti fa che ssia dal 
nasscimento de’chapelli1sino | al pari della soma alteza del capo · vn’altra · parte · metti dal 
taglio · della boccha al fine di sotto del meto,| e ll’altre di mezo ressteranno infra ’l taglio d’essa 




　ウィンザー紙葉12601( 図 III1-1) は青く塗られた紙にシルバーポイントで描いた後から頭部の
比率を書き込む際にインクを入れて清書された素描で、ペドレッティなどのレオナルド研究家
によると、ほぼ 1488 年から 90 年にかけた時期に描かれたと推定されている 20。この頭部の
図の右側、紙面の端に荒描きされた全身の左側面像は、初期の解剖学研究に属するウィンザー




「a a･ b b･ f･ m･ c･ d･ s s」と記入された頭部の比率を示す規準線が引かれている。
　上掲のウィンザー紙葉 12601 と同様、ヴェネチア・アカデミア美術館の紙葉 236 番表 ( 図
III1-3 ) は、後から頭部の比率を書き込む際にインクを入れて清書されたものと推定され、特に
頤や口と首の前後と項、耳、顎の部分と眉で際立っている。裏面の図 ( 図 III1-4) は表面の図を
反て転写されたもので透写して描いたと推定されており、また輪郭はほとんどがインクを入れ
て上書きされている 21 。紙葉下部の赤チョークのスケッチは、ジョヴァンナ・ネピ・シレーが






20 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts by Jean 
Paul Richter; Commentary, Oxford, Phaidon Pr., 1977, vol. 1, p. 235.／ Giuseppe Favaro (1917-8), ibidem, pp. 182ff.
21 Luisa C. Arano (1980), op. cit., no. 7, pp. 29-31,以下では短縮形で、アカデミア紙葉 236番と表記してゆく。
22 Giovanna Nepi Siré, cit. in Exhibition catalogo: Leonardo & Venezia in Palazzo Grassi, Milan, Gruppo Editoriale 





規準線に対応する文字が付され、髪の生え際を示す点 bから「b- S- o」として水平に引かれた


























23 Luca Pacioli,  De Divina Proportione, Venezia, Paganinus, 1509 (Bunryuu repr., c1986),  fol. 1.パチョーリは、
ルドヴィーコ・スフォルツァ公に捧げた献辞で、レオナルドが絵画に関する著書を書き上げた事を伝えている。
24 Frank Zöllner, »Die Bedeutung von Codex Huygens und Codex Urbinas für die Proportions- und Bewegungs-
studien Leonardos da Vinci«, Zeitschrift für Kunst-geschite, (3), München, Deutsher Kunstverlarg, 1989, SS. 334-52.
   Idem, »Agrippa, Leonardo and Codex Huygens«, Jounal of Warburg and Coutauld Institute, (48), 1985, pp. 229-234.
25 L. C. Arano (1980), ibidem., no. 7 et no. 8, pp. 11-2.
《人体権衡図》は、上唇中央のコンパスの針跡のインクの濃い点は 0.5 ㍉以下のため、実物または“Leonardo & 
Venezia” 展ポスターのような拡大図を見なければ確認できない。ここでは、ヴェネチア文化財保護局所蔵のポジ
フィルムから複写したものを使用した。




  頭皮    　唇   2 (3)
  額    　〃   4
   眉毛の間から内眼角まで 　〃   1
  鼻 内眼角から鼻高の中点 　〃   1
   鼻高の中点から小鼻の溝 　〃   1
   小鼻の溝から鼻中隔 　〃   1
  口の上    　〃   1
  口の下    　〃   1
  頤    　〃   2
  頚部    　〃   6　　   
     計  20 (21) 
  表２) ファヴァロに見られるフィボナッチ数列（斜体）の位置
  口の上  1 ：鼻中隔下部から唇の会交部
  頤  2 ：口の下の窩から頤下部
  頭皮  2 (3) ：頭頂から髪の生え際
  口の下と頤 3 ：唇の会交部から頤 ( 下部 ) 
  額　  4 ：髪の生え際から眉毛の間 
  鼻　  4 ：眉間から鼻中隔 ( 下部 )
  鼻と口の上 5 ：眉間から唇の会交部
  頚部  6 ：頤下部から頚窩
  額と鼻  8 ：鼻中隔下部から髪の生え際
  鼻と口と顎 8 ：眉間から頤
  頤と頚部  8 ：頤下部から頚窩
  眼から頚部 13 ：内眼角から頚窩
  頭高  15 (16 )* ：頭頂から頤下部 　　　 








しているからである。ここで「同時に」(in un medesimo tempo)という言葉に注目し、ウィトル
ウィウスの比例の基準値と比較すると、レオナルドの頭部の比率は表のイタリック体の数値の














合に準じて、ファヴァロは簡単な整数比に直していたことが判る ( 図 III1-5) 。図版のように、
この紙葉の数値は数列の初項 { 1, 2 } を除いて、α･β･γ･δで示される黄金比の等比数列を形
作っている。この他に頭高と髪の生え際から唇の会交部までのように、フィボナッチ数列の所









初項とする線形回帰数列{2, 5, 7, 12, 19...}がフィボナッチ数列の代わりに使われていたが、これ
がファヴァロの研究にフィボナッチ数列以外の比率が含まれる理由で、《人体権衡図》を作図
する際、レオナルドがウィトルウィウスの基準に従い身体各部の規準線に黄金比の等比数列を
使った理由である (図 III1-8) 。従って、ファヴァロの研究とレオナルドが《ウィトルウィウス
的人間像》で黄金比の等比数列を使ったことは良く符合するのである 28。パラゴーネに書かれ
た「同時に」(in un medesimo tempo)や「その瞬間において」(per questo un medesimo tempo)を
意味する‘tempo’は、ここでは時間だけでなくて視覚的な共時性を示した言葉で、概数で示さ
れた同じ位置に「調和比例」と「神聖比例」が成り立つことが示されている。 
27アカデミア紙葉236（図 III1-6) はγ(眉間から頤下部 )を単位長として減少 (α, β) と増大 (δ) を作図している。










１単位とすると頭の高さは 15 もしくは 16 単位長のはずだが、この紙葉では記文に書かれた
記述から下記のように 10単位長に相当し、その一方ではα･β･γで示される各部の比率は、




なって／眼ｍの涙腺 ( 内眼角 ) から頭頂点ａまでの距離は、ｍから頤ｓまでの大きさである。
s ･ c ･ f ･ bは、お互いに全て同じ大きさである」と記述されているから、頭高を１単位として
頭皮（ a b ）を x、口の下（ d s ）を y、髪の生え際から頤までの長さの３分の１を zとする
三元連立方程式  x + 3z = 1,   2(2x + z) = 1,   x + y = zの解である 29。
 　　表３）　ウィンザー紙葉 12601　（頭高の 1/10 を単位とする比率）　
 　　　頭皮        1
 　　　額         3
 　 　   鼻；眉間から鼻の底面まで ( 眉間から内眼角は 1単位 )   3
 　　　口の上        1
 　　　口から頤の下       2 
 　　　      計 10
29三元連立方程式 x + 3z  =  1、 2 (2x +  z) = 1、 x + y = zの解。
　x+3z = 1 --- ①とし、 2 (2x + z) = 1 --- ②とする。
　zに x + yを代入すると、それぞれ 4x + 3y = 1,   6x + 2y = 1---- ③となるから、
　x = (1- 3 y) / 4　および、　y = (1 - 6x) / 2 となる。
　この x , yを③に代入すると、x, yは x = 0.1,  y = 0.2、従って z = 0.3となる。
レオナルドの記文で、眼ｍの涙腺の位置が「頭頂点ａから頤ｓまで」を２等分しているので、解析図の α, β, γは
α = 0.5,  β = α×Φ= 0.30901,  γ = α×Φ2= 0.19098となって、黄金比の誤差率は 0.9017…％未満に納まる。
　記文の中には眉間から内眼角までの長さ（f m）が、頭皮（a b）や口の上（c d）と等しくなる
ことは言及されてはいないが、作図上から同じ長さと仮定している。その結果上述の様に頭頂
から髪の生え際までと眉間から内眼角の位置まで、鼻の底面から唇の会交部までの長さが、各々
頭の 10 分の１、また額と鼻と鼻の底面から頤の下までの長さが各々 10 分の３、唇の先端の
接合部から頤の下までが５分の１の長さになっていた。そこで分母の数を頭高として整数比に
書き直したのが表３である。上掲の図はレオナルドの縦方向の計測規準線 a Sを 10 等分し、
各部の基準となる水平線を素描の図に引いたものである。筆者は、眉間と内眼角との間の長さ

























等比数列の各項を形作り、δの長さが頭高と一致している ( 図 III1-7) 
32。 
*本書の紙面サイズを B5版としたため、頁取りの制約からウィンザー紙葉 12601 は実物の 75％に縮小している。
30 Martin Kemp, cit. in Circa 1492: Art in the Age of Exploration, exhibition catalogue of National Gallery of Art, 
Washington, ed. by J. Levenson, New Heaven- London, 1991, no.175.
31向川惣一「レオナルドの《人体権衡図》研究 ( ３) その相貌の特長における問題と黄金分割」、『札幌市立高等専
門学校紀要』第３号、1994 年、16-25 頁。本稿の元となった論文で《人体権衡図》の頭部だけを扱っている。
32《人体権衡図》に描かれたウィトルウィウス的人間の身長は、ほぼ 179.5 ㍉位で、頭高は 22㍉と見做し得る。
この図は、180cn 位の身長の人間を 10分の 1に縮小して描いたものに相当している。当時の男性としては相当
身長は高いが標準的な頭高であり、８頭身の人体比例の基準に基づいているので、頭高は身長の１/８の約 22.5
㍉で頭高に黄金比を掛けた長さは 36.3 ㍉となる。この実長 23.5 ㍉ (δ) 、36.5 ㍉ (ε) は、黄金比の等比数列の
誤差 (δ= 4.44％、ε= 0.55％ ) として否定材料にはならないであろう。
  表４）《人体権衡図》の線形回帰数列（斜体）の位置   
 　額、鼻、上口部から頤    α: ( 顔の 1/3)    4 
 　上唇先端から眉の位置   β: ( 顔の 1/2)    5 
 　上唇中央から髪の生え際; 頭頂から鼻の底面  γ: ( ------- )    　  9, 10, 11*
 　頤から頭頂まで; 胸の上端の規準線の長さ  δ: ( 頭　高 )     14, 15*
 　乳頭の高さの規準線の長さ      ε: δ×1.618… -------　










なるから、斜体で示した頭部の各部の比率   { 4,  5,  9, 14…} もまた、フィボナッチ数列と同様、




















する《人体権衡図》が1490 年から 92 年前後であり、アカデミア美術館紙葉236番が一般的
な定説では 1490年頃とされており、またウィンザー紙葉 12601 が 1488 年から 90 年にかけ
た素描と推定されている 34 。
33  Marco Carpiceci, Leonardo: La misura e il sego, Presentazione di Carlo Pedretti, Roma, Edizioni Lappa, 1986.:


















(in un medesimo tempo) 構成するという見方をするパラゴーネのこの記述が頭部の黄金分割を
示している可能性が高くなる 36。
　レオナルドのパラゴーネは絵画を学問として扱い、「絵画学」(scienza della pittura) の基礎を







　レオナルドの初期解剖学研究の中で、ウィンザー紙葉 19059 には 1489 年 4月 2日と明記








35 Leonardo da Vinci, op. cit., translated and annoted by A. Philip McMahon (1956), (I) text, p. 15-7.
36 Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci on Painting; A Lost Book (Libro A); reassembled from the Codex Vaticanus
Urbinas 1270 and from the Codex Leicester, London, Peter Owen, 1965, p.114.
37  Luca Pacioli, Summa de Arithmetica Geometria Proportion et Proportionalità, Venezia, 1494 (repr. 1973).
  Leonardo da Vinci (1979 and 1980), op. cit., p. 106, K/P 43r.『数学大全』では «superbipartienti» とされている。
38 Irma A. Richter cit. in The Literary Works of Leonardo da Vinci: compiled and edited from the original 
manuscripts by Jean Paul Richter, Third edition with introduction and additional notes by Carlo Pedretti, (2 vol.), 
London, Phaidon Press, 1970, pp. 14-22.
39 ラムダ線は頭蓋骨の眉間から後頭結節を結ぶ線 ( 人体計測のための人類学用語 ) 。ウィンザー紙葉 19057r で、
































研究がマドリッド手稿Ⅱ第一四〇葉裏 (図 III1-10) に丁寧に転写されていて、それがフィボナッ
チの『幾何学の実習』(La pratica di geometria)なのである 44 。
40 Francesco di Giorgio Martini, Trattati di architettura, ingegneria e arte militale; Il Cod. Ashburnham 361, Biblioteca 
Laurenziana, Firenze, c1490, ed. Corrado  Maltese e tr. Pietro Marani, Milano. 1967, folio 5r.
41 Rudolf Wittkower (1967), op. cit., p.10-19.／ルドルフ・ウィットコウワー（昭和 46年）、前掲書、27-34 頁。
42 Codex Atlantico 270r：採光塔を大聖堂に懸架するコンクールに出した彼の模型に関する委員会宛草稿。
43 Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti, La vita e le opere di Leonardo da Vinci, in ordine cronologico, 
Milano, Fratelli Treves Editori, 1919, no. 48-50.
44レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、1975 年。
Leonardo Fibnacci, La pratica di geometria; Volgarizzata da Crisofano di Gherrdo di Dino cittadino pisano Dal

























過程を進化順に並べている。①アカデミア紙葉の表面 (図 III1-11) は、裏面のプロポーションの
図の唇先端を中心とした黄金分割が意識されていないことから、他の素描より制作時期が早く
なる。アカデミア紙葉の表面の顔は、唇先端より頤が前に出ていて鼻が多少垂れ下がっている
点を除くと②ウィンザー紙葉 ( 図 III1-12) に近くなり、段差のある頭頂部や額の眉稜が張って
前頭洞が発達していることから同一人物の顔と言ってよい。その一方で、③裏面に転写された







Carl Benjamin Boyer, A History of Mathematics, Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1985, p. 103.  この名
前は、ボナッチの息子を示す通称で、レオナルド・ダ・ピサーノとして知られている。







示すと、アカデミア紙葉 236 表は最も早い時点の作品で、従来通り 1485 年から 89年頃の初
期の解剖学研究に属する素描だろうが、裏面とは制作時期が異なるものと考えられる。第二番

























48 Windsor 19118vは、ほぼ 1508 年から 10年頃の記述。《人体権衡図》が描かれたのはこの時期と推定される。
49 Ludwig H. Heydenreich, Leonardo da Vinci, Berlin, Rembrandt-Verlag, 1943, S. 207.
50 Carl Benjamin Boyer (1985), op. cit., p. 325：脱稿後ボイヤーの『数学史』の中で、ピエロ・デッラ・フランチェ




51 Jean Paul Richter ( 3rd ed., 1970), op. cit., § 3; Windsor 19118v
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1  Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, Firenze, G. C. Sansoni, 1950, p.71／『アルベルティ 
絵画論』三輪福松訳、中央公論美術出版、昭和 46年、27頁。
2 J. Onians, Bearers of Meaning: The Classical Orders in Antiquity, Middle Ages and the Renaissance, Princeton, New 
Jersey, Princeton University Press, 1988, pp. 216-46.
3 本書第三章第一節、52-67 頁を参照のこと。
4 Leonardo da Vinci, Corpus of the anatomical studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, 
edited by Kenneth D. Keele and Carlo Pedretti, (3 volumes), London, Johnson Reprint, 1979 and 1980. 
   レオナルド・ダ・ヴィンチ『解剖手稿』カルロ・ペドレッティ、ケネス・D・キール解説、岩波書店、1982年。
5 本書第二章を参照のこと。






























7  Sigeru Tsuji, »Four Principles of Perspective: Looking at the C Segments«, Zeitschrift für Kunstgeschite, 59 Band 
Heft 1, München, Deutscher Kunstverlag, 1996, pp. 63-77.／この論文の内容は下記の紀要論文に示されている。




9 Lorenzo Ghiberti, I commentarii, (Biblioteca Nationale Centrale di Firenze, II, I, 333), Introduzioe e cura di 




















念がある。内分割は一般的分割を意味し、与えられた線分を a  対 b（a,  b は 正）に分割すると、







数式で示すと、x2 ＋ x－ 1 = 0と表記される式の負の解が外分点の位置を示した値で、この式の
解の値の絶対値は二つの黄金分割の値と同じものになる。
　黄金比における外分割は、与えられた線分の長さを
１単位長として、a b外部の点 pから遠い方を aとして
近い方を bとした場合、a p対 a bを 1.6180...対 1の
比率に分割するものである。線分 a bをφ (0.6180...)
の比率で縮小すると、b p の実長を示すものとなる。
線分 b p1をφの比率で縮小したとき、 p1 p2の長さに
なり、順次 p1, p2, p3 ……pn-1, pnは公比φで減少する
幾何比例の等比数列となる。この総和Φに、a bの
長さ１ を加えたものが、極限点 pn の位置 2.6180 ... 
となる。極限点 pnを外分点として、a pをφの比率
で縮小すると、bの位置は b1, b2, b3, b4, … となって、
等比数列の図の p1, p2, p3, p4, …pn の位置と一致する。
13 Adolf Zeising, Neue Lehre von dem Proportionen des Menshlichten Körpers, aus einem bisher unerkannt 
gebliebenen, die ganze Nature un Kunst durcchdringenden morphologischen Grundgesetze / entwickelt und 
mit einer vollständigen historischen Ubersicht der bisherigen Systeme beegleitet, Leipzig, R. Wiegel, 1854.
14 Dizionario Enciclopedico Italiano, Istitute della Enciclopedia Italiana fondata da Giovanni Treccani, Roma, 
1970, (vol. XI) pp. 209-210: “sezione aurea”の項。
15 Euclidis, Elementa, II, 11, English translation by Sir. Thomas L. Heath, Cambridge, Cambridge Uni. Pr., pp. 88-90, 
(repr. in New York, Dover, 2002).／ユークリッド『原論』、中村幸四郎他訳、共立出版、1970 年：第二巻命題 11。






































16 Dan Brown, The Da Vinci Code, New York, 2003.／ダン・ブラウン『ダ・ヴィンチ・コード』越前敏弥訳、角
川書店、2004 年。
17 Luisa  Cogliati Arano (ed.), Les Dessins de Leonard de Vinci et de ses Discples conservés au galeries de l’Académie de 
Venise, (Paris: France Expansion), 1980. pp. 11-2.／『レオナルド素描集成』三神弘彦他訳，みすず書房、昭和 58年。
18森田慶一『ウィトルウィウス建築書』、（東海大学古典叢書）東海大学出版会、1969 年、130 頁｡
19 Thomas Brachert, »A Musical Canon of Proportion in Leonardo da Vinci ’s Last Supper«, Art Bulletin, vol. 53, 
1971, pp. 461-.466.
20 Luca Pacioli, De divina proportione, Paganinus, Venezia, 1509 (repr. in Tokyo, Bunryu Reprint, c1970).
21向川惣一（平成 14年）、前掲書、282-296 頁。本書第三章第一節、52-67 頁に収録。





ブラウンが『ダ・ヴィンチ  コード』 の冒頭で小説に使われた個々のモチーフを提示する際に、
事実として使った事項を示した方法に習ったものだが、この書き方には極めて重大な問題点が


























構図分析 ( 図 III2-6)
28もレオナルドが黄金分割を知っていたことを窺わせる。
23 Luca Pacioli (1509), ibidem.; この著作の中に、ブルネレスキの時代を反映する«superbipartienti»の説明は無い。











































31向川惣一（平成 14年）、前掲書、282-296 頁。本書第三章第一節、52-67 頁に収録。
32 Matila Costiescu Ghyka, Le Nombre d’or, Paris, Gallimard, 1931.ジカの著作出版以降、常に問題となってきた。
33 Leon Battista Alberti (1950), op. cit., p. 71.／アルベルティ（昭和 46年）、前掲書、 27 頁。
























上述の「黄金分割と外分割」（挿図 9）で図示した数学用語 «superbipartienti» の複合語形成基 
«super»と語幹の «partienti» の間に少辞 «bi» が挟まれた形でできている。オックスフォード・
ラテン語辞典での «super» は「外」とか「超える」を意味する複合語形成基で、«partienti» は 
「分割する」意味の動詞 «partior» の現在分詞形だから、文字通り「外分割」を示している 40。 
35裾分一弘「アルベルティの疑問をレオナルドに解く─比例論のある系譜─」、『世界』、1975年 7月号、 248-254 頁。
36篠塚二三男（1991 年）、前掲書。篠塚教授は「平行対角線遠近法」または「移動遠近法」と呼んでいる。
37 Piero Sanpaolesi, »I dipinti di Leonardo agli uffici«, Leonardo Saggi e Ricerche, Istituto Poligrafico dello Stato, 
Roma, Libreria dello Stato, 1954, pp.40-6, Tav. L. （ サンパオレージの作図は現在から見ても正確なものである）。












41 Edmondo Solmi,  Le fonti dei manoscritti di Leonardo da Vinci e altri Studi, (Scritti Vinciani), Firenze, 1976.
42 Pierre Duhem, Études sur Léonardo de Vinci, Ceux qu ’il a lus et ceux qui l ’ont lu, 3 vols, Paris, Hermann, 
1906-1913. 
43 裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年、390-8 頁。
44  Anicius Manlius Severius Boethius,  Opera (Matematicae et Musicae),  Joannes & Gregorius de Gregoriis, de 
Forlivio, Veneztijs, 1491-2, ( 金沢工業大学図書館「工学の曙文庫」所蔵インキュナブラ ).
45 Rudolf Wittkower, Architectural Principles in the Age of Humanism, London, Alec Tiranti Ltd., 1967.／
ルドルフ・ウィットコウワー『ヒューマニズム建築の源流』中森義宗訳、彰国社、昭和 46年 ,181 頁。
46 Boethius (1491-2), ibidem, folio 181r.





«superbi-partienti inequalità» として無理数を表す場合があって、ソルミ 41やデュエム 42がレオ
ナルドの学問的源泉として取り上げた中世キリスト教の教父ボエティウスの著作によっても、
ルネサンス以前から使われたことが確かめられる (図 III2-10) 。裾分教授によれば欧米のアルベ
ルティ研究家達の間でも、如何にこの用語の解釈が困難を窮めたのかが伺われる 43。 
　この単語は1491-2 年ヴェネチアで出版のボエティウスの『著作集』 (Opera)44の中にあって、
第 181 葉表に数学的な内容を示した説明図が残されている。ボエティウスは、この『音楽論』 
(De musica)( 図 III2-9) の第二書第四節の「異なる量に関する再考」で、単弦琴の弦を分割して
できるピタゴラス音階の三つの「外分割」について記述している。ルネサンスの建築論に関す
るルドルフ・ウィットコウワーの古典的名著でこの本は 取り上げられたが、そこでは音楽的な
















«supertripartienti» や «superquadripartienti» と共に第四節で 取り扱われている ( 図 III2-10)
46。
76
47 「 異なる量に関する再考」( III2-10) の翻刻を以下に示す：
¶ Superpartientes autem tali modo reperies, disponas naturalem numerum a ternario scilicet inchoantem. Si unum
 igitur intermiseris: Superbipartientem effici pernotabis. que si duo: supertripartientem que si tres: superquadri-
partientem idem quem in ceteris. 「 しかるに、このような場合に外分割はあらかじめ、明らかに三組の自然数の
外分割の配分が見い出される。もしも、一つであればそのまま含まれ、二つであれば Superbipartientemであって、
三つであれば super-tripartientemであり、以下 superquadripartientem等々となる：
48 Leonardo da Vinci, Tratados varios de Fortificacion Estatica y Geometria Escritos en Italiano, 1491.／
　レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、1975 年。
49 Fra Luca Pacioli, Summa de Arithmetica Geometria Proportion et Proportionalita, Venezia, 1494. (Kyoto, repr. 
Daigakudo Books , 1973).
50 ‘impara la multiplicatione delle radici da maestro Luca’ (C. Atrantico, 331r): Carlo Pedretti, Commentary on The 
Literary Work of Leonardo da Vinci by Jean Paul  Richter. Oxford, Phaidon, 1977, vol. II, p. 348, (Richter, § 1444).
51裾分一弘（平成 16年）、上掲書、390-8 頁。


















«superpartienti» が前述の外分割だとすれば、一旦線分の長さ lが与えられると、外分点 pの
位置が決定され、その逆に外分点 pの位置が決まると線分の長さ lが決定されることを前項の
黄金比の等比数列の挿図（挿図 9）と第一章の公式とは示している。前項の挿図の黄金比の等




φn = φ1 + φ2 + φ3 ……+φn となって、等比数列の総和から 1.6180…が求め
られる。従って、線分の長さ lを１とすると極限点 pn の位置は、線分の長さ１に等比数列の
総和 1.6180…を足したものだから 2.6180…となる。アルベルティの記述は外分割の性質を十分












背景図の素描が「正統作図法」(costruzione legittema) ではなく、「平行対角線遠近法」 、即ち




















1  Sigeru Tsuji, »Four Principles of Perspective: Looking at the C Segments«, Zeitschrift für Kunstgeschite, (59 Band), 
München, 1996, Heft 1, pp. 63-77 et al. ／
    辻 茂「遠近法の全原理」、『東京芸術大学美術学部紀要』第 31号、1995 年、37-62 頁；辻 茂『遠近法の誕生』、
朝日新聞社、1995 年；辻茂『遠近法の発見』、現代企画室、1996 年。
   1986 年以前のレオナルドの線遠近法研究についての文献は、下記のヴェルトマンを参照のこと：
   Kim H. Veltman,  in collaboration with Kenneth D. Keele, Studies on Leonardo da Vinci; Linear Perspective and 
the Visual Dimensions of Science and Art, München, Deutscher Kunstverlag, 1986.
2篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、
『芸術学論叢』、第 10号、別府大学、1991 年。篠塚教授は「平行対角線遠近法」または「移動遠近法」とする。
3 Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, Firenze, 1950.; esp. “superbipartienti” in p. 71.
4  2001 年までの《最後の晩餐》の線遠近法については、下記のスタインバークを参照のこと： 
   Leo Steinberg, Leonardo’s Incessant Last Supper, Zone Book, New York, 2001.
   上記の作品の制作年代は定説に従ったが、今後大幅に変わる可能性が高いと筆者は考えている。 
5  Kim H. Veltman (1986),  ibidem.
6 以下はア ンソロジー：Jean Paul Richter, The Literary Works of Leonardo da Vinci; compiled & edited from the 
original manuscripts, 3rd ed. London, Phaidon, 1970; Edward MacCurdy (ed.), The Notebooks of Leonardo da Vinci, 






























レオナルド・ダ・ヴィンチの『絵画論』( ウルビーノ稿本 ) の出版は多数あり、次のものが標準的に使われている。
Heinrich Ludwig (ed.), Lionardo da Vinci, Das Buch von der Malerei, nach dem Codex Vaticanus 1270, Wien, 1882.
A. Philip McMahon (ed.), Leonardo da Vinci, Treatise on Painting, Codex Urbinas Latinus 1270, Princeton, New 
Jersey, Princeton Uni. Pr., 1956.
Carlo Pedretti (cura di) and Carlo Vecce (tr. critica), Leonardo da Vinci, Libro di Pittura, Edizione in facsimile del 
Codice Urbinate latinus 1270 nella Biblioteca Aposlica Vaticana (2 volumi), Firenze, Giunti Gruppo Edit., 1995.
7 Pinin Brambilla Barcilon, and Pietro C. Marani, Leonardo the Last Supper, (tr. by Harlow Tighe, Chicago Univ. 
Pr., 2001), Milano, Electa Editrice, 1999.
8 篠塚二三男（1991 年）、前掲書。篠塚用語を «moving distance point method» ( 移動距離点法 )と英訳している。
9 Kim H. Veltman (1986), op. cit.
10向川惣一「レオナルドの遠近法の作図方法；ホイヘンス稿本第一葉の示すもの」、『鹿島美術研究』年報第15号
別冊、平成 10年（1998. 11）、608-633 頁。本書第一章第一節 5-8 頁および第五章第三節 116-126 頁。
「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」については本書の第一章第二節 9-16 頁を参照のこと。













年代初めから黄金分割に親しんでいたことも合わせて想起しておきたい ( 図 II1-1)
13。








際、  «superbipartienti» を概数として扱い、黄金比の等比数列に使用したとする仮説を立てた。
アルベルティは『絵画について』で遠近法の「誤った作図法」 (costruzione illegittema)とした 
«superbipartienti» の比率を３分の２として扱っていたが、マドリッド手稿Ⅱの第四十八葉裏の
記述では、それが３分の５の比率 (1.666…) を意味しているとする裾分教授の精緻な解釈は、













14 Klaus Irle und Klaus Schröer,  “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie, Muster, 
Waxmann Verlag, 1998.
15 Dan Brown, The Da Vinci Code, New York, 2003.
16 Luca Pacioli, De divina proportione (in stampa), Paganinus, Venezia, 1509 (Bunryuu repr., c 1986). 
17裾分一弘『イタリア・ルネサンスの芸術論研究』、中央公論美術出版、昭和 61年（1986）、90-99 頁。
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基づくもので、リュネットの陰に隠れている天井に対する距離点は平行な対角線を使って Φ2 = 
2.6180… から D(f) = 2.518… 、また後方では Φ= 1.6180…から D(r)=1.5180…と計測される。
　バルチーロンの修復した格天井を 1.6180…の比率でリュネット領域まで拡大すると、上述の


















易い。等角投影図法で描かれた筆者の図 ( 図 IV1-13) は、《最後の晩餐》の絵画面をガラス窓 























以下の数値はこの格間のモジュールで計ったものである ( 図 IV1-14 参照）。 
 　　《最後の晩餐》内部空間の構成    
　 　　0.5 単位： リュネットの壁厚 , 周囲の飾り縁の幅
   横壁の最後部（タペストリーと後壁の間）の幅
 　　1 単位： 格間のモジュール , 各タペストリー間の空き
 　　2.5 単位： 各タペストリーの幅 （ 最前列を除く）
 　　3 単位： 最初のタペストリーの幅
 　　3.5 単位： 各タペストリーの間隔
 　　6 単位： 格天井の前面幅
 　　7 単位： 室内空間の前面幅
 　　13 単位： 格天井の側面幅






















裏面 (図 IV1-15）の数学用語は、レオナルドのアランデル手稿紙葉153r の図と対応していて、
そこで彼は《最後の晩餐》のために十二使徒の習作を描いている ( 図 IV1-16)
21。
　以上の《最後の晩餐》室内空間の復元は、黄金分割 (divina proportione) とピタゴラス音階の
調和比例 (proportione armonica) を共に満たす全世界の中心イエス・キリストから、「天上の
調べ」 (musica mundana) の図を通じて調和が放射するという、レオナルドの音楽観に対する
ブラチャートの見解の正当性を示している。しかしながら、ピタゴラス数（12,  6,  4,  3）と
黄金比（ 8,  5,  3）とが対応するという数の解釈に関する発見は、ブラチャート自身「単なる
偶然の一致」2と考えたが、そうではなくて、筆者が示したようにレオナルドが彼の人体比例論
を線遠近法の作図に適用する上で必然的な創意 (invenzione) であったと考えるべきである。
18  Giovanni Degl’Innocenti, »Restituzioni prospettiche«, cit. in Carlo Pedretti, Leonardo Architetto, Firenze, 1978, 
pp. 282-5.／カルロ・ペドレッティ『建築家レオナルド』日高健一郎他訳、学芸図書、 1990 年、424=9 頁。デッ
リ・インノチェンティの図解は《最後の晩餐》を誤って正統作図法と捉えている。
19 Rudolf Wittkower, »Brunelleschi and ‘Proportion in Perspective’«, Journal of the Warburg and Caurtauld Institutes, 
London, vol. 16, 1953, pp. 257-291, esp. n. 18.
20向川惣一「レオナルドのパラゴーネにおける「神聖比例」の解釈について」、『美術史』第 152冊、平成 14年、
282-296 頁。本書第三章第一節、52-67 頁に収録。
21 Leonardo; Studies for the Last Supper from the Royal Library at Windsor Castle, catalogue by Carlo Pedretti and 
introduction by Kenneth Clark, Olivetti’s Catalogue, Cambridge Uni. Pr., Milano, Electa Editrice, 1983, p.70.／
　『レオナルド・ダ・ビンチ最後の晩餐展』（西武美術館）、カルロ・ペドレッティ解説、ケネス・クラーク序論、
朝日新聞社、 1986 年。


































1 Leonardo; Studies for the Last Supper from the Royal Library at Windsor Castle, catalogue by Carlo Pedretti and 
introduction by Kenneth Clark, Olivetti’s Catalogue, Cambridge Uni. Pr., Milano, Electa Editrice, 1983, pp. 11-15, 
／レオナルド・ダ・ビンチ最後の晩餐展』、カルロ・ペドレッティ解説；ケネス・クラーク序論、朝日新聞社 , 1986 年。
2 ibidem. p.70; Exhibition catalogue “Leonardo e l’incisione, Stampe derivate da Leonardo e Bramante dal XV al 
XIX secolo”, a cura di Clelia Alberici, schede di Mariateresa Chrico De Biasi, Milano, Electa Editrice, 1984



















格天井の直交線を作図した ( 図 IV2-4) 。
　バルチーロンによって修復された罫引線は、格天井の罫引線外側の桟の位置を示した直交線






















組み合わせた桟がポンテ・カプリアスカ教区教会 ( 図 IV2-1) や大英博物館の「猫のいる版画」






























の格間の列や、廻り縁と一致することである ( 図 IV2-7, 8) 。
4 Leonardo; Olivetti’s Catalogue by Carlo Pedretti with introduction by Kenneth Clark (1983), op. cit., p.39. 
5 Francis Naumann, »The costruzione legittema in the Reconstruction of Leonardo da vinci’s Last Supper«, Arte 
Lombardia, Milano, n. s., vol. 52, 1979, pp. 63-89. 
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 　　 当初の《最後の晩餐》内部空間の構成 6  
  0.5   単位： 帯状の外周部迫縁から格天井までの深さ
  1 単位： 格間のモジュール；帯状迫縁と桟の幅
  2 単位： 窓の高さ；後壁戸口の幅
  3.5 単位： 後壁戸口の高さ
  5 単位： 天井の高さ
  6 単位： 格天井の幅
  10 単位： 室内空間の前面幅
6タペストリーの数値を入れなかったのは、奥行きを拡張した現行室内空間から当初の壁面のディテールが特定
できなかったためで、後壁のディテールはそのまま前に移動した場合の数値を取って示している。
7裾分一弘（昭和 61 年）、前掲書、90-99 頁。向川惣一、本書第三章第二節、68-76 頁。
8 Leonardo da Vinci, (tr. A. Philip McMahon, 1956), op. cit, vol. 1, p. 65, § 119, vol. 2 Facsimili, folio 42v
レオナルドの「グラティコラ」については本書第六章第二節、138-145 頁を参照のこと
9 向川惣一、本書第一章第一節、2-8 頁。
10.Gothic Design Techniques: The Fifteenth –Century Design Booklets of Mathes Roriczer and Hanns Schmuttermayer,
Edited, translated, and introduction by Lon R. Shelby, London and Amsterdam, Southern Illinois University Press, 1977, 
pp. 81-124, Plate 1
11 Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, Firenze, G. C. Sansoni, 1950, p. 71.
　レオナルドが《最後の晩餐》室内空間の奥行き方向の拡張に用いた作図方法は、筆者の解析
から明らかで、マドリッド手稿 II 第四十八葉裏面 (図 IV1-15）と同様、使徒達のポーズを検討




体系として８分の１や 12分の１と 10分の１を画面の分割に用いている。しかし、「網の目」 
(graticola) にこれらのモジュールを使っても、大画面の壁画では一旦描かれた罫引線を実際に
拡張後の室内に合わせることは難しいので、レオナルドは《最後の晩餐》室内空間の作図で、
横断線の位置が直接決まる「距離点法」を使用したのではないだろうか 8。  
　筆者は第一章で提示した命題「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」から、ホイヘンス稿本
第一葉の幾何学的メソッドがレオナルドの《人体権衡図》や《マギの礼拝》背景図の黄金比の








円に内接する正多角形 (図 II2-12-15) に結びついている。1492年の時点での黄金分割は、未だ
アルベルティの伝える «superbipartienti» で、近似値の３分の２の比率のままだった 11。
88
12 Matteo Bandello cit. in Kenneth Clark, Leonardo da Vinci, Cambridge, Cambridge University Press, 1939, pp. 92-3: 
／ケネス・クラーク『レオナルド・ダ・ヴィンチ』丸山修吉・大河内賢治訳、法政大学出版局、1974 年。
サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会の若き修道僧バンデッロが見たレオナルドの制作状況が伝えられている。
13 Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, scritte da Giorgio Vasari, pittore 
aretino, con nuove annotazioni e commenti di Gaetano Milanesi, tomo VI, (in Le Opere, Firenze, Sansoni, 1906), 
riproduzione, 1973.／ジョルジョ・ヴァザーリ『ルネサンス画人伝』平川祐弘訳、白水社、1982 年。
14 Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti, La vita e le opere di Leonardo da Vinci, in ordine cronologico, 
Milano, Fratelli Treves Editori, 1919.
15 Leonardo, op. cit., ; Olivetti’s Catalogue by Carlo Pedretti and Kenneth Clark (1983), op. cit., p. 38.





























それに対して筆者の解析 ( 図 IV1-10) のように距離点法を使って拡大する場合は、桟のずれが




調和比例 (proportione armonica)とを幾何比例の作図に用いたことが判っている 17。従って、 
《最後の晩餐》と当初の室内空間の復元とを対比すると、レオナルド自身の「距離点法」から
「移動距離点法」の作図方法が導かれたものと推定されるのである。レオナルドは、パリ手稿A
第三十六葉裏から第四十二葉裏 (図 IV3-4～16) の小論からアルベルティの「正統作図法」をその
まま使ったものと見做されてきた。また、《最後の晩餐》の室内空間は、イエス・キリストの
右側頭部の消失点を中心として、当初の 10×10格子中央の 6×6格子を黄金比の値 1.618...で
拡大した前方の格天井と中央部の 6×6格子を使った後方の格天井を前後に並べたものとなる
ので、前後の格天井が幾何比例の線遠近法の舗床に相当して、消失点を通る水平線と対角線と










反映する正方形の室内の奥行きを «superbipartienti» で二倍にしたことが判っているので、 裾分
教授が１ヶ３分の２として扱うアルベルティの挙げた「誤った作図法」22の逓減率  «superbi-
partienti» がテクニカルタームとして黄金比の近似値の３分の２を意味するから、この 逓減率

















22 Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, Firenze, 1950.; esp. “superbipartienti” in p. 71.
23 篠塚二三男（1991 年）、上掲書、42頁、注 1。この問題は第六章「マギの礼拝」で再検討する。
24 V. P. Zubov, Leonardo da Vinci, trs. David Kraus, Cambridge, Massachusetts, Harvard Uni. Pr., 1968, pp. 47-49.
25レオナルドの蔵書目録はマドリッド手稿 II 第二葉裏・第三葉表の見開き頁に書かれたものが有名だが、アトラ












ルと単位ユニットの使い方を検討したい。ここに示した等角投影図 ( 図 IV3-1) は、新旧双方の







10分の１のモジュール 6単位分、即ち黄金分割の近似値 0.6になる凹みに外分割の 1.618…の
比率を掛けて拡大していることにある。φ×Φ＝１になるので、この格天井の凹みが奥の天井
では後壁の横幅まで拡大され、奥の画面の距離は違っても、前縮法で同じものが描かれている













1 Thomas Brachert, »A Musical Canon of Proportion in Leonardo da Vinci’s Last Supper«, Art Bulletin, vol. 53,  
















2 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto A-M, Trascrizione diplomatica e critica 
di Augsto Marinoni edizione in facsimile sotto gli auspici della Commisione nazionale Vinciana e dell’Institut de 
France, Firenze, Giunti Barbèra, 1986-90.／マリノーニの誤解の部分は傍点を振って、算用数字で示している。
  レオナルド・ダ・ヴィンチ『パリ手稿』（A手稿）、裾分一弘・西山重徳訳、岩波書店版、1995 年、108 頁。
3 Rudolf Wittkower, »Brunelleschi and‘Proportion in Perspective’«, Journal of the Warburg and Courtauld Institute, 
London, 1953, pp. 257-291, esp. note. 18; 
Kim Veltman, Studies on Leonardo da Vinci; Linear Perspective and the Visual Dimensions of Science and Art in 
collaboration with Kenneth D. Keele, München, Deutscher Kunstverlag, 1986.































　新旧双方の《最後の晩餐》室内空間を統合した図 ( 図 IV3-1) はウィットコウワーの指摘した
反比例則が成立することを示している。この図の三つの壁面のうち真ん中の旧室内の画面は、
基線長の８分の１のモジュールで分割され、人物配置と黄金分割との整合性が高い (図 III2-4) 。
レオナルドがこのモジュールを使ったことはパリ手稿A第四十一葉表の8×8の舗床 (図 IV3-4)
からも裏付けられ、音楽的調和比例の 12分の１のモジュールと共役な一番手前の絵画面では
基線の 4分の１のモジュールに相当している (参考図 IV3-1) 。このモジュールが計測のための
単位立方体を与えて おり、絵画面の分割だけでなく壁画の奥行き方向の位置関係をも規定して
いる。黄金比を巧みに使ったこのマジックが、距離や位置を特定する作図法として第四十二葉














ルドの《最後の晩餐》に対する解説と見做せることから、パリ手稿A第四十一葉表 (図 IV3-4) の
８分の１のモジュールが対応し、以下のこの紙葉下部の壁画描画上の注意は《最後の晩餐》に
ついて書かれたものと言える。
6 Rudolf Wittkower (1953), op. cit., pp. 257-291, esp. n. 18.
7 Leonardo da Vinci (1986-90), op. cit., p.XII-XIII.／前掲書（A手稿）、日本語版（1989-95 年）、解題 XII-XIII頁。
8 Heinrich Ludwig, Leonardo da Vinci. Das Buch von der Malerei, Wien, 1888, I, S.451, f., III, S. 276 ff.
9  『レオナルド・ダ・ビンチ最後の晩餐展』（西武美術館）、カルロ・ペドレッティ解説、ケネス・クラーク序論、




































10  Leonardo da Vinci (1986-90), op. cit., pp.42-3.／前掲書（A手稿）、日本語版（1989-95 年）、42-3 頁。
11 ibidem. “ab è lla reprova,” folio 41r (四十一葉表の「正統作図法」の図の直下の一行の記述 ) 
12 Francis Naumann, »The costruzione legittema in the Reconstruction of Leonardo da vinci’s Last Supper«, Arte 
Lombardia, Milano, n. s., vol. 52, 1979, pp. 63;89 : レオナルドは、ナウマンと同様に、左右両端の使徒と側壁との
問題に直面していたことが当時の版画から判る。レオナルドは、奥行きを二倍にして、テーブルの両側の人物と
側壁の間隔を感覚的に目立たなくしてこの問題を解決している。




16 Leonardo da Vinci (1986-90), ibidem, p. XIV et p. 108. ／前掲書（A手稿）、1995 年、XIV および 108 頁。
Rudolf Wittkower, »Brunelleschi and ‘Proportion in Perspective’«, Journal of the Warburg and Caurtauld Institutes, 
London, vol. 16, 1953, pp. 257-291, esp. n. 18.レオナルドの「反比例則」は第五章冒頭を参照のこと。
17 Olivetti’s Catalogue by Carlo Pedretti and Kenneth Clark (1983), op. cit., p. 38-9.／「レオナルド・ダ・ビンチ
最後の晩餐展』カタログ ( 1986 年 ) 、39頁。







晩餐》室内の形を示したものと考えられる。《最後の晩餐》の絵画面をガラス窓 (pariete  di vetro)
として見た場合、当初の《最後の晩餐》で奥の壁面に投影された画面幅が２分の１になるのに










1494 年ヴェネチア刊行の『マレルミ聖書』の猫を受けているので 18、 《最後の晩餐》が現在の







述べた芸術観「優美」(grazia)についての認識が黄金分割と調和比例が同時 (in un medesimo 
tempo)に成立することで産み出されている。筆者は、ルネサンス以前に既にリテラルな証拠が


















書いたとされているので、ブラマンテがサンタ・マリア・デッレ・グラツィエ聖堂 (図 IV3-3) の
改修に着手した 1492年には既に、修道院の食堂の壁画を担当していたことを意味している。


















考えられている ( 図 IV3-20)
23。
20 Kim Veltman, ibidem: «a･b è lla ripruova»と書かれ、アルベルティの検証方法が示されている。特に folio 41r の
ヴェルトマンの解説を参照のこと。
21アルナルド・ブルスキ『ブラマンテ：ルネサンス建築の完成者』稲川直樹訳、中央公論美術出版、平成 14年、
47-58 頁、特に 50頁図 29を参照のこと。
22 Carlo Pedretti, Leonardo Architetto, Milano, Electa Editorice, 1978, ／下記邦訳、学芸図書、1990 年、167 頁。















210r のリスト だけでなく 27、1503年頃のマドリット手稿 II の蔵書目録にも『絵画について』
の記録はない 28。アルベルティの『絵画について』が出版されたのは 1500年代なので手稿か
写本でなければならないが、いったい何を参照したのであろうか。















25 Sergio Marinelli (1981), op. cit., pp. 214-20.
26 V. P. Zubov, Leonardo da Vinci, trs. D. Kraus, Cambridge, Massachusetts, Harvard Uni. Pr., 1968, pp. 47-49.
27 Leonardo da Vinci, Il codice Atlantico della Biblioteca Ambrosiana di Milano, trascrizione diplomatica e critica 
di Augusto Marinoni (12 volumi), Firenze, Giunti-Barbèra, 1975-80, folio 210 rect.
28 Leonardo da Vinci, I codici di Madrid, Tratados varios de Fortificacion Estatica y Geometria Escritos en Italiano, 
1491, Introduzione e commento di Ladislao Reti, 5 volumi, Firenze, Giunti Barbèra, 1974.／
レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳 ,岩波書店、1975年。
29 Francesco di Giorgio Martini, Trattati di architettura, ingegneria e arte militale; Il Cod. Ashburnham 361, Biblioteca 
Laurenziana, Firenze, c1490, ed. Corrado Maltese e tr. diplomatica Pietro Marani, Milano. 1967.／フランチェスコ・




































31 ‘Tavola cavata dal quinto libro della Prospettiva delle regole del Disegno di Carlo Urbini pittore’と銘記される。
















指針と曲線作図法に関する部分である (図 IV3-17, 18 。この否定の根拠の内、パヴィアに居た
ウルビーノにも関連するが、パヴィアにはこの時、16 世紀の末に倒壊する古代ローマの遺跡















眼を象った視点の位置を示しながら、眼から視光線を示す線を引いている ( 図 IV3-7) 。
36 Carlo Pedretti (1978), op. cit., p. 52. ジ ュリアーノ・ダ・サンガロ筆《ボエティウスの塔》バルベリーノ手稿。



















換えると、第三十七葉裏 ( 図 IV3-7) では真直ぐ前を見た通常の視点から「ボエティウスの塔」
を見た場合を取り上げ、レオナルドは彼の「視覚のピラミッドの法則」とした反比例則を導入





また第四十葉裏 (図 IV3-13) で「それは遠近法で作図され最良の証拠となっている。その証拠は
この図が描かれた場所に立てば確かめられる」と言って、遠近法で描かれた対象が距離点以外の
場所から見た場合でも実物らしさを失わないよう工夫した壁画について言及している。この後に
続く第四十一葉表 ( 図 IV3-4) で、レオナルドが改めて一般的化して解答しているがそこに書か





















40 Kim Veltman, op. cit., pp. 240-277. パリ手稿Ａ第一〇三葉表 (Ash. II-23r)の記述は、前項を参照されたい。単に
ヴェルトマンだけでなく、レオナルドの遠近法の研究者は実際の幾何比例の作図を誤解しているようである。
41 Modo semplice e naturale cioè come le cosa senza altro mezzo appariscono all’ochio. ：この ‘mezzo’ の解釈は、
岩波版では「,」の後を同格の挿入と捉えて「手段」と訳しているが、ここでは絵画面を示すものと解釈している。
42前文の「単純で自然な方法では、…」という通常の視覚像に対して ‘mezzo’ に描かれた絵画が対比されている。






































44 ‘ab è lla reprova’’:「ab は再確認の線である」という記述は、『絵画について』を直接参照したことを示す。
45裾分一弘『イタリア・ルネサンスの芸術論研究』、中央公論美術出版、昭和 61年、239-260 頁。













Sigeru Tsuji, »Four Principles of Perspective: Looking at the C Segments«, Zeitschrift für Kunstgeschite, (59 Band), 
München, 1996, Heft 1, pp. 63-77 et al. ／
辻 茂『遠近法の誕生』、朝日新聞社、1995 年。
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   1986 年以前のレオナルドの線遠近法研究についての文献は、下記のヴェルトマンを参照のこと：
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4上掲カタログ（2007 年）、73-4 頁。
5 向川惣一「レオナルド・ダ・ヴィンチの《最後の晩餐》の線遠近法」、本書第四章第一・二節、78-89 頁。
6 高橋勉  「レオナルド・ダ・ヴィンチの《受胎告知》の遠近法」、『レオナルドの教え』美術史方法論研究会論集、










新知見が反映されておらず 3、《受胎告知》( 図 V1-1) の線遠近法についての解釈も、この絵の
画面に直交線を入れて、「レオナルドはルネサンスの遠近法を厳密に《受胎告知》に適用して
いる。すべての直線は無限遠において、中央の 1点（消失点）に収束する」として誤ったまま
解説しており、制作年代も 1472年から 73年頃と説明されている 4。
　ここで《受胎告知》を取り上げる理由は、ウフィツィ美術館の作品とルーブル美術館の作品










7 L’Annunciazione di Leonardo, La montagna sul mare, a cura di Antonio Natali, Milano, Hopel, 2000: ウフィツィ
美術館の《受胎告知》に関するロベルト・ベッルッチ (Robert Bellucci) 他の「正統作図法」の解析を掲載する。
8  Giovanni Degl’Innocenti, »Perspective Reconstructions Suggestions for a Method and its Applications« cit in  




10  Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto A-M, Trascrizione diplomatica e critica 
di Augsto Marinoni edizione in facsimile sotto gli auspici della Commisione nazionale Vinciana e dell’Institut 
de France, Firenze, Giunti Barbèra, 1986-90；レオナルド・ダ・ヴィンチ『パリ手稿』（A手稿）、裾分一弘・西山
重徳訳、岩波書店版、1995 年、108 頁。パリ手稿 A第一〇三葉表 (Ash. II-23r)は、1490年代の「スフォルツァ
絵画論」に含まれていたと推定される『絵画論』の草稿。





























12 篠塚二三男、前掲書 (1991 年 ) 。
13 Mukôgawa, Sóici, »Leonardo da Vinci’s Proportion Principle in The Last Supper; a study of the golden section 
on his linear perspectives«, cit. in Proceedings of ICDES 2005, Wien, 2005, pp.99-104.／向川惣一「レオナルドの
黄金分割と遠近法」、池上英洋編著『レオナルド・ダ・ヴィンチの世界』、東京堂出版、2007 年、118-141 頁掲載。
14 Thomas Brachert, »A Musical Canon of Proportion in Leonardo da Vinci’s Last Supper«, Art Bulletin, vol. 53, 
(n. 4), New York, 1971, pp. 461-466.
15デッリ・インノチェンティ、カルロ・ペドレッティ前掲書 (1990 年 ) の図版クレジットでは縦横 104×217cm
とされている；  Carlo Pedretti, Leonardo Architetto, Milano, Electa Editorice, 1978, pp. 163-7, tavola 137-8.















　この研究では、前章の《最後の晩餐》の線遠近法 ( 図 V1-3) から、基線の 12 分の１の単位
モジュールで網目格子を《受胎告知》に描き入れたが、上記の展覧会カタログでこの絵画面は
縦横 98.0×217.0 cmとされており、このモジュールでは縦方向が割り切れない 17。このために
画面中心に合わせて、12 分の１のモジュールで縦横 6×12の網目格子を中心に合わせている









額縁を含めたサイズが縦横 117.0 × 235.0 cmになるから、当時の度量衡では 24×48クラチエに
相当するので、縦横の比率が 1対 2 の矩形となって、　12 分の１と 8分の１をモジュールの
単位とするとこの長さの公約数になっており、額縁を含めた画面が描画領域としても極めて扱













したユニットを 7つ取ると絵画面 ( 図 V1-5) の縦の大きさに近くなり、石組みの目地と天使の
折り曲がった翼の下縁に接する横断線が高橋氏の消失点 V1 に対応しているように見えるが、
額縁を含めた場合、これらのモジュールが縦横共に画面の枠組みに厳密に合致しているので、 


















18 Thomas Brachert, »A Musical Canon of Proportion in Leonardo da Vinci’s Last Supper«, Art Bulletin, 53,  1971 
(December), pp. 461-466.
19 Emanuel Winternitz, Leonardo da Vinci, As a Musician, New Haven and London, Yale University Press, 1982. ／
エマニュエル・ヴィンターニッツ『音楽家レオナルド・ダ・ヴィンチ』金沢正剛訳 , 音楽之友社、 1985年。
20 Mukôgawa, Sóici (2005), op. cit.,
21 Rudolf Wittkower, Architectural Principles in the Age of Humanism, London, Alec Tiranti Ltd., 1967.／
ルドルフ・ウィットコウワー『ヒューマニズム建築の源流』中森義宗訳、彰国社、昭和 46年。































距離点 Pから高橋氏の消失点V3 の間の幅が基線から消失点V3 の高さと同じ長さになっている
(図 V2-12) 。
23 Robert Bellucci et al., cit in L’Annunciazione di Leonardo, La montagna sul mare, a cura di Antonio Natali, 
Milano, Hopel, 2000.
24高橋勉、前掲書 (2013 年 ) 、73 ｰ 86 頁。
25デッリ・インノチェンティ同上、カルロ・ペドレッティ、前掲書 (1990 年 ) 、407-416 頁。
26向川惣一、本書第四章第一・二節、78-89 頁  
27 .Roberto Bellucci, op. cit in  Antonio Natali (a cura di), Milano, Hopel, 2000.
28 Giovanni Degl’Innocenti, »Restituzioni prospettiche«, cit. in Carlo Pedretti, Leonardo Architetto, Firenze, 1978, 
pp. 271-6 et 282-5. 






















　高橋氏の指摘した消失点 V3 を通る水平線は絵画面の下からの高さが 67.1cmで、額縁下縁
から 8分の１のモジュールで、１単位分 (29.375cm)下に基線が位置していることが判る 35。
入り口の石組みの角から 1.5cm額縁寄りで 107.0cm消失点から右側に点 Pを置き、この水平
線上に取って基線の左端から点 Pに向けて対角線を引くと、基線の右端の直交線とこの対角線









30  Sanpaolesi, Piero, »I dipinti di Leonardo agli uffici«,  cit. in Leonardo Saggi e Ricerche, Istituto Poligrafico dello 
Stato, Roma, Libreria dello Stato, 1954, pp.47-6.
31 Giovanni Degl’Innocenti  in Carlo Pedretti (1978), ibidem.
32 Sóici Mukôgawa (2005), op. cit.,.／本書第四章第一・二節、78-86頁。
33高橋勉、前掲書 (2013 年 ) 、73 ｰ 86 頁。
34 Giovanni Degl’Innocenti (1978), ibidem




37 Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon with an introduction by 
Ludwig H. Heydenreich, Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1956, p. 65, § 119.; et Ash. II, 24r. 
38向川惣一「レオナルドの《最後の晩餐》の遠近法」、本書第四章第三節、90-100 頁参照のこと。
39高橋勉、前掲書 (2013 年 ) 、73 ｰ 86 頁。 （A手稿）、





ものであって、レオナルドの『絵画論』第二書「画家のための教則について」(De Presetti del 
Pittore)にこの記述が残されている 37。レオナルドの線遠近法では、総てのものが正方形を単位
ユニットとする網目格子に基づいて説明されており、1490年代初頭に纏められたレオナルドの








いたタイル張りの床の奥に石の縁取りが付加されたもの (図 V1-13) で、この石の縁取りの幅と
V3 から V2 に変更された消失点の高さ分だけ奥行きや横幅が拡大されたものとデッリ・インノ




視距離を舗床の単位ユニットの  4 分の 1にしたときで、レオナルドが極めて近くから正方形の





この舗床の後縁を石塀の奥行きの違いとして取り上げて、消失点V1 から V4 の違いから示した
ものが高橋論文とすることができる。この四点の消失点の内でV2 と V3 との違いは、画面右の
建物と前庭のタイル張りの床の間のグレーの部分をタイル後縁の縁取りとして見るのか建物の
礎石として見るのかの違いであり、それによって両者の正方形の単位ユニットの大きさが変わ
ることを示している ( 図 V1-13～16) 。 
109
挿図 13　 正方形の単位ユニットによるパリ手稿 A103 葉表の図解（向川）
41篠塚二三男、前掲書 (1991 年 ) 。
42本書第六章第二節、138-146頁、　「《マギの礼拝》板絵の制作過程について」
43向川惣一「レオナルドのウィトルウィウス的人間とその影響」、本書第二章第三節、42-50頁に収録。
44高橋勉、同書 (2013 年 ) 、73 ｰ 86 頁。
　ここに上げた二つの平面図は 8分の１モジュールで分割した基線の左右に目盛を延長して、










基線の 8分の１のモジュールから 16目盛とした平面図とその拡大版は、15目盛と 16目盛と
することもできるので、8分の１のモジュールを二等分した場合は、30目盛と 32目盛四方に
なって、額縁のサイズの縦横 117.0×235.0 cmから当時の度量衡では 24×48クラチエに相当






原図に基づいたチェザリアーノ版《ウィトルウィウス的人間像》(図 II2-4, 5) でも 30×30目盛
が見られるように、《受胎告知》の平面図にも 30×30目盛が使われていたと言えるだろう 43。





正方形の単位ユニット         ←視距離→
110
45本書第四章第三節、「パリ手稿Ａの線遠近法の記述の示すもの」、98-100頁に収録。
46高橋勉、同書 (2013 年 ) 、73 ｰ 86 頁。
47 Leonardo da Vinci (1986-90), op. cit., ；『パリ手稿』（A手稿）、パリ手稿Ａ第一〇三葉表 (Ash. II-23r)を参照のこと。
48 Erwin Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s Art Theory«, Studies of the Warburg Institute, vol. 
13, London, 1940, (repr. Kraus Reprint, Nendeln / Liechtenstein, 1976).
49 Leonardo da Vinci (1986-90), ibidem. アウグスト・マリノーニの原典翻刻での誤り
50 Giovanni Degl’Innocenti in Carlo Pedretti (1978), op. cit.:1 baccio = 58.36cm = 12 crazie, 1crazia = 4.86333,...
1単位   ：タイルの前縁および後縁の幅
1.3 単位：書見台天板の一辺
2単位   ：戸口の幅、
2.6 単位：奥の通路の前後の幅
4単位   ：石塀の奥行き（虚像）
5単位   ：タイル張りの床の幅
8単位   ：基線の長さ





単位モジュールで見たウフィツィ《受胎告知》の各部の大きさ（図 V1-13, 14 の場合）
　パリ手稿A第三十六葉裏から第四十二葉表にかけた13頁に渡る線遠近法の小論文で示されて
いるように正方形の単位ユニットを設定して、レオナルドは「正統作図法」で舗床を分割して























際にはお互いに向かい合っている訳ではない ( 図 V1-12) 。
111
51高橋勉  「レオナルド・ダ・ヴィンチの《受胎告知》の遠近法」、『レオナルドの教え』美術史方法論研究会論集、
ボーダーインク、那覇、2013 年、73 ｰ 86 頁；篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》
背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、『芸術学論叢』、第 10号、別府大学、1991 年。
52本書第五章第三節、116-126 頁および第四章第三節、90-100 頁。
53アルナルド・ブルスキ『ブラマンテ：ルネサンス建築の完成者』稲川直樹訳, 中央公論美術出版, 平成14年 , 13頁。
54レオナルドの蔵書目録はマドリッド手稿 II 第二葉裏・第三葉表の見開き頁に書かれたものが有名で、それ以外
にもアトランティコ紙葉 210r-a の 1490 年頃の目録と失われたワイマール紙葉の若干のリストがある。しかし、
どのリストにもアルベルティの『絵画について』は記載されていない。



































1 Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, scritte da Giorgio Vasari, pittore aretino, 
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riproduzione, 1973.／ジョルジョ・ヴァザーリ『ルネサンス画人伝』平川祐弘訳、白水社、1982 年；
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第二節　ルーブル美術館の《受胎告知》の問題
　従来、ウフィツィ美術館素描室の《聖母マリアの頭部》( 図 V2-1) は、レオナルドの素描と

































絵は縦横 14×59 cmとされ当時の度量衡で縦横 2.9×12.1クラチエに相当している。しかし、
デッリ・インノチェンティの記述するこの絵の縦横の比率よりも実際には横幅が大きく、単位
モジュールを縦の長さの三分の一にすると 3対 13 の比率になる (図 V2--4)
7。






















第一〇三葉の図解 ( 挿図 12) から、鋪床の単位ユニットを前後に二等分したものを単位とする
と、 13クラチエの基線上で 8ヶ 3分 2クラチエとなる庭の石塀と奥の壁の幅は、12 分の１の
単位モジュール8箇分と等しく、観者から2単位先の絵画面では3分2の大きさに相当するので、
パリ手稿Aの反比例則の線遠近法が成立することになる (図 V2-5, 6)
 。
6 Giovanni Degl’Innocenti  in Carlo Pedretti (1978), op. cit.; この解析では幾何学的意味が見い出されていない。
5 Giovanni Degl’Innocenti (1978), ibidem.
8 Leonardo da Vinci (1986-90), op. cit.,レオナルド・ダ・ヴィンチ『パリ手稿』（A手稿）、(1995 年 ) 、108 頁。
9 Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, (Raccolta di fonti per la storia dell’arte VIII, diretta da 












た場合 (図 V2-5, 6) である。ルーブル美術館の作品は、網目格子が 3×12モジュールで設定さ
れているが、聖母マリアのいる前庭の床と側壁との接線にあたる直交線が左側の石塀と庭との
境の直交線から数えて 13モジュール分の位置になっていることが判る。このことから基線の
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年 3月、34-47 頁。
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16工藤不二男「《モナリザ》の謎、No.1-4」、季刊『みずゑ』No. 938, 939, 940, 941 、美術出版社、1986 年。
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on his linear perspectives«, Proceedings of ICDES 2005, Wien, 2005, pp.99-104.本書第四章第一・二節、78-89 頁。
4 Otto von Simson, The Gothic cathedral: origins of Gothic architecture and the medieval concept of order, 3rd ed., 
with additions, Princeton: Princeton Uni. Pr., 1988, p. 154-5, note 45.／。










しかし、レオナルドの「ウルビーノ稿本」のパラゴーネに «divina proportione» の記載があって
音楽的調和比例が結合したとき、同時 (in un medesimo tempo)に「神聖比例」  ( 黄金分割 ) が
美しい容貌に形成されると述べられていた 1。  
　レオナルドは、《最後の晩餐》で «superbipartienti»  を使って当初の奥行きを二倍に拡大して
現在の室内空間にしたが、ミラノでパチョーリと邂逅する 1496 年以前に書かれた『数学大全』







































































無理数に代えて分数表記の3分の 5  (=1.666…)で記述したと見做す訳である。アルベルティは
建築物の理想的な比率として 4対 11を示したが、これも長さ 1の線分から 0.6180…を引いた
残りの値 0.3819…の近似値と言える 6。






































7 V. P. Zubov, Leonardo da Vinci, trs. David H. Kraus, Cambridge, Massachusetts, Harvard Uni. Pr., 1968, p. 45.
8 本書第一章 2-16 頁参照のこと
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挿図 15　移動距離点法による四本の平行対角線を求めるための作図（向川）
　上図 ( 挿図 15) は第一章のホイヘンス稿本第一葉で示した筆者の命題「ダブル・スクエアの




および距離」(Raggio del vedere et linea horizontale et distantia)と記されており、この水平線が
視線だけでなく眼からの距離を示しており、また地面を示した直線が「地面の線および距離」
(linea del piano naturale et distantia)と書かれて、この上、下辺で距離が取り扱われていることが
示されている。二本の対角線 AC, OC には「視光線」(Raggio visuale)と記入され、この二つの


















　対角線 AC上に仮の消失点 Vを求める。仮の消失点Vは矩形 ABCDの対角線 ACを黄金分割
する点になっており、この消失点に向かって減少する黄金比の等比数列になる点 P1, P2, P3 が
求められる。ここで正方形の一辺の長さをモジュールとして地面から立ち上げる地点を背景図
の視距離と仮定する。「点まで持ち上げられた平面の線」(linea del Piano alzato al Punto) は、
対象の距離を導くものとなるので、視距離を求める地点を右枠外側にモジュールの 2.5倍に設
定することができる 9。このとき、絵画面内の消失点に向かって底辺を図の右枠の外側に延長
して 2.5倍した地点を視距離を求めるための点 Eとする。点 Eと矩形の対角線の上の等比数列
となる点 P1, P2, P3 , V を結んだ直線を求めて、矩形の右枠の直線CBとの交点を B1, B2, B3, B4 と
する。このとき矩形の右枠の直線 CB上の点 Bと交点 B1, B2, B3, B4 によって求められた線分の
長さから、図上で線遠近法の奥行き方向の逓減率が求められる。
《第三段階、平行対角線と逓減率の補正》
　ここで問題となるのが、点 Eと仮の消失点 Vを結ぶ直線と、矩形の右枠の交点 B4 である。




矩形右枠の直線 BC上の点 B, B1, B2, B3, BP から、Bから BP に向かって減少していく等比数列を
作図上求めることができる。辺の比１対２の矩形の底辺の両端の A，Bと消失点 VP を結んで
できる視覚のピラミッドにおいて点Aと点 ,B1 を結ぶ直線を引き、これと平行な点 B2, B3, BP を
通る直線を順次引くと、これらの四本の平行線はサンパオレージ 10の示した正確な四本の平行
線、即ち篠塚教授の指摘した「平行対角線遠近法」 の作図のための対角線となる 11。
9ここでは《最後の晩餐》の「移動距離点法」の手前の距離点の数値、2.518... を概数で 2.5 として扱っている。
10 Piero Sanpaolesi, »I dipinti di Leonardo agli uffici«, Leonardo Saggi e Ricerche, Istituto Poligrafico dello Stato, 
Libreria dello Stato, Roma, 1954, pp. 40-6, Tav. L. （ サンパオレージの作図は現在から見ても正確なものである）。
11篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、
『芸術学論叢』第 10号、別府大学、1991 年、41-46 頁。
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ホイヘンス稿本第一葉と《マギの礼拝》背景図
















ナルドが 1490 年代初めから知っていたことを第三章の人体比例研究で見てきた。1489 年頃
の素描と推定されているウィンザー紙葉12601の男の上半身は頭頂から頤の下までを10等分
して、３分の５という分数の比率 (1.666…)で頭部の比例に黄金比の規準線が引かれていた。
これは裾分教授の «superbipartienti» の解釈と同値であって 12、この時期のレオナルドはアル
ベルティの記述通りに «superbipartienti» を３分の５と捉えて 、それを黄金分割を示す«divina 
proportione»と呼んでいたことを示している。
　《マギの礼拝》背景図 (図 IV1-6) の素描は、篠塚教授が明らかにしたように、1対２の比率の









12 裾分一弘（昭和 61年）、前掲書、90-99 頁。
13篠塚二三男（1991 年）、前掲書、17-19 頁。
14 Martin Kemp, Leonardo da Vinci; The Marvellous Works of Nature and Man, Cambridge, Massachusetts, 
Harvard Uni. Pr., 1981, p. 73.
15 Carlo Pedretti, / G. Dalli Regoli, I Diségni di Leonardo da Vinci e della sua cérchia nel Gabinétto Diségni 
e Stampe della Gallerìe degli Uffizi a Firenze, (ordinati e presentati da Carlo Pedretti, catalogo di Gigetta Dalli 
























18 Sigeru Tsuji, »Four Principles of Perspective: Looking at the C Segments«, Zeitschrift für Kunstgeschite, 
Deutscher Kunstverlag, München, (59. Band) 1996, Heft 1, pp. 63-77.
    辻 茂「遠近法の全原理(1); c線分の逓減率を求めて」、『東京芸術大学美術学部紀要』第31号、平成8年、37-62頁。










者による背景図の解析図 ( 図 IV1-8) から確かめられる。この遠近法で横方向をａ線分、縦方向
をｂ線分、奥行き方向をｃ線分と定義すると、消失点に向かう奥行き方向の逓減率と描画面と
平行な面での逓減率とが等しくなるという性質を持っている。ホイヘンス稿本の第九十七葉表
( 図 V3-2) には、眼の印で線遠近法の作図のための距離点が示され、辻教授の「天使の遠近法」
の奥行き方向のｃ 線分に対応する図解が描かれている 19。 








視光線 (Raggio visuale) を示し、それとは別の視光線を表した対角線が矩形の右上角の眼から







いる。右上角の眼を象った目印の “vedere”や二本の視線 “Raggio visuale”と交差する消失点を
導く対角線“linea del Piano alzato al Punto”と共にこの図は、線遠近法の基本原理でもあった


















20 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., fig. 55.および本書 91頁の挿図 12を参照のこと。
21ｃ線分については、 パリ手稿 A103 葉表 (91 頁 ) の「反比例則」の記述と概念図 (109 頁の挿図 ) を参照のこと。
22篠塚二三男（1991 年）、前掲書、6頁。





移動距離点法における視距離を求める点Eを、右外側にモジュールの約 2.5倍に設定すると 24 、
篠塚教授の示している数値と極めて近い幾何学的な座標値を与えるものとなる。本稿で示した
ホイヘンス稿本第一葉に基づく幾何学的な作図を数理解析した結果を以下に示す：
　「距離点を示す４本の平行対角線」と x = 2との交点を基線から順次 B1, B2, B3, B4としたとき
これらの点で区切られる線分の長さは、極めて篠塚教授の示した等比数列に近い数値を示す。
第一章の筆者の命題「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」の系から、消失点の座標 (x, y) は 
{φ(0.6180…), 2φ(1.2360…)}となる。以下に B1, B2, B3, B4の数値と計算式を示し、これら
の点でできる線分の逓減率と切片の長さを示す。 
与えられた 1対 2の矩型の対角線上の点を Pnとし、点 Aを原点 (0, 0)、∠ CABの角度をθ
とする。このとき、Pnの座標 P(x, y) をとすると、ピタゴラスの定理から対角線が √5なので、
   tanθ= 
  1
2 ,  sinθ= 
  1___
 √5




   Pn = P(x, y) {x = n×cosθ, y = n×sinθ}
また対角線上の点 Pnについて、A(0, 0), P(x, y) の長さは黄金比の等比数列で次のようになる。
   APn ;    n = {φ, 1, 2φ,  √5φ }   (φ= 0,61803…とする )
 ∵これは命題 2「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」の系の等比数列から求められる。
直線 Pn Eの傾き Sは S = −( APn×sinθ)÷( AE −APn×cosθ)
∴直線 Pn Eの方程式は、 y = − {( APn×sinθ)÷( AE −APn×cosθ)}×( x－ E )
   y = − {n×sinθ÷( E −n×cosθ)} ×( x −E )
   y = −n×sinθ×( x −E ) ÷( E −n×cosθ) 
   y = −n×( x −E )×sinθ÷( E −n×cosθ)
   y = −n×( x −E )×
  1___
 √5




   y =   n( 
E −x )＿＿＿＿
√5 E −2n
x = 2ならば ,B1, B2, B3, B4の座標はそれぞれ、この式に次の各項の値を代入して求められる。
　　　　　　　　　　　　 y =
 n( E −x )＿＿＿＿
√5 E −2n   ,  n = {φ, 1,  2φ,
  √5φ }------------- ①





  n              E= 4.5    　  E= 4+φ 　  E= 6 -2φ　 E=5       　   E= 4+2φ　  篠塚研究　 y切片
 B4   √5φ   0.473381　  0.478430　  0.484203　  0.492597　  0.5              0.493607　0.073031
 B3     2φ    0.407128　  0.412023　  0.417636　  0.425829　  0.433085　  0.420576　0.099588
 B2     1      0.310085　  0.314432　  0.319439　  0.326785　  0.333333　  0.320987　0.135802
 B1      φ     0.175056　  0.177988　  0.181407　  0.186449　  0.190983　  0.185185　0.185185
篠塚研究の解析から導かれる y座標の値と初項 
 10___

























 ,  n = {φ, 1,  2φ,  √5φ }　---------- ② 
4 本の平行線は AB1 を通る直線に平行である。 AB1 は点 Aを原点 (0, 0)として n =φのとき、
x = 2より　②の式から初項の yの値が求められる。
 y =   3(
 √5  −1)
  4(4√5  +1)  
× (x−2) + y(Bn)      ∵ n=φ のとき、y = 
  n(AE-2)_________
 √5 AE-2n
 ,   x = 2より
 y =   φ(
 √5  −2)
   5√5  −2φ
 = 
         3φ
   5√5  −2φ
 y =
    3 ( 
  √5  − 1 
         2 )
   5√5  − ( √5  −1)
=
   3 (   √5  − 1          2 )
       4√5  + 1
 =   3 (
 √5  −1)
  2 (4√5  +1)
=    3.70820   19.88854
  
= 0.186449…
































1  縦 246×横 258cm。二水石膏（ジェッソ）で地塗りをした板に油彩で描かれており、テレピンで薄く希釈した
絵具を塗り重ねたグラッシの技法で下描きが描かれたものと推定される。表面にニスが施されており一般的には、
縦 243×横 246cmとして額縁の中の絵画面の大きさが表記されている。
   A. E. Popham, The drawings of Leonardo da Vinci, London, 1946, (repr. Jonathan Cape, London, 1975), p.106.
2 Erwin Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s Art Theory«, Studies of the Warburg Institute, vol. 
13, London, 1940 (repr. 1976), p.139, folio 1：稿本第一葉の黄金比の等比数列を導く作図システムについては、
本稿の第二項と第三項の間に書いたが、下記の『鹿島美術研究年報』と重複するので本書の第一章に移した。
3 柳 亮『黄金分割；ピラミッドからル・コルビュジェまで』、美術出版、1965 年。
Carlo Pedretti / Dalli Regoli, I Diségni di Leonardo da Vinci e della sua cérchia nel Gabinétto Diségni e Stampe 
della Gallerìe degli Uffizi a Firenze, (ordinati e presentati da Carlo Pedretti, catalogo di Gigetta Dalli Regoli), 
Giunti, Firenze, 1985, p.57.／ A. E. Popham (1975), ibidem, p.108, Pl. 53.
4向川惣一「レオナルドの遠近法の作図方法；ホイヘンス稿本第一葉の示すもの」、『鹿島美術研究年報』第 15号
別冊、平成 10年、608-33 頁。本書第一章、1-16 頁および第五章第三節、116-126 頁に収録。
5 Luisa  Cogliati Arano (ed.), Les Dessins de Leonard de Vinci et de ses Discples conservés au galeries de l’Académie de 



































6 Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti, La vita e le opere di Leonardo da Vinci, in ordine cronologico, 
Milano, Fratelli Treves Editori, 1919, no.16





































11柳 亮『黄金分割；ピラミッドからル・コルビュジェまで』、美術出版、1965 年、147-8 頁。
12  Jens Thiis (1913), op. cit., p.223, Plate.
13片桐頼継「レオナルド作「三博士礼拝」図の制作過程に関する試論」、『美学』第 152 号、1988 年、48-60 頁。
   同「レオナルド作「三博士礼拝」図の背景について」、《武蔵野美術大学研究紀要》22号、1991 年、51-7 頁。
14篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、
『芸術学論叢』第 10号、別府大学、1991 年。
15 Martin Kemp, Leonardo da Vinci; The Marvellous Work of Nature and Man, Cambridge, Massachusetts, Harvard 
University  Press, 1981, p.73.































18 Piero Sanpaolesi, »I dipinti di Leonardo agli Uffizi«, Leonardo Saggi e Recherchè, Istituto Poligrafico dello Stato, 





21 Umbert Baldini, Un Leonardo inedito, Coordinamento delle indagini diagnostiche sullo stato attuale dei tre 
capolavori di Leonardo da Vinci nella Galleria degli Uffici; Ornella Casazza, Soprintendenza per i Beni artistici e 


















































































26 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit., p. 19.パノフスキーは、この図の「大円」を《人体権衡図》のウィ
トルウィウスの「円」としたが、実際にはオックスフォード紙葉の「大円」の大きさに等しくなる。本書第二章
第二節 30-41 頁を参照のこと。



































28 Jens Thiis (1913), op. cit., p.223, Plate.
29向川惣一（平成９年）、上掲書、608-633 頁。
30 Erwin Panofsky (1940), op. cit., p.139, folio 1
31アルベルティ『絵画論』三輪福松訳、中央公論美術出版、昭和 46年、27頁。
32 Kim Veltman, Studies on Leonardo da Vinci I: Linear Perspective and the Visual Dimensions of Science and Art, 




成果を踏まえて、聖母マリアの右眼の目尻の涙堂の孔 ( 図 VI1-7) と対をなした聖母子の右側で
手を翳して覗き込んでいる老人の額の孔 ( 図 VI1-9) を取り上げている。筆者は前項までで聖母
マリアの右目尻の涙堂の孔を構図決定の規準点と考えて釘か画鋲またはキリで開けられた孔と
したが、片桐氏が《マギの礼拝》板絵の線遠近法の消失点としてほぼ同じ大きさの孔を発見し
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れている様子が観察される。（傍点筆者）






































高さを５として扱うことができる。この三角形は「移動距離点法」で作図され、 √2  矩形を対角
線で切った直角三角形とほぼ同形で、斜辺をスティルス（尖筆）でなぞった線が見られるので、





















36佐藤一郎＋向川惣一「《マギの礼拝》の構図と線遠近法」、『金沢美術工芸大学紀要』 第 61 号、平成 29年 3月、
163-182 頁／ Leonardo da Vinci (2006), a cura di Fillipo Camerota, op., cit. 、pp. 108-179, esp. p. 132.
近年カメロータがこの背景図素描の四本の対角線についてについて書いたが、作図の枠組みは解明されていない。
37篠塚二三男（1991 年）、前掲書。
38片桐頼継（1988 年 3月）、前掲書、48-60 頁。同（1991 年）、前掲書、51-7頁。 同（1992 年）、前掲書、13-9 頁。
137
39篠塚二三男（1991 年）、前掲書、9頁。




41向川惣一（平成 10年）、前掲書、1-12 頁。本書第六章第一節 128-137 頁に収録。
42  Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon, with an introduction 
by Ludwig H. Heydenreich (2 vols.), Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1956.,  p. 65; § 119..
　篠塚教授が明らかにした《マギの礼拝》背景図の線遠近法の舗床の単位に使われた 60分の 






当時の 1ブラッチォ (braccio)=2パルミ (palmi)=12クラチエ (crazie)という単位系に乗せると
グラティコラの構図枠は、 50クラチエ四方の大きさとなる 40。従って、この構図枠を 10等分
するモジュールの一辺は 5クラチエ (24.316 cm)となるので、網の目を引かなくても物差しが
有れば直ちに画面上にモチーフを配置できる。10分の１の単位モジュールを6等分した場合、
構図枠が 60 等分されて、再分割された単位で５目盛分が 12 分の１のモジュールの大きさに
なる。従って、レオナルドは縦横 50クラチエ四方の構図枠の１辺を10等分して 5クラチエ分
に相当する 10 分の１のモジュールをさらに６等分することで、構図枠を 60 等分したものと





















2  Jens Thiis (1913), op. cit, p. 178. ／
   久保尋二（1972 年）、前掲書、174-5 頁。／
3片桐頼継（1988 年 3月）、前掲書、51頁。
裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成16年、研究編306頁。
4 James Elkins, »The Case against Surface Geometry«, Art History, vol.14, No.2, (June 1991), pp.143-74.
5向川惣一、「レオナルドの《マギの礼拝》と黄金分割」、『美術解剖学雑誌』第 4巻第 2号、平成 10年、1-12 頁。
本書第六章第一節に収録。
6森雅彦編著『アルベルティ「芸術論」』、中央公論美術出版社、東京、平成４年、5-38 頁 ( 彫刻論 ) 。
7 Erwin Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s Art Theory; The Pierpont Morgan Library Codex 






















たもので計測人類学的な手法で表現されている (図 VI2-1) 。パノフスキーは、身長を縦に 6等
分して、身長の4分の 1の長さを横方向に取ってその幅を7等分した人体像が、アルベルティ
のイクゼンペダ・システム 6に基づくものとしている 7。これはウィンザー紙葉 12601 の右側
に荒描きされた全身像に関連づけられ、身長を二等分する生殖器の位置や、大転子と背中を示




　グラティコラ (graticola) は、描画対象の絵画面における正確な比率を求めるため、ガラス窓 
(pariete di vetro) に相当する木枠に紐で網目格子を作って位置関係を測定し、対象の大きさを















基準点としてほぼ同時に開けられたはずで、片桐氏が「消失点の小穴」とした孔 (図 VI1-10) の
上で拡げた扇の骨のように重なり合った直交線は、この要の小穴を迂回して次第に戦闘場面の
騎馬兵に向かって板絵の構図枠 (図 VI1-13) の黄金分割の位置までずれてゆくのが判る。
8 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto A-M, Trascrizione diplomatica e critica 
di Augsto Marinoni edizione in facsimile sotto gli auspici della Commisione nazionale Vinciana e dell’Institut de 
France, Firenze, Giunti Barbèra, 1986-90.／レオナルド・ダ・ヴィンチ 『 パリ手稿』 ( パリ手稿 A) 、アウグスト・
マリノーニ解説 , 裾分一弘他訳 , 岩波書店 , 1989-95年、 109-110頁、パリ手稿 A第一〇四葉表 (Ash.II 24)。
9 Erwin Panofsky (1940, repr. 1976), op. cit.,  p. 93.
10 ibidem., Fig 80 (Albrecht Düre, Woodcut illustrating the use of a screen for perspective representations).
11 Leonardo da Vinci, Il codice Atlantico della Biblioteca Ambrosiana di Milano, trascrizione diplomatica e critica 
di Augusto Marinoni (12 volumi), Firenze, Giunti-Barbèra, 1975-80, fol. 5.






















左右の枠から 0.25 ブラッチォ分除いた縦糸の内側には肖像画などに適した縦位置の √2  矩形が
求められるからであり、また上下の横糸の内側は正方形の画面に使えるようになっている 13。
グラティコラの枠を横に二つ並べた場合、《最後の晩餐》のように、風景画や歴史画に適した








この図では、フィボナッチ数列と同様、極限値が黄金比になる線形回帰数列{2, 5, 7, 12…} を
使って身体各部の位置が決められており 14、また《マギの礼拝》背景図の線遠近法で消失点の
位置を決定する際、レオナルドはフィボナッチ数列の項 {3, 5, 8…} を使っていた 15。これらの
比例関係から、レオナルドは扱い易い黄金分割の近似値を使って絵画面を分割し、音楽的調和



































物体に手を差し伸べているのが見える ( 図 VI2-10) 。




























































23片桐頼継（1992 年）、前掲書：幾何比例の作図から幾何比例の比率 2/3 を導いているので自明の結果である。
24 Thomas Brachert, »A Musical Canon of Proportion in Leonardo da Vinci’s Last Supper«, Art Bulletin, 53 



























総て 60×60目盛の網目と斜辺との交点の位置になっているからである (図 VI1-15) 。これらの




上がる (図 VI2-12) 。








25 A. Philip McMahon, op. cit., 1956, p. 65; § 119.／本書 139 頁の引用文のレオナルドの枠組みを参照のこと。
26板絵は縦横ほぼ 4 braccia 2 crazie × 4 braccia 5 crazieで、グラティコラの枠から透視して構図を確認できる。
27 向川惣一（1998 年）、前掲書。本書第六章第一節、128-137 頁に収録。
28篠塚二三男（1991 年）、前掲書。








遠近法を板絵に移植する過程を示すものになる (図 VI2-13) 。この板絵の構図枠を12分の 1の
モジュールで分割した画面は、『絵画論』の上掲の枠組みの記述 (McM 119)25に対照される。





























































32片桐頼継（1988 年）、前掲書 51-2 頁。
33辻 茂編訳『チェンニーノ・チェンニーニ「絵画術の書」』、岩波書店、1991 年。（本章第一節 128 頁註 23参照）
他のレオナルド作品との比較からは、画面の赤味がかった茶色はニスの変色ではなく、テラ・ローサと思われる。















　カメロータの根拠は《人体権衡図》とパリ手稿K2第二十六葉裏 ( 図 II1-10) のユークリッドの
「外中比」の作図だが、ルカ・パチョーリとの邂逅が念頭にあったのか、カメロータは後者の
年代を第一次ミラノ期の 1495 年頃としている。しかし、この紙葉をペドレッティが 1504 年
頃とし、またこの頃レオナルドが「根の乗法について、ルカ師に尋ねること」38と書いており、















35 佐藤一郎＋向川惣一「《マギの礼拝》の構図と線遠近法」、『金沢美術工芸大学紀要』 第 61 号、平成 29年 3月、
163-182 頁、近年カメロータはこの背景図素描の四本の対角線を私的たが、作図の枠組みは解明されていない 
36佐藤一郎、同書。
37 Leonardo da Vinci, Studio per l’Adorazione del Magi, a cura di Fillipo Camerota, testi di Fillipo Camerota, 
Antonio Natali, e Maurizio Serscini, Roma, 2006.pp. 108-179, esp. p. 132.
38 Jean Paul Richter, The Literary Works of Leonardo da Vinci: compiled and edited from the original manuscripts, 
3rd ed.  (2 vol.), London, Phaidon Press, 1970, II, p.359, §1444.／マドリッド手稿 IIは第一章第一節29頁を参照。




























《最後の晩餐》以前のレオナルドの遠近法の知識の源泉は、パリ手稿 A第四十一葉表 ( 図 IV3-4)
の「検証法」から判るが、アルベルティの「正統作図法」によるもので、この時期、黄金比の
等比数列による幾何比例の線遠近法はまだ完成されていないからである 5。
1篠塚二三男（1991 年）、前掲書 27頁。篠塚教授の「平行対角線遠近法」、即ち「移動遠近法」と、辻 茂教授の
｢天使の遠近法｣は、筆者が「移動距離点法」と呼んでいるものと同じ幾何比例の線遠近法である。
2本章第二節第二項 140 頁を参照のこと。
3レオナルドの人体比例研究の中にはウィンザー紙葉 12601 のような 10等分の作例が存在する。レオナルドの
時代は中世の算盤による計算から、アラビア数字を使った今日の 10進法の筆算の仕方が普及していった時期に
当たり、レオナルドも手稿の中での計算にはこの筆算方法を使っている。
4片桐頼継「レオナルド作「三博士礼拝」図の制作過程に関する試論」、『美学』三十八巻 (4) 、1988 年、48-60 頁。
5 Kim Veltman, Studies on Leonardo da Vinci I: Linear Perspective and the Visual Dimensions of Science and Art, 







7 Jens Thiis, Leonardo da Vinci; The Florentine Years of Leonardo & Verrocchio, London, Herbert Jenkins Limited 
Publishers, 1913, p. 157.






















ゴッツォーリやジェンティーレ・ダ・ファブリアーノ ( 図 VI3-6) のような世俗画形式の時期が





イナゴマメの木と、前景の主題部に繋がる部分が描かれたものと推定される ( 図 VI3-3) 。木の

















稿本第七十七葉表は、紙面の上部に ‘Ciciliano’ ( 図 VI3-8) と馬名が書かれていて、ウィンザー
紙葉 12294 ( 図 VI3-9) の馬の左脚と対照される。シチリアーノは、ウィンザー紙葉 12321r 
( 図 VI3-10) や 12358r ( 図 VI3-16) の馬でホイヘンス稿本八十六葉 ( 図 VI3-11) に対照される。
第八十一葉表の ‘Frissone’ ( 図 VI3-15) はペルシュロン種等の重輓馬の馬体との比較が目的で、
《スフォルツァ騎馬像》のための馬体研究が「ホイヘンス稿本」に纏められている。 
　ホイヘンス稿本第七十五葉表 ( 図 VI3-12) の馬は、ウィンザー紙葉12286 ( 図 VI3-13) やパリ
手稿A第六十二葉裏 (図 VI3-14) の馬の頭部と対照され、この馬が上記の《マギの礼拝》板絵で
左端の板の中程に描かれた正面から見た馬に使われている。問題は、この板が追加されたのか
移動されたものかに係わり無く、正面から見た馬の顔や板絵の右側に淡く残されている三つの
馬の頭部 ( 図 VI3-4) がレオナルドの手稿と対照されるだけでなく、ウィンザー紙葉 12358 の















11裾分一弘（平成 16年）、前掲書研究編、108 頁：紙葉番号 74、75、77、78が現存手稿と照合される。
12裾分一弘『レオナルド・ダ・ヴィンチの「絵画論」攷』、中央公論美術出版、昭和 52年、40-41 頁。




　パリ手稿 Aは 1490 年から 92年頃まで使われていた手稿とされ 15、この時期レオナルドが
《スフォルツァ騎馬像》のための馬体研究を、シチリアーノをモデルに取り組んでいたので、
パリ手稿A第六十二葉裏 (図 VI3-14) の馬はシチリアーノである蓋然性が高い。《マギの礼拝》
画面右の下書きの三つの馬の頭部で、頭を上げて嘶く馬はこの紙葉の馬と同じ形であり、この
比例関係がそのままホイヘンス稿本第七十五葉 (図 VI3-12) に描かれている。完全な鏡像として
描かれてはいないが、板絵の顎を引いた馬 ( 図 VI3-4) はウィンザー紙葉12286 ( 図 VI3-13) の
頭部と対照されて、ホイヘンス稿本第七十五葉の顎を引いた馬に結びつけられる。この紙葉は














円弧と中央の樹の根元を取り囲む子供達の輪は描かれていなかったと推定される ( 図 VI3-2) 。
筆者の研究から片桐氏の発見した穴は、線遠近法の移植のために便宜的に開けたことが判って
おり、消失点の穴には木の幹の絵具の色が流れ込んでいるので、この絵の代わりに納められた










15レオナルド・ダ・ヴィンチ 『 パリ手稿』アウグスト・マリノーニ解説 , 裾分一弘他訳 , 岩波書店 , 1989-95年。
裾分一弘（平成 16年）、前掲書。




18  Leonardo da Vinci; L’”Angelo incarnato” & Salai,  catalogue by Carlo Pedretti,  Cartei & Bianchi Publishers, Firenze, 
2009,  p, 76.  
19 ibidem
20 本書第六章第二節、138-146頁。
21 チャールズ・ニコル (2009 年 ) 、上掲書、559 頁。
22本書第三章第二節 68-76頁。
洗礼者ヨハネの示す《マギの礼拝》板絵の制作年代
　レオナルドの《洗礼者ヨハネ》( 図 VI3-20) は従来 1513 年から 16 年頃とされているので、 
《マギの礼拝》板絵の制作年代と結びつけるのは困難だが、2009年にペドレッティはこの制作





ギア－リ期の1504- 8 年頃のウィンザー紙葉12328r ( 図 VI3-21) の弟子の「天使の落書き」と
結びつくもので、漆黒の闇の中から天を指差す《洗礼者ヨハネ》は両性具有の「天使」に準え
られており《受肉せる天使》(図 VI3-22) と結びつく。更にまた、下記の《マギの礼拝》の崩れ







《岩窟の聖母》( 図 VI3-23) で、幼い洗礼者ヨハネを示した大天使ウリエルの右手の人差し指に
代表されるものである。これらの指に見られる指示行為は、《最後の晩餐》でトマソの右手の

















































23チャールズ・ニコル (2009 年 ) 、上掲書、260-7 頁。
24チャールズ・ニコル (2009 年 ) 、上掲書、558-9 頁。
25  Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, scritte da Giorgio Vasari, pittore aretino, 
con nuove annotazioni e commenti di Gaetano Milanesi, tomo VI, Firenze, Sansoni, 1906 (ripr. 1973), pp. 599-621.
26チャールズ・ニコル (2009 年 ) 、上掲書、228 頁。
27久保尋二『レオナルド・ダ・ヴィンチ研究；その美術家像』、美術出版社、1972 年、105 頁。











獲得するのは 1500 年代に入ってからのことである 30。
　レオナルドの比例理論は、幾何比例に基づいたアナロジア、即ち「相似」や「比例」を意味













屋敷に逗留していた 1508 年 3月 22 日だった 32。フランク・ツォルナーは《最後の晩餐》で
セッコの下地をレオナルドが学んだフランス宮廷画家ジーン・ペリーが、1509 年に帰国する
際に、「スフォルツァ絵画論」を持ち去ったとしている 33。
29 Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci; L’”Angelo incarnato” & Salai, Cartei & Bianchi Publishers, Firenze, 2009, p. 89, 272.
ペドレッティは、モデルをサライとしているが、作品の制作年代からはサライよりも若い少年と推定される。
30チャールズ・ニコル (2009 年 ) 、上掲書、579-83 頁。 
31 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts by Jean 







33  Frank Zöllner,  »Die Bedeutung von Codex Huygens und Codex Urbinas für die Proportions- und Bewegungs-
studien Leonardo da Vincis«, Die Zeitschrift Kunstgeschite (LII, 3), München, Deutscher Kunstverlag, 1989, 




































34 ‘dj di santa Maria della neve addj 5 dagossto 1473’「聖母マリアの雪の日 1473 年 8月 5日」。
35パリ手稿 A第一〇五葉裏 (Ash. II-25)には «Della prospettva aerea» の表題で、空気遠近法の記述がある。
36 Leonardo Studies for the Last Supper from the Royal Library at Windsor Castle; Olivetti’s Catalogue by Carlo 
Pedretti and Introduction by Kenneth Clark, Cambridge Uni. Pr., Milano, Electa Editrice, 1983.
37 本書第四章、78-100 頁を参照のこと。




































2《モナ・リザ》の構図と黄金分割：La Joconde, Essai Scientifique sous la direction de Christian Lahanier chef du 
Départementation et Technologies de l’Information centre de Recherche et de Restauration des Musées de France 
(C2RMF), Codex Images International, Paris, 2007.; 特別展「ダ・ヴィンチ─モナ・リザ 25の秘密─」、主催：
テレビ朝日・ニッポン放送・BS朝日、日比谷公園ダ・ヴィンチミュージアム（第二花壇内特設会場）、2010 年 12
月 7日から 2011 年 2月 20日まで開催
This exhibition has been created by Grande Exhibitions, The Antholopes Foundation, Italy and Paacal Cotte, France.
3 作品クレジットで現在の《モナ・リザ》の大きさは、一般に縦 77×横 53とされている。
157
4 Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, da Giorgio Vasari, pittore aretino, con 
nuove annotazioni e commenti di Gaetano Milanesi, (in Le Opere, Firenze, Sansoni, 1906), riproduzione, 1973.／
ジョルジョ・ヴァザーリ『ルネサンス画人伝』平川祐弘訳、白水社、1982 年。
5向川惣一、本書第一章「レオナルドの『絵画論』とその比例理論」、2-8 頁。
6  Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon with an introduction by 
Ludwig H. Heydenreich, Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1956, p. 65, § 119.
7 アレッサンドロ・ヴェッツォージは 「 ルーブル作品は縦 7cmどころか 7mmもカットされていない」とする。
以下に収録、「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展カタログ、毎日新聞社、2011 年、29-30 頁、94-96 頁。



























展のカタログの中で、劣悪な保存環境とぞんざいな修復から画面の左右の円柱が 6から 7 cm
ほど切り取られているとしている 8。また、前者が縦横 77.9×51.9 cmとされ、縦横の比率が







問題があるが、《モナ・リザ》のオリジナル作品 ( 図 VII1-1) の下に、多くの《モナ・リザ》の
複製画の中でも「出来がよく、精巧である」とされるルーブル美術館の所蔵する 17 世紀の複











複製画の縦横の値は 81.5×62 cmになることが判る 12。この対角線が 102.462 cmとなるので、
















2. 5cm下の方まで描かれたものと推定される ( 図 VII1-4) 。
9 「 モナ・リザ 100 の微笑」展カタログ、日本経済新聞社、2000 年、10頁。以下でルーブルの複製画と表記する。
10 裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年、143 頁。
11上掲書 (2011 年 ) 、29-30 頁。30 頁右欄で、ヴェッツォージは端が 6mmほど額縁に覆われているとしている。
12 17世紀の複製画の縦横の比率が図版では 1.3354...で、クレジットでは《モナ・リザ》とほぼ同じサイズで、




















(De Presetti del Pittore)に残されている 13。この記述はミラノのスフォルツァ家宮廷に伺候した
頃の「スフォルツァ絵画論」の草稿、アシュバーナム手稿 II に原形が含まれるもので、今日、

















13  Leonardo da Vinci (tr. A. Philip McMahon, 1956),  op. cit, vol. 1, p. 65, § 119, 第六章「マギの礼 拝 ...」161 頁。
14 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto A-M, Trascrizione diplomatica e critica di 
Augsto Marinoni edizione in facsimile sotto gli auspici della Commisione nazionale Vinciana e dell’Institut de 
France, Firenze, Giunti Barbèra, 1986-90, p. 109. 上掲の『絵画論』とアシュバーナム手稿 II との違いは、内容的
に網目のサイズをさらに二等分するかしないのかの違いだけで、グラティコラは本書第六章第二節を参照のこと。 
15  第六章第二節 139 頁の引用を再録。 
160
16 本書第一章第二節、9-16 頁を参照のこと。  
17  これと同じくチェザリアーノ版「円に従う人間」の作図では縦横 30×30目盛で臍が 1目盛移動されている。
18 Catalogue of the exhibition “Saint Anne Leonardo da Vinci’s Ultimate Masterpiece”, Edited by Vincent 
Delieuvín, Musée du Louve, Paris, 2012 & Officina Libraria, Milan, 2012, p.234-37：この額縁に隠れた部分は、
板の側面まで地塗りされているのに、奇妙なことに下の板がそのまま見える位、地塗りが削り取られている。
19 James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of 
the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele 
















大きさ 2.583... cmから導かれる縦横のサイズが 77.5×51.6 cmになるので、ルーブル美術館が
《モナ・リザ》のオリジナルの作品クレジットとする縦横 79.1~2×53.3~4 cmとなり、額縁に
隠されている周囲のほぼ 7 mmの幅を除いた場合、誤差が 1.5 mm前後に収まる 18 。そこで、
グラティコラの「網目格子」に合わせてオリジナルの《モナ・リザ》の構図を検討するために 















20  Luigi Giuseppe Conato, »Elementi del paesaggio lecchese e Leonardo: ipotesi e suggestioni«, cit in Studi 
Vinciani in memoria di Nando de Toni, Ateneo di scienze lettere ed arti centro ricerche Leonardiane, Stamperia 
Fratelli Geroldi, Brescia, 1986, pp. 195-210. 
21 Leonardo da Vinci; L’”Angelo incarnato” & Salai, Catalogue by Carlo Pedretti, Cartei & Bianchi Publishers, 
Firenze, 2009, p. 89 et p.272.
22 Carlo Pedretti (2009),  ibidem.p. 89 et p.272.
23  Frank Zöllner, »Die Bedeutung von Codex Huygens und Codex Urbinas für die Proportions- und Bewegungs-
studien Leonardo da Vinci«, Die Zeightschrift Kunstgeschite, LII, 1989, SS. 334-352.





















( 図 II2-4) と「正方形に従う人間 」 ( 図 II2-5) の二形式 で描かれており、1503 年から 5年頃の
弟子の「天使の落書き」( 図 VII1-7) を基に、ペドレッティは「円に従う人間」をレオナルドの
《受肉せる天使》( 図 VI3-22) に結びつけている。この素描の青く着色された紙は、レオナルド
晩年の《大洪水》( 図 VII1-8) の一連の素描と同じ紙質で、素描様式と筆跡から 1515 年以降を
示すものとしている 22。チェザリアーノ版の「正方形に従う人間 」の足許の円弧は、正方形の























　ウルビーノ稿本末尾にメルツィが『絵画論』編纂の際に使用した手稿の一覧表 (図 VII1-9) が
あって、この中で「.i.」と表記されている手稿は、『絵画論』第一書の「詩と絵画について」






 第 l 書　詩と絵画について (De Poesia et Pittura)
 第 2 書　画家の規範について (De precetti del pittore）
 第 3書　人の姿勢の変化と運動および体肢のプロポーションについて（*）
　　　  　（De vari accidenti et movementi et propotione di membra）
 第 4書　衣装と着付け方について (De panni et modo di vestirlefi）
 第 5書　影と光について (De ombra et lume）
 第 6書　樹木や草について (D’alberi et verdure）
 第 7書　雲について (De nouoli)
 第８書　水平線について (DeI’orizzonte)
25  Leonardo da Vinci (tr. A. Philip McMahon, 1956),  op. cit, vol. 1, pp.3-44., 
26 裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年、390-8 頁。
27 Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci on Painting: A Lost Book (Libro A), Reassembled from the Codex Vaticanus 
Urbinas 1270 and from the Codex Leicester, London, Peter Owen, 1965. 
28 Leonardo da Vinci, Corpus of the anatomical studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor 
Castle, edited by Kenneth D. Keele and Carlo Pedretti, (3 volumes), London, Johnson Reprint, 1979-80, p. 851-2.
Windsor 19118vは、ほぼ 1508 年から 10年頃の記述。《人体権衡図》が描かれたのはこの時期と推定される。 
29 Carlo Pedretti (1965),  ibidem. ; 裾分一弘（平成 16年）、上掲書、194-201 頁。
163
30 Leonardo da Vinci (tr. A. Philip McMahon, 1956),  op. cit., vol. 2 facsimili, folio 85: “qui finisse il capitolo, Come 
si debbe figurare una bataglia il quale comincia a’ carte 53.“ と書かれている。
31 ibidem, vol. 1,   p.115, vol. 2 facsimili, folio 53: “Come si debbe figurar una bataglia”と書かれている。
32 本書第四章第一節 78-83 頁、および第二節 84-89 頁を参照のこと。 
33 Carlo Pedretti (1965), op cit. ; 裾分一弘（平成 16年）、上掲書、209-216 頁。 
34 Leonardo da Vinci (tr. A. Philip McMahon, 1956) , op. cit., vol. 1,  p. 65, § 119. ; A手稿第一〇四葉表 (Ash. II-24).
両者の「網目格子」の記述の違いは、内容的に網目のサイズをさらに四等分するのかしないのかの差だけである。
35 Catalogue by Carlo Pedretti (2009), op. cit. p. 89 et p.272.
　ペドレッティの「失われた稿本 A」はウルビーノ稿本末尾の『絵画論』の編纂に使用された
手稿一覧表で「.A.」と記された手稿のことだが、これは第二書「画家のための教則について」 










　ウルビーノ稿本第二書には「失われた稿本 A」を示す「L˚.A.」の他、1513 年から 4年頃の
パリ手稿 Eと同定される「L˚.B.」の書き込みが11箇所現われている 33。「ウルビーノ稿本」は
























(図 VII1-10) や《円柱のある婦人像》(図 VII1-11) の素描の説明がつかないことを挙げている。
また、それらの作品が《モナ・リザ》から触発されたとしても、円柱に囲まれた背景部だけで
なく、これらの作品の山の稜線やバルコニーの濡れ縁の高さが、《アイルワースのモナ・リザ》


























36 西岡文彦『モナ・リザはなぜ名画なのか？』、ちくま文庫、東京、筑摩書房、2013 年、221 頁。
37  Catalogue of the exhibition “Saint Anne Leonardo da Vinci’s Ultimate Masterpiece”, op. cit., 2012, p. 236. 




40  “Saint Anna”; Louve’s Exhibition Catalogue (2012),  op. cit.,  p.234-37.
41「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展カタログ、毎日新聞社、2011 年、100-1 頁。
42 アンドレ・シャステル説：André Chastel, L’Illustre incomprise, Gallimard, 1988；キャンバスについて以下参照。
43 アンドレ・シャステル『イタリア・ルネッサンスの大工房 1460-1500』、辻茂訳、新潮社、1969年、209-38 頁。
44上記カタログ（2011 年）、100-1 頁。









( 図 VII1-4) で示したように、レオナルドが彼の「絵画の原理」を実践してこの絵の左右両端に
円柱を入れるために行なった拡張であり 42 、ルーブル美術館の《モナ・リザ》とは別に円柱の
ある「バルコニーの貴婦人」の絵があった、としているアンドレ・シャステル説の妥当性を示























































1 Catalogue of the exhibition “Saint Anna; Leonardo da Vinci’s Ultimate Masterpiece”, edited by Vincent 





　プラド美術館所蔵の《モナ・リザ》の複製画 (図 VII2-2) の最も重要な点は、ウィンザー紙葉


































8 Evelyn Welch in Mona Lisa by Leonardo da Vinci; The Secret life of The Mona Lisa, (DVD), BBC TV, RENTRAK, 2004.
9同書、557頁。2008 年 1月 16日付け外電の伝えるアゴスティーノ・ディ・ヴェスプッチはマキャヴェッリの
助手で、レオナルドの鏡文字の文章を清書していることが知られている。
10チャールズ・ニコル『レオナルド・ダ・ヴィンチの生涯；飛翔する精神の軌跡』、白水社、2009 年、492 頁。
Janice Shell and Grazioso Sironi, »Salai and the Leonardo’s legacy«, Burlington Magagine, (133), 1991, pp. 95-108 ; 
ミラノ古文書館に関する上記論文はエヴェリン・ウェルチ女史 (Dr. Evelyn Welch)の発見と同様の内容
168
メルツィの《モナ・リザ》と山岳風景素描





山々であることが明瞭に判る (図 VII2-6) 。そしてこの山々は、レオナルド晩年の愛弟子だった
フランチェスコ・ダ・メルツィの家郷、ヴァプリオ・ダッタから見られるもので、ウィンザー





オリジナルではさらに曖昧にしか描かれていないが、ガラーテ湖西岸のバッロ山 (図 VII2-10) と





あたり、左側の峰の奥にはグリーニェ山塊の主峰、グリーニャ山 ( 図 VII2-6) が聳えている。
アトランティコ紙葉 740r-v ( 図 VII2-18) に残されている地図は、1511 年 1月にレオナルドが
この辺りを踏査したときのもので、ルイジ・ジュゼッペ・コナートはレオナルドがグリーニェ











 11 Kenneth Clark, A Catalogue of the Drawings of Leonardo da Vinci, in the Collection of His Majesty the King 
at Windsor Castle (2 volumes), London- New York & Toront, Cambridge at the University Press, 1935, vol. I p. 54. 
12  Luigi Giuseppe Conato, »Elementi del paesaggio lecchese e Leonardo: ipotesi e suggestioni«, cit in Studi 
Vinciani in memoria di Nando de Toni, Ateneo di scienze lettere ed arti centro ricerche Leonardiane, Stamperia 
Fratelli Geroldi, Brescia, 1986, pp. 195-210.「カライア・デル・フェッロ」は鉄の街道という意味である。
13 ibidem.




Kenneth Clark,  ibidem, 2nd ed., revised with the assistance of Carlo Pedretti, London, Phaidon Press, 1968-69,
第二版では上記初版で番号順に切り離されて表示されていた図版が、元の紙葉の状態に戻して掲載されている。 
16 Kenneth Clark,  ibidem, Windsor12284.
17 Luigi Giuseppe Conato (1986), op. cit. 68 頁参照のこと。






紙葉 12411 の下部にウィンザー紙葉 12413 がぴったりと嵌るので、本来一つの素描であった
ことが判る。ウィンザー紙葉 12411 には横から見たバッロ山が描かれており、ガラーテ湖の






には、ウィンザー紙葉 12411 と 12413 に描かれていたバッロ山 ( 図 VII2-10) と手前のレッコ
渓谷が描かれたものとすることができる。レッコから見たバッロ山北側の三分の一を岩の柱状
節理に沿って切除した形で描かれており、その右にウィンザー紙葉 12409 ( 図 VII2-9) の風景
が入れられているので、グリーニェ山塊の素描の制作時にレオナルドに帯同した弟子以外に、
この複製画の制作者はいないであろう。
























レオナルドを崇拝しているように、レオナルドの素描には寓意像 ( 図 VII2-11) やエンブレムが
多数残されている (図 VII2-12)
20。ウィンザー紙葉12641 ( 図 VII2-13) が、ベルリンのダーレム





　プラドの《モナ・リザ》の複製画 ( 図 VII2-2) とルーブルの 17世紀の模写 ( 図 VII2-3) には、

















19 The Dictionary of Art, edited by Jane Turner, 34 vol. 1996, London, Macmilan Publishers Limt.; “Pietro Liberi”の項。
20 チャールズ・ニコル『レオナルド・ダ・ヴィンチの生涯；飛翔する精神の軌跡』、白水社、2009 年、586 頁。
A. E. Popham, The drawings of Leonardo da Vinci, (compiled, introduced & annotated, London, Jonathan Cape, 
First ed., 1946), Revised with a new introductory essay by Martin Kemp, London, Pimlico, 1994.
21 Leonardo da Vinci, Corpus of the anatomical studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, 






26 Leonardo da Vinci, Treaties on Painting, translated and annotated by A. Philip McMahon with an introduction by 
Ludwig H. Heydenreich, Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 1956, p. 65, § 119.
27 Jean Paul Richter, The Literary Works of Leonardo da Vinci: compiled and edited from the original manuscripts, 
3rd ed. with introduction and additional notes by C. Pedretti, (2 vol.), London, Phaidon Press, 1970, II, p.359, §1444.
28 アトランティコ紙葉167r-b の「幾何学遊戯」はホイヘンス稿本第七葉の「円」と「正方形」を再検討したもの。
向川惣一、本書第二章「レオナルドの人体比例理論と問題の発見」、第二・三節 30-50 頁を参照のこと。

















高さは網目格子 30箇分に相当する 26。この 30 目盛で捉えるグラティコラの「網目格子」は
スフォルツァ期のホイヘンス稿本第七葉に使われていたはずで、《ウィトルウィウス的人間像》 
( 図 II3-2) の原形からチェザリアーノ版での「正方形に従う人間 」( 図 II2-5) が導かれるので、
底辺のアーモンド形の円弧と《モナ・リザ》の身体を囲む円弧の半径が同じ大きさになって、
グラティコラの「網目格子」に外接する円が背景部の正方形に対して   √2 ×√3        4  、即ち 0.61237...
となり、黄金比の近似値を検討したものと言える ( 図 II3-3) 。




















































33《ジネヴラ・デ・ベンチの肖像》裏のエンブレムに “ VIRTUTEM FORMA DECORAT”という銘が描かれてい る。
レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展カタログ (2011) 、96-97 頁。
34アルナルド・ブルスキ『ブラマンテ：ルネサンス建築の完成者』稲川直樹訳、中央公論美術出版、平成 14年、13頁。
35 Leonardo da Vinci, (tr. A. Philip McMahon, 1956),  op. cit, vol. 1, pp.3-4, § 1. 















言える。「絵画は学問か否か」 (Se la pittura è scientia o no)は、『絵画論』第一書「詩と絵画に
ついて」の冒頭に掲げられた命題で、レオナルドの「絵画学」(scienza della pittura)の主張と
「絵画の原理」が実際の作品に対照される例である。以下にこの命題の内容を示す。















































38  Erwin Panofsky, Meaning in the Visual Arts, Garden City, N. Y., 1955, (Chicago, Chicago University Press, 1982).
39  向川惣一「レオナルドのパラゴーネにおける「神聖比例」の解釈について」、『美術史』第 152 冊、平成 14年、
282-296 頁。 本書第三章第一節 52-67 頁に収録。
40  Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, scritte da Giorgio Vasari, pittore aretino, 
con nuove annotazioni e commenti di Gaetano Milanesi, tomo VI, Firenze, Sansoni, 1906 (ripr. 1973), p.  599-621.
41  «scientia de equiparentia»、マドリッド手稿 II 第一一二表を参照のこと。
42 Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti la vita e le opera di Leonardo da Vinci, Milano, 1919: no. 107-8.
43 James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of 
the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele 
and Carlo Pedretti, (3 volumes), London, Johnson Reprint, 1979 and 1980, pp.894-904.
44  ibidem.
45 Arnaldo Bruschi, Bramante, London, Thames and Hudson Ltd., 1973 and 1977, (Gius. Laterza & Figli Spa, 






1998 年、609-632 頁。本書第一章第一節、2-8 頁および第五章第三節、116-126 頁に収録。
2 Erwin Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s Art Theory; The Pierpont Morgan Library Codex 
M. A. 1139«, Studies of the Warburg Institute, ed. by Fritz Saxl, vol. 13, London, 1940 (repr. 1976).
3 Carlo Pedretti, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts by Jean 
Paul Richter; Commentary, Oxford-New York, Phaidon Press, 1977, pp.48-75.


































年、98-113 頁｡本書第二章第一節 18-29 頁に収録。






12  Gothic Design Techniques: The Fifteenth –Century Design Booklets of Mathes Roriczer and Hanns Schmutter-
mayer, Edited, translated, and introduction by Lon R. Shelby, London and Amsterdam, Southern Illinois University 















　パリ手稿 Bの正多角形は、ホイヘンス稿本第七葉 ( 図 II2-3) の人体を規定する円に内接する
正多角形と関連づけられるもので、この人体を取り囲む正方形はペドレッティがジロラモ・
フィジーノ作としたカルロ・ウルビーノのオックスフォード紙葉 (図 II2-17) と極めて 明確な
結びつきを示している。両紙葉の人体を規定する「円」と「正方形」が同じ比率になるので、















14 «scientia de equiparentia»（等量学）はタイトルとしてマドリッド手稿 II 第一一二葉表の冒頭に使われている。
15 Francesco di Giorgio Martini, Trattati di architettura, ingegneria e arte militale; Il Cod. Ashburnham 361, Biblioteca 
Laurenziana, Firenze, c1490, ed. Corrado Maltese e tr. diplomatica Pietro Marani, Milano. 1967.／フランチェスコ・
ディ・ジョルジョ・マルティーニ『建築論』ピエトロ・マラーニ翻刻校訂、日高健一郎訳、中央公論社、1991 年。
16本書第一章のホイヘンス稿本第一葉の翻刻、オックスフォード紙葉の上部のタイトルの記述を参照されたい。
17 A Patristic Greek Lexicon, ed. by G. W. H. Lampe, D.D., Oxford, Oxford University Press, 1976, p. 1284.
18本書第二章第 三節 42-50 頁を参照のこと。
19 Erwin Panofsky (1940), op. cit. p. 117; パノフスキーの「ホイヘンス稿本」解釈がその典型になっている。
20 Kenneth Clark, A Catalogue of the Drawings of Leonardo da Vinci, in the Collection of His Majesty the King at 





















受けるもので、身体各部の長さを直接対比させる線的 «tanto…quanto ~» ( ～相当の ...) 形式から
1500年代半ばには黄金比の等比数列のように無理数の «tanto…quanto ~»形式に変わっており、
「シンメトリア」概念そのものを支えるパラダイムが変化したことに気づく。従来の記述では






第一一八葉表や第一一七葉裏だけでなくウィンザー紙葉 12700r ( 図 VIII-1) やアトランティコ
手稿にも見られるので 1503 年から 5年頃のものと推定される 20。
179
21 Klaus Irle und Klaus Schröer,  “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie, Muster, 
Waxmann Verlag, 1998.
22 本書第一章第二節、9-16 頁を参照のこと。 
23 本書第二章第二節「レオナルドのウィトルウィウス的人間像の変遷」、30-50 頁を参照のこと。
24  Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti la vita e le opera di Leonardo da Vinci, Milano, 1919: no. 107-8.
25従来から「等量問題」 (scientia de equiparentia) とされてきたが、「シンメトリア」とは考えられていなかった
26 James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of 
the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele 























呼ばれている問題 (図 VII2-17) で、どうやら我々はギリシャ語の「シンメトリア」に相当する












27  Irle, Klaus und Schröer, Klaus,  “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie,  
Muster, Waxmann Verlag, 1998.
28レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、1975年、手稿II 第一一二葉表。
29同上、マドリッド手稿 II, 第一一八葉表。














フィオゲネシス」として筆者が既に解いていた命題だからオックスフォード紙葉 (図 II2-17) の
原図は「スフォルツァ絵画論」に含まれていたはずで、チェザリアーノ版の「円に従う人間」 
( 図 II2-4) はレオナルドの弟子の「天使の落書き」( 図 VI3-21) と同じ 1503 年から 5年頃だと













辺の長さを比較する 1490 年代初頭の線的 «tanto…quanto ~»( ～相当の ... ) 形式から、《最後の


























　チェザリアーノ版の「正方形に従う人間 」( 図 II3-3) が、「シンメトリアの理法」の説明で
描かれたレオナルドの原図 (図 II3-2) を反映することは、足許のアーモンド形が網目格子の枠の
長さの黄金分割の切片になることや、臍の高さが 30×30の網目格子を 4対 6に分割すること
から明らかだろう 36。ルネサンス期の多様な《ウィトルウィウス的人間像》に黄金比を使った
人物はレオナルド以外にはいないことも、この図がレオナルドに由来すること示している 37。
更に、「ヴァッラルディ手稿」( 図 II3-4) のレオナルド派のイクゼンペダ・システムの格子縞が
この網目格子に対応しているので、レオナルドの初期の人体比例研究のウィンザー紙葉 12601 
( 図 III1-1) と直接結びついてくる
38。
32  Klaus Irle und Klaus Schröer, “Ich aber quadriere den Kreis...”─ Leonardo da Vincis Proportionsstudie,  
Muster, Waxmann Verlag, 1998.
33森田慶一訳『ウィトルウィウス建築書』、第三書第一章、東海大学出版会、1979年。本書第二章18-50頁参照
34 James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, Corpus of 
the Anatomical Studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, edited by Kenneth D. Keele 
and Carlo Pedretti, (3 volumes), London, Johnson Reprint, 1979 and 1980, pp.894-904.
裾分一弘『レオナルドの手稿、素描・素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年、資料編 225 頁。
35 Giorgio Valla, De expetendis et fugientendis rebus ... , 1501, cit. in James E. McCabe (1979 and 1980), ibidem. 
36本書第二章第二節 30-41 頁表１および第三節 42-50 頁を参照のこと。
37 “Leonardo da Vinci; L’ “Angelo incarnato”& Salai,  catalogue by Carlo Pedretti, Cartei & Bianchi Publishers, Foglino 
(Perugia), 2009, p. 89.
38James E. McCabe, »The Geometrical Studies on The Anatomical Sheets«, cit. in Leonardo da Vinci, op. cit.1979 
and 1980, pp.894-904.
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41 Carlo Pedretti, Commentary on The Literary Work of Leonardo da Vinci by Jean Paul  Richter. Oxford, Phaidon, 
1977, vol. II, p. 348, (Richter, § 1444).「根の乗法について、ルカ師に尋ねること」 
42  Claudio Sgarbi, »A Newly Discovered Corpus of Vitruvian Images«, RES: Anthropogy and Aethetics 23,  1993, 31-51.
43  Luca Pacioli, De divina proportione, Venezia, Paganinus, 1509 (Tokyo, repr. Bunryuu, ca.1986). folio 1 foreword
44 Carlo Pedretti (1977), op. cit., vol. II, p.374. また Richter原著の次のセクションを参照： §1501.
45  ibidem, pp.353-4 et p.369.：Richter原著の§§ 1421, 1471, 1501；本書第二章二節 34頁表１を参照のこと。











(scientia de equiparentia) で検討していることが判る 49。





理法」を検討したものと推定される 50。これらはウィンザー紙葉12280r ( 図 II2-2) の「アルキ
メデスは曲がった辺で決して図形を正方形にはしないが、しかし私は寸分違わず円を正方形に















47  向川惣一 「 美術解剖学概論のために：原形からの一考察」『札幌市立高専紀要』第8号､平成 11年、1-23頁
48レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、1975年。
49 August Marinoni, cit. in Ladislao Reti, The unknown Leonardo, Maidenhead, England, McGraw-Hill Bk. Com., 
1974, pp. 56-85.／ラディスラオ・レティ編著『知られざるレオナルド』山田智三郎他訳、岩波書店、1975 年。
50レオナルド・ダ・ヴィンチ、上掲書、1975 年、手稿 II 第一一二葉表 、手稿 II 第一一八葉表。
51 Kenneth Clark, A Catalogue of the Drawings of Leonardo da Vinci, in the Collection of His Majesty the King at 
Windsor Castle (2 volumes), London- New York & Toront, Cambridge at the University Press, 1935. vol.1, p. 4. 
52 Klaus Irle und Klaus Schröer (1998),  op. cit. 
53 Francesco di Giorgio Martini (1967), op. cit. et  Carlo Pedretti (1977) op. cit., §§1421, 1471 et 1501を参照のこと。
54 Leonardo Fibnacci, La pratica di geometria; Volgarizzata da Crisofano di Gherrdo di Dino cittadino pisano Dal 
































2 Frank Zöllner, Vitruvs Proportionsfigur. Quellenkritische Studien zur Kunstliteratur des 15. und 16. Jahr-hunderts, 
Worms, Wernersche Verlagsgesellschaft, 1987., SS. 334-352.
3 Irma A. Richter, Book review for E. Panofsky, »The Codex Huygens and Leonardo da Vinci’s art theory«, The 
Art Bulletin, XXIII, 1941, pp. 335-8.
4 Luca Pacioli, De divina proportione, Venezia, Paganinus, 1509 (Tokyo, repr. Bunryuu, ca.1986). folio 1 foreword: 
献辞に次の記述がある。“hauendo con tutta diligentia al degno libro di pittura e movimenti umani posto fine.”
5  Carlo Pedretti, Commentary on The Literary Work of Leonardo da Vinci by Jean Paul Richter. Oxford, Phaidon, 
1977, vol. I, pp. 76-82；裾分一弘（平成 16年）、前掲書、458-462 頁。
185
6 裾分一弘（平成 16年）、前掲書、458-462 頁：ペドレッティの紹介する「絵画と彫刻」比較論に関するロマッツォ
の引用は長いので、巻末に資料として裾分一弘教授の翻訳を掲載させて頂いた。
7 Pedretti (1977), op. cit, vol. II, p.67: Benvenuto Cellini, Discorso dell’architettura: 
‘Questo libro era di tanta Virtù e di tanto bel modo di fare, secondo il mirabile ingegno del detto Leonardo …… 
sopra le tre grandi arti, scultura, pittura et architettura …… infra l’altre mirabile cosa che erano in suo esso, 
trovai un discorso della prospettiva, il più bello che mai fusse trovato da altro uomo al mondo, perchè le regole 
della prospettiva mostrano solmente lo scortare della longitudine, e non quelle della latitudine e altitudine. Il detto 
Leonardo aveva trovato le regole, e le dava ad intendere con tanta bella facitlità et ordine, che ogni uomo che le 
vedeva ne era capacissimo’. 

































平成 10年、609-632 頁。本書第一章第一節、2-8 頁。および第五章第二節、112-115 頁に収録。 
10「数学者でない者に、私の原理を読ませてはならない」“n
_
ο mi leggha, chi non è matematico, nelli mia pr
_
ι   cipi.”
11  Carlo Pedretti (1977), op. cit.,vol.I, p.69.
12 この問題からレオナルドは「円に従う人間」と「正方形に従う人間」に分けて考えていたと推定される。




ことを示し 9、レオナルドの「絵画学」(scienza della pittura)の幾何学的諸原理として、各章で
この作図システムから導き出されるものを具体的に示してきた。裾分一弘教授の研究 から、
レオナルドが「絵画学」を自然科学と同じ実証的学問と捉えていたことは知られてはいても、








«tanto…quanto ~»( ～相当の ... ) 形式に転換して解釈したものと考えられる。オックスフォード




纏めており、パリ手稿B第十二葉裏から第十四葉表で円に内接する正多角形 (図 II2-11～14) と














14 Boethius, Anicius Manlius Severius, Opera, Veneztijs, 1491-2, folio 181rect, et Euclidis, Elementa, (IV, §1,3).
15  Leon Battista Alberti, Della pictura, a cura di Luigi Mallè, Firenze, G. C. Sansoni, 1950, p.71
16篠塚二三男「レオナルド・ダ・ヴィンチの素描《マギの礼拝》背景図の空間構成：その遠近法と数理秩序の解明」、
『芸術学論叢』第 10号、別府大学、1991 年。「移動遠近法」は篠塚教授の用語で、「移動距離点法」と同じもの。
17 Sigeru Tsuji, »Four Principles of Perspective: Looking at the C Segments«, Zeitschrift für Kunstgeschite, (59. Band), 
München, Deutscher Kunstverlag, 1996, Heft 1, pp. 63-77.
18片桐頼継「レオナルドの《三博士礼拝背景素描》：その作図法の性質について」、『武蔵野美術大学研究紀要』23号、
1992 年、13-19 頁。
19向川惣一 ( 平成 10年 ) 、上掲書。  
20向川惣一 、本書第 四章第一節、78-83 頁。
































22 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto A-M, Trascrizione diplomatica e critica 
di Augsto Marinoni edizione in facsimile sotto gli auspici della Commisione nazionale Vinciana e dell’Institut 
de France, Firenze, Giunti Barbèra, 1986-90：レオナルド・ダ・ヴィンチ『パリ手稿』（A手稿）、裾分一弘・西山
重徳訳、岩波書店版、1995 年。
23本書第四章 78-100 頁および第五章 102-126 頁
24 Martin Kemp, Leonardo da Vinci; The Marvellous Works of Nature and Man, Cambridge, Massachusetts, 




27「解剖手稿」K/P116 裏、ウィンザー紙葉 19118v:; “n
_
ο mi leggha, chi non è matematico, nelli mia pr
_
ι   cipi.”
この記述はレオナルドがミラノに戻った 1508 年から 1510 年頃の記述。































29 向川惣一、本書第四章第三節 90-100 頁および第五章第一節 102-111 頁を参照。
30裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年。390-1 頁。
裾分教授の指摘はマドリッド手稿 II 第四十八葉裏にあって、アンギアーリ期でもこの比率が使われていた。
31レオナルド・ダ・ヴィンチ 『パリ手稿 A』アウグスト・マリノーニ解説 , 裾分一弘他訳 , 岩波書店 , 1989年、42頁。
32本書第四章第三節、特に 90-94 頁を参照。










アルベルティが  «superbipartienti» と呼ぶ黄金分割を使ったが、格天井の拡大部分の桟のずれは
チェザリアーノ版の近似的黄金比に１を加えた 1.61237... か逆数の 
      4 _______

























36 Catalogo della mostra “Leonardo e l’incisione; Stampe derivate da Leonrdo e Bramante dal XV al XIX secolo, a 
cura di Clelia Alberci, schede di Mariateresa Chirico De Biasi,  Leonardo a Milano dal 1482 al 1982, Milano, p.50 .
37本書第四章第二節、84-89 頁。
38 V. P. Zubov, Leonardo da Vinci, trs. David Kraus, Cambridge, Massachusetts, Harvard Uni. Pr., 1968, pp. 47-49.
39レオナルドの蔵書目録はマドリッド手稿 II 第二葉裏・第三葉表の見開き頁に書かれたものが有名で、その他に
アトランティコ紙葉 210r-a の 1490 年頃の目録と失われたワイマール紙葉に書かれた若干のリストがある。
40本書同上、84-89 頁。
41 Rudolf Wittkower, »Brunelleschi and ‘Proportion in Perspective’«, Journal of the Warburg and Caurtauld Institutes, 
London, vol. 16, 1953, pp. 257-291, esp. n. 18.



































44篠塚二三男 (1991 年 ) 、前掲書。
45  Sóici Mukôgawa, »Leonardo da Vinci’s Proportion Principle in The Last Supper; a study of the golden section on 
his linear perspectives«, cit. in Proceedings of ICDES 2005, Wien, 2005, pp.99-104.／向川惣一、本書 78-83 頁、
46レオナルド・ダ・ヴィンチ 『 パリ手稿 A』アウグスト・マリノーニ解説 , 裾分一弘他訳 , 岩波書店 , 1989年





































50 Francesco di Giorgio Martini, Trattati di architettura, ingegneria e arte militale; Il Cod. Ashburnham 361, Biblioteca 
Laurenziana, Firenze, c1490, ed. Corrado Maltese e tr. diplomatica Pietro Marani, Milano. 1967.／フランチェスコ・
ディ・ジョルジョ・マルティーニ『建築論』ピエトロ・マラーニ翻刻校訂、日高健一郎訳、中央公論社、1991 年。
レオナルドがこの手稿を入手したのは、マルティーニの死後 1501年頃とされている（本書 65頁、178 頁参照）。
51裾分一弘『レオナルドの手稿、素描・素画に関する基礎的研究』（研究編・資料編）、中央公論美術出版、東京、
















という記述がそれに呼応しており、1503-4 年および 1506-7 年のパリ手稿 K3 第一〇九葉裏の
ウィトルウィウスに関するメモが現在の《マギの礼拝》に結びついてくる。1503-4 年のパリ
手稿 K1-2の記述はフランチェスコ・ディ・ジョルジョ・マルティーニの手稿からレオナルドが
マドリッド手稿 II 第八十一葉表に熱心に転写しているから、「等量学」(scientia de equiparentia)













































52  Zubov, Leonardo da Vinci, trs. David H. Kraus, Cambridge, Massachussets, Harvard Uni. Pr., 1968. p.100-4.
53  J.H.Randall (Jr.), »The Development of Scientific Method in the School of Padua« cit. in The Renaissance 
Philosophy of Men, ed. E. Cassirer, P. O. Kristeller and J.H. Randall, Chicago, 1948, pp.47-143.
54  Leonardo da Vinci, I codici di Madrid: Tratados varios de Fortificacion Estatica y Geometria Escritos en Italiano,
1491, Biblioteca Nacional de Madrid, Library number 8936 / 8937, Introduzione e commento di Ladislao Reti, 5 vols., 
Firenze, Giunti Barbèra, 1974.／
レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』裾分一弘・久保尋二訳、岩波書店、1975年。
55本書第二章第二節、30-41 頁。
56 Pedrett(1977), op. cit.,  vol. 1, p.67.
Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci on Painting: A Lost Book (Libro A), Reassembled from the Codex Vaticanus 
Urbinas 1270 and from the Codex Leicester, London, Peter Owen, 1965.
194
57 2008 年 1月 16日づけの外電に、ハイデルベルク大学図書館所蔵の古文書アゴスティーノ・ベスプッチの蔵書、
キケロ『家族への書簡集』余白にレオナルドがジョコンド夫人を描いていることが記述されている。
58 Giorgio Vasari, Le Vite de’più eccellenti pittori, scultori ed architettori, da Giorgio Vasari, pittore aretino, con 
nuove annotazioni e commenti di Gaetano Milanesi, (in Le Opere, Firenze, Sansoni, 1906), riproduzione, 1973.／
ジョルジョ・ヴァザーリ『ルネサンス画人伝』平川祐弘他訳、白水社、1982 年。
59 本書第七章《モナ・リザ》とその構図、156-174 頁。
60 Carlo Pedretti (1965), op. cit.


























ナルドが追加したものであり、描画指針としての稿本の性格を表した “Lineamenti della forma 
humana guidati della verità et semplicità del compasso” （コンパスにより導かれる単純で確かな
人の姿の基本）が、第一葉ではなく第八葉に書かれていることもそのことを物語っている 61。
オックスフォード紙葉 (収蔵番号 0012,図 II2-18) がホイヘンス稿本第一葉に直されて、三方向














レオナルドの《ウィトルウィウス的人間像》の原形 (図 II3-2) から導かれるものであって、当時
レオナルドが取り組んでいた「シンメトリアの理法」から 導かれた「幾何学遊戯」(Ludo geo-






















63 10 の 1目盛はウィンザー紙葉 12601 と《最後の晩餐》および《マギの礼拝》 背景図の移植に使われている。
64  Leonardo da Vinci ((tr. A. Philip McMahon, 1956),  op. cit, vol. 1, p. 65, § 119, vol. 2 Facsimili, folio 42v.
グラティコラの「網目格子」はチェザリアーノ版《ウィトルウィウス的人間像》の縦横 30×30に相当する。
65 Catalogue of the exhibition “Saint Anne Leonardo da Vinci’s Ultimate Masterpiece”, Edited by Vincent 
Delieuvín, Musée du Louve, Paris, 2012 & Officina Libraria, Milan, 2012. 
66「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展カタログ、カルロ・ペドレッティ＋木島俊介＋アレッサンドロ・ヴェッ
ツォージ著、毎日新聞社、2011 年。その作品を《アイルワースのモナ・リザ》(図 VII1-12) とする説がある、
196
1 第三章第二節を参照のこと； アルベルティ『絵画論』三輪福松訳、中央公論美術出版、昭和 46年、27頁。
2 第三章第一節を参照のこと； 裾分一弘 (平成 16年 )、上掲書、390-8 頁。
3  Frank Zöllner (1989),  op. cit., SS. 334-352.
4  Jean Paul Richter,  The Literary Works of Leonardo da Vinci: compiled and edited from the original manuscripts, 

















と同時 (in un medesimo tempo) に音楽的調和比例と黄金比の等比数列が成立するからである。
レオナルドの独創性は、ウィトルウィウスの伝える古代ギリシャの「シンメトリアの理法」に 
«superbipartienti»、即ち黄金比を当て嵌めたことである。














5  Luca Beltrami, Documenti e memorie riguardanti, La vita e le opere di Leonardo da Vinci, in ordine cronologico, 
Milano, Fratelli Treves Editori, 1919.
6 2008 年 1月 16日づけの外電に、ハイデルベルク大学図書館所蔵の古文書アゴスティーノ・ベスプッチの蔵書、
キケロ『家族への書簡集』余白にレオナルドがジョコンダ夫人を描いていることが記述されている。
7 Carlo Pedretti (1977), op. cit., vol, II, pp.353-4 et p.369 ; Richter原著の§1421, §1471, §1501. を参照のこと、 
Carlo Vecce, cite in Catalogue of the exhibition  “Leonardo da Vinci; L’ “Angelo incarnato”& Salai,  catalogue by Carlo 
Pedretti, Cartei & Bianchi Publishers, Foglino (Perugia), 2009, pp. 371-4.で、カルロ・ベッキはムンバイ湾のガラポール
島にあるシバ神のための石窟寺院、Elephanta寺が西洋人に知られた時期はドン・F・アルメイダがムンバイ湾に































場合はなおさらのことである。    　　　　（アランデル手稿表紙扉）
198
8 Luca Pacioli  (1509), ibidem.
9 ホイヘンス稿本第七葉の「正方形」と「小円」の面積の差が 0.01240...(1.24%)で当時の円周率の誤差に収まる。
10  Claudio Sgarbi, »A Newly Discovered Corpus of Vitruvian Images«, RES: Anthropogy and Aethetics 23,  1993, 31-51.
11  Luca Pacioli, De divina proportione, Venezia, Paganinus, 1509 (Tokyo, repr. Bunryuu, ca.1986). folio 1 foreword
12 Carlo Pedretti (1977), op. cit., vol. II, p.374. また Richter原著の次のセクションを参照： §1501.
13 Claudio Sgarbi, op. cit. 1993,, 31-51.45 Claudio Sgarbi, op. cit. 1993,, 31-51.
14 Leonardo da Vinci, I Manoscritti dell’Institut de France, Il Manoscritto K2 26, Firenze, 1986-90.







接するタイプであって、ホイヘンス稿本第七葉の解析図 ( 挿図 -8) で見てきたように、人体を
囲む「小円」の面積に「正方形」を等しくするように設定していたはずである。
　筆者は、ホイヘンス稿本第七葉とオックスフォード紙葉の「大円」、即ちウィトルウィウス















　パリ手稿 Kの K1 , K2とマドリッド手稿 II の「等量学」(scientia de equiparentia) と呼ばれる
扇形の求積法は 1503 年頃の幾何学研究だが、ここで注意しなければならないのはパリ手稿 K2
第二十六葉裏 ( 図 II1-9) に、ユークリッドの『原論』第二巻の命題11で定義された外中比から
導かれる黄金分割の作図が含まれていることである 14。更にまた、パリ手稿 K3が1507年頃に





16 Leonardo da Vinci, Corpus of the anatomical studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle, 
edited by Kenneth D. Keele and Carlo Pedretti, (3 volumes),  London, Johnson Reprint, 1979 and 1980.／
レオナルド・ダ・ヴィンチ『解剖手稿』カルロ・ペドレッティ +ケネス・D・キール解説；ピエトロ・C・マラー
ニ翻刻、 山田致知日本語版監修、裾別一弘他翻訳、岩波書店、 1982年。K/P116 表、ウィンザー紙葉 19118v.
17  向川惣一 (1991) 、同書。このアナロギア ( ’α  ναλ′ο για ) はユークリッドの「相似」の概念と同じものである。
18裾分一弘（平成 16年）、前掲書、研究編 410-445 頁。
19裾分一弘（平成 16年）、前掲書 Lomazzo, Giovanni Paolo, Trattato dell’Arte de la Pittura, (Milano, Gottardo 
Pontio, 1587), Hildesheim, Giorgi Olms Verlagsbuchhandlung, 1968.
レオナルドの学問と絵画の «virtò» 
　筆者の研究は、ヴェネチア・アカデミア美術館所蔵の《人体権衡図》 から始まっているが、
本書の研究を通じて 1508 年から 10年頃の頃とされているウィンザー紙葉 19118v の記述が
レオナルドの《人体権衡図》 と密接な関連を持つことが明らかになったと言えるであろう 16。
「数学者でない者に、私の原理を読ませてはならない」“n
_ο mi leggha, chi non è matematico, nelli 
mia pr
_
ι   cipi.” という記述が、レオナルドの《ウィトルウィウス的人間像》と結びつくことから、
レオナルドが「私の原理」(mia pr
_



























20裾分一弘（平成 16年）、同書、研究編 458-462 頁。
21 レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展カタログ (2011 年 ) 、96-97 頁。《ヴァッラルディ家のモナ・リザ》
についての作品解説はカルロ・ペドレッティによる。
22 Leonardo da Vinci (tr. A. Philip McMahon, 1956, op. cit., vol. 1,  p. 65, § 119; パリ手稿A第一〇四葉表 (Ash. II-24).
23裾分一弘（平成 16年）、同書、資料編 225 頁。
24レオナルド・ダ・ヴィンチ「解剖手稿」K/P128 裏ウィンザー紙葉 19415v 、裾分一弘（平成 16年）、資料編 230 頁。
















これが最大の根拠だが『絵画論』第二書の「画家の規範について」(De precetti del pittore) の
グラティコラの「網目格子」の記述が当て嵌まって、ウィトルウィウスの「円」がこの両脇の
円柱を含めると出現して、それがレオナルドの「原理」を示しているからである (図 VII1-2) 。
グリエルモ・マンツィ以前には「ウルビーノ稿本」は誰でも読める訳でなく、アシュバーナム
手稿 II 紙葉 24r も鏡文字のために、この絵の制作年代とされる17世紀 以前にグラティコラの
「網目格子」を描き入れることができる者はメルツィ以外に居ないからである 22。
　レオナルドの手稿には日常の出費以外ほとんど日付が無いのだが、それでも大切なことには
日付を入れている。一例として、1504 年 11 月 30日の「聖アンドレアの夜」23の記述が特に
有名だが、それと似たような性格を持つものが「私は二つの曲線の辺をもつ角について、即ち
角 e の如き等しい彎曲度、つまり同一の円から生じた等しい彎曲度をもつ角について、それを
求積することを長い歳月をかけて求め続けてきたが、今 1509 年 5 月 1 日の前夜，日曜日 22
時，この課題を解いたのであった」というウィンザー紙葉19145v ( 図 VIII-2)24で、ウィトルウィ
ウスの伝えた古代ギリシャの「シンメトリアの理法」に 関してレオナルドが行なった幾何学
研究 25を絵画作品や「絵画学」(scienza della pittura)など他の領域と結びつける試みは未開拓






27向川惣一、 本書第二章第二・三節30-50頁。1490年代末の《ウィトルウィウス的人間像》の原形 (図 II2-19) は、
「小円」と「正方形」を同じ面積にする「シンメトリアの理法」として考案されたが、未だ不完全なままだった。
28上掲註24。本書終章第一節 176-83 頁を参照。 
29レオナルド「解剖手稿」K/P121 表ウィンザー紙葉 12280r 、円周率についての翻刻参考図 ( 図 II2-2) を参照。









geometrico)に取り組んではいるが、筆者の解析図 ( 図 II3-1) から明らかなようにレオナルドの





   √2 ×√3 






　レオナルドの《人体権衡図》 ( 図 II1-1) を従来通り 1490 から 92 年頃とすると、 この素描と
1509 年 5月 1日のウィンザー紙葉 19145r の間に 20年近い隔たりがある。《人体権衡図》を
制作年代の項で示したように 1508年から 9年前半とするとこの隔たりは無くなり、イーレと
シュレーア研究のウィンザー紙葉 12280r も時期が重なってくる 29 。 アルキメデスの「円」の
面積も《人体権衡図》に結びつけられるので、「幾何学遊戯」(Ludo geometrico)  ( 図 VII2-17) が
遊びでなく、幾何学的「等量問題」からウィトルウィウスの「シンメトリアの理法」が解ける
とレオナルドが確信していたことを示している。この場合、1480 年代末の 単純な調和比例の 
«tanto…quanto ~» ( ～相当の ...) 形式でなく、ユークリッドの「取崩し法」を使ってウィンザー
紙葉12658v ( 図 VIII-4)30で ウィトルウィウスの「円」の面積を、正方形の外接円と内接円の
比例中項から解いているから、レオナルドの人体比例論がここで最終的なパラダイムに到達し












我々は、直角三角形の斜辺の長さが x2 + y2  = z2で与えられることを知っているが、この式を



























32 Carl Benjamin Boyer, A History of Mathematics, Princeton, New Jersey, Princeton Uni. Press, 1985,  p. 387-8.
33  Rudolf Wittkower, Architectural Principles in the Age of Humanism, London, Alec Tiranti Ltd., 1967, pp. 132-42.
34 Anicius Manlius Severius Boethius, Musicae, Veneztijs, 1491-2, ( 金沢工業大学所蔵インキュナブラに収録 ).
35向川惣一「レオナルドの黄金分割と遠近法」、池上英洋編著『レオナルド・ダ・ヴィンチの世界』、東京堂出版、























































































 西暦  76  77   78  79   80   81   82   83   84   85   86   87   88   89   90   91   92   93  94   95   96  97
 年令  24   25    26    27    28     29    30     31    32    33     34    35    36     37    38    39     40    41    42    43    44    45
206
    　　　《ホイヘンス稿本第七葉》原図▼ 
      　　《オックスフォード紙葉》原図▼
 　 《受胎告知》従来の旧説▼          《受胎告知》 ▼
　《マギの礼拝》従来の旧説▼    
            　 《最後の晩餐》当初▼        ▼
         　　　 《最後の晩餐》  ▼現行
アトランティコ手稿
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    　　   解剖手稿 B
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       　　　M手稿
        　　　　　 I 手稿 
        　　　　　 L 手稿
上記の表と下記のレオナルドの手稿一覧については、カルロ・ペドレッティ教授と裾分一弘教授の以下の
著作を基にして制作している。上部の作品の制作期間は筆者の研究で取り上げた新たな見方を反映する。
Pedretti, Carlo, The Literary Works of Leonardo da Vinci compiled & edited from the original manuscripts 
by Jean Paul Richter; Commentary, Oxford, Phaidon Press, 1977.
裾分一弘『レオナルドの手稿、素描、素画に関する基礎的研究』、中央公論美術出版、平成 16年
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未完成《モナ・リザ》当初▼  　 ▼
　▼   　　　  《モナ・リザ》現行▼   　　　　    ▼
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第一章　レオナルドの『絵画論』とその比例理論 
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第二章　レオナルドの人体比例理論と問題の発見
図 II1-1　   レオナルド・ダ・ヴィンチ《人体権衡図》（アカデミア美術館、ヴェネチア）[34.3×24.5㎝] 
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図 II1-4 フラ・ジョコンド版ウィトルウィウス建築書「円に従う人間」 　  　　 [130]
図 II1-5 フラ・ジョコンド版ウィトルウィウス建築書「正方形に従う人間」 　  　　 [130]
図 II1-6　   チェーザレ・チェザリアーノ版ウィトルウィウス建築書    　　   [57]
図 II1-7　   スカモツッツィ『普遍的建築の理念』1615 年  　　　　  　　   [59]
図 II1-8 　  レオナルド《人体権衡図》比例の規準線上の黄金比の等比数列（向川、1991 年）
図 II1-9 　  「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」に基づくウィトルウィウス的人間像（向川、1991 年）
図 II1-10　 ユークリッドの黄金分割の作図（パリ手稿 K3-26v）    　　     [2]
図 II1-11    マドリッド手稿 II 第八十一葉表右上部分図、      　　    [8]
図 II1-12　 マドリッド手稿 II- 第八十葉裏、八十一葉 (マドリッド国立図書館、マドリッド )[21.2×15.2㎝] 　　    [8]
図 II1-13　 レオナルド《人体権衡図》「円」と「正方形」の作図方法
図 II2-1 クラウス・イーレとクラウス・シュレーアの研究 (1998 年 )              [80]
図 II2-2 ウィンザー紙葉 12280r（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）[49.2×32.9㎝]　 　        [2]
図 II2-3 ホイヘンス稿本第七葉（ピアポント・モーガン図書館）[19.0×13.4㎝]             [20]
図 II2-4 チェーザレ・チェザリアーノ版「円に従う人間」（「建築十書」、1521 年）  　　   [57]
図 II2-5 チェーザレ・チェザリアーノ版「正方形に従う人間」（「建築十書」、1521 年）  　　   [57]
図 II2-6 チェーザレ・チェザリアーノ版、ミラノ大聖堂ファサードのエレベーション：円と正多角形　　  [57]
図 II2-7 チェーザレ・チェザリアーノ版、ミラノ大聖堂採光塔のエレベーション図解：正三角形   　　 [57]
図 II2-8 ヴィラール・ド・オヌクール画帳                 [20]
図 II2-9 マテス・ロリツァー『ドイツ幾何学』( 正五角形の近似的作図法 )   　　   [74]
図 II2-10 マテス・ロリツァーのエレベーション図解     　　   [74]
図 II2-11 ハンス・シュムッテルマイアの図解     　　   [74]
図 II2-12 円に内接する正多角形（パリ手稿 B12v; [23.1×16.7㎝]）    　　     [3]
図 II2-13 円に内接する正六角形（パリ手稿 B13r; [23.1×16.7㎝]）    　　     [3]
図 II2-14 円に内接する正五角形（パリ手稿 B13v; [23.1×16.7㎝]）    　　     [3]
図 II2-15 円に内接する正五角形（パリ手稿 B14r; 23.1×16.7㎝]） 　   　　     [3]
図 II2-16 《最後の晩餐》習作素描と正八角形の作図法（ウィンザー紙葉 12542r-v; [26×21㎝] ）             [2]
図 II2-17 カルロ・ウルビーノ《人体比例習作》(inv  06771,クライスト・チャーチ図書館、オックスフォード )  [ 22]
図 II2-18 同上《ウィトルウィウス的人間像》(Inv. no. 0012、クライスト・チャーチ図書館、オックスフォード )   [ 22]
図 II3-1 ホイヘンス稿本第七葉とオックスフォード紙葉の比較解析図
図 II3-2 レオナルド・ダ・ヴィンチの《ウィトルウィウス的人間像》1490 年代原形の復元
図 II3-3 チェーザレ・チェザリアーノ版「正方形に従う人間」の幾何学的解析 
図 II3-4 レオナルド派「人体比例研究の素描」（ヴァッラルディ手稿、ルーブル美術館、パリ) 　　    [99]
図 II3-5  レオナルド《人体権衡図》基本尺度中央の黄金比の要素 √φ
図 II3-6 ジャコモ・アンドレーア《ウィトルウィウス的人間像》（アリオスト図書館、フェラーラ） 　　   [83]
図 II3-7  ミラノ大聖堂採光塔平面プラン：パリ手稿 B10r    　　     [4]
図 II3-8 集中形式教会堂建築プラン：パリ手稿 B17v, 18r    　　     [4]
図 II3-9 集中形式教会堂建築プラン：パリ手稿B18v, 19r     　　     [4]
図 II3-10 集中形式教会堂建築プラン：：㊧パリ手稿 B25v 、㊨アシュバーン手稿 I (Ms 2037)  5v,  　　     [4]
第三章 レオナルドのリテラルな記述とその問題点
図 III1-1 ウィンザー紙葉 12601（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）[21.3×15.3㎝]  　　     [2]
図 III1-2 ウィンザー紙葉 12637（同上）[17.7×14㎝]     　　     [2]
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図 III1-3 ヴェネチア・アカデミア紙葉 236 表（アカデミア美術館、ヴェネチア）[28.0×22.2㎝] 　　   [17]
図 III1-4　  ヴェネチア・アカデミア紙葉 236 裏（同上）     　　   [17]
図 III1-5 ヴェネチア・アカデミア紙葉 236 裏、解析図（向川、2003 年）
図 III1-6 ウィンザー紙葉 12601 、解析図（向川 , 2003 年）
図 III1-7 《人体権衡図》頭部の解析図（向川 , 2003 年）
図 III1-8   ウィンザー紙葉 19057（王立図書館、ウィンザー）[21.3×15.3㎝]   　　     [2]
図 III1-9　フランチェスコ・ディ・ジョルジョ・マルティーニ『建築論』   　　   [87]
図 III1-10　マドリッド手稿Ⅱ紙葉第 140 葉裏 ( マドリッド国立図書館、マドリッド )[21.2×15.2㎝]  　　    [5]
図 III1-11　アカデミア紙葉 236 表 　 ❶     　　   [17]
図 III1-12   ウィンザー紙葉 12601 　 ❷     　　     [2]
図 III1-13 アカデミア紙葉 236 裏 　 ❸     　　   [17]
図 III1-14　 《人体権衡図》アカデミア美術館      ❹
図 III2-1 ギベルティ《サン・ジョヴァンニ 洗礼堂東門》（フィレンツェ）：「天国の門」と呼ばれる。
図 III2-2 サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂（フィレンツェ）
図 III2-3 黄金分割によるギリシャ彫刻分析 ,（ツァイジング、1854 年）  　　　　　　     [131]
図 III2-4 《最後の晩餐》における８分の１のモジュールと黄金分割（向川、2007 年）
図 III2-5 《最後の晩餐》における調和比例の構図分析、ブラチャート 1971 年に基づく説明図（向川）　     [52]
図 III2-6　  《聖告》の空間構成（篠塚二三男、2006 年）    　　　　 　　    [154]
図 III2-7    「 距離点を示す四本の平行対角線」( サンパオレージ、1954 年 )  　 　    [108]
図 III2-8　 《マギの礼拝》背景図；平面図の再構成（篠塚二三男、1991 年）            [153]
図 III2-9      ボエティウス「音楽論」 (Opera, folio 181r): 金沢工業大学「工学の曙文庫」所蔵  　　   [48]
図 III2-10  外分割«superbipartienti» の図解とその翻刻（ボエティウス「音楽論」folio 181 部分） 　　   [48]
第四章　　レオナルドの《最後の晩餐》とパリ手稿Ａの線遠近法
図 IV1-1　 《最後の晩餐》（サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ修道院食堂、ミラノ）[420×910㎝] 　　   [85]
図 IV1-2 《受胎告知》（ウフィツィ美術館 , フィレンツェ）[98×217㎝]           [158]
図 IV1-3 《受胎告知》（ルーブル美術館 , パリ）[16×60㎝]            [158]
図 IV1-4  《マギの礼拝》（ウフィツィ美術館 , フィレンツェ）[246×258㎝]           [158]
図 IV1-5 《聖ヒエロニムス》（ウフィツィ美術館 , フィレンツェ）[102.8×73.5㎝]          [158]
図 IV1-6 《マギの礼拝》背景図素描（ウフィツィ美術館素描室 , フィレンツェ）[16.3×29㎝]
図 IV1-7 《マギの礼拝》背景図「平行対角線法」（篠塚二三男、1991 年）           [153]
図 IV1-8  マギの礼拝》背景図、幾何比例の解析（向川、1994 年）
図 IV1-9 《最後の晩餐》音楽的調和比例の 1/12 モジュール格子（トーマス・ブラチャート、1971 年）  　 [52]
図 IV1-10 ブラチャート分析の再検討（向川、2005 年）
図 IV1-11 バルチーロン修復の下絵の罫引線（2001 年）               [42]
図 IV1-12 黄金比の比率で拡大した格天井（向川、2005 年）
図 IV1-13 内部空間のための等角投影図（向川、2005 年）
図 IV1-14 内部空間の展開図（向川、2005 年）
図 IV1-15 マドリッド手稿 II 第四十八葉裏 部分 ( マドリッド国立図書館、マドリッド )[21.2×15.2㎝] 　　     [8]
図 IV1-16 アランデル手稿 153 r （大英博物館、ロンドン）[19×12.5㎝]   　　     [9]
図 IV2-1 《最後の晩餐》ポンテ・カプリアスカ教区教会（ルガーノ）   　       [26]
図 IV2-2 「猫のいる版画」. 大英博物館                [26]
図 IV2-3 格間と二つのモジュール 1/8 と 1/12 および桟の位置関係 
図 IV2-4 当初の格天井：初期の着彩と罫引線からの復元解釈





図 IV3-2 ナウマン《最後の晩餐》分析図の等角投影図法による再現（向川）           [102]
図 IV3-3 サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ聖堂（ミラノ）
図 IV3-4 パリ手稿Ａ第四十一葉表（フランス学士院図書館、パリ） [21×14cm]     　　   [3]
図 IV3-5 パリ手稿Ａ第三十六葉裏（（フランス学士院図書館、パリ）[21×14 ㎝]  　　     [3]
図 IV3-6 パリ手稿Ａ第三十七葉表（フランス学士院図書館、パリ） [21×14cm]   　　     [3]
図 IV3-7 パリ手稿Ａ第三十七葉裏（同上） [21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-8 パリ手稿Ａ第三十八葉表（同上）[21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-9 パリ手稿Ａ第三十八葉裏（同上）[21×14 ㎝]      　　    [3]
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図 IV3-10 パリ手稿Ａ第三十九葉表（同上）[21×14 ㎝]      　　    [3]
図 IV3-11 パリ手稿Ａ第三十九葉裏 （ 同上） [21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-12 パリ手稿Ａ第四十葉表（同上） [21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-13 パリ手稿Ａ第四十葉裏（同上）[21×14 ㎝]      　　    [3]
図 IV3-14 パリ手稿Ａ第四十一葉裏（同上）（同上）[21×14 ㎝]    　　     [3]
図 IV3-15 パリ手稿Ａ第四十二葉表（同上） [21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-16 パリ手稿Ａ第四十二葉裏（同上） [21×14 ㎝]     　　     [3]
図 IV3-17 ダル・オーリオ銅版画：カルロ・ウルビーノ原図（カステルヴェッキョ美術館、ヴェローナ）  　  [95]
図 IV3-18 ホイヘンス稿本第一一三葉表（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）[18.7×13.6㎝]         [20]
図 IV3-19 ジュリアーノ・ダ・サンガロ《ボエティウスの塔》（バルベリーニ手稿 Lat.4424, fol.15v）         [113]
図 IV3-20 ブラマンテ《ヘラクレイトスとデモクリトス》（ブレラ美術館、ミラノ）  　　[102]
図 IV3-21 プレヴェダーリ《廃墟の神殿》ブラマンテ原図による銅版画   　　   [54]
図 IV3-22 ブラマンテ《虚空間の内陣》《サンタ・マリア・プレッソ・サン・サーティロ教会、ミラノ》　     [54]
第五章　《受胎告知》と線遠近法の理論形成の歩み
図V1-1 レオナルド・ダ・ヴィンチ《受胎告知》（ウフィツィ美術館 , フィレンツェ）[98×217㎝]          [158]
図 V1-2 ロレンツォ・ディ・クレディ《受胎告知》（ルーブル美術館 , パリ）[16×60㎝]           [158]
図 V1-3 《最後の晩餐》黄金比の比率で拡大した格天井
図V1-4 消失点の移動（高橋論文、2013 年より）
図 V1-5 12 分の１( 白線 ) と 8分の１( 黒線 ) の単位モジュールの網目格子（額縁の無い場合）
図V1-6 12 分の１( 破線 ) と 8分の１( 実線 ) の単位モジュールの網目格子（額縁を含めた場合）
図V1-7 10 分の１の単位モジュールの網目格子（額縁を含めた場合）
図V1-8 舗床のタイルの距離点 ( ロベルト・ベッルッチ、2000年の原図に準拠 )
図 V1-9 正方形の舗床と石塀 (高橋勉氏に基づく拡大版の舗床 )
図 V1-10 正方形の舗床と石塀 (デッリ・インノチェンティに基づく舗床 )
図 V1-11 サンパオレージのX線解析に見られる出入口の前の罫引線            [108]
図 V1-12 舗床の対角線および 10分の１の単位モジュールと 8分の１の目盛
図 V1-13 《受胎告知》拡大内部空間の平面図（消失点V2）( 拡大前の平面図がそのまま入ることに注意 )
図 V1-14 《受胎告知》内部空間の平面図（消失点V3）
図 V1-15 《受胎告知》の内部空間（消失点V2）( 高橋勉氏に基づく拡大版の等角投影図法 )
図 V1-16 《受胎告知》の内部空間（消失点V3）( デッリ・インノチェンティに基づく等角投影図法 )
図 V1-17 「猫のいる《最後の晩餐》版画」左右の壁の円盤の「受胎告知」拡大部分図            [26]
図 V2-1 ロレンツォ・ディ・クレディ素描《聖母マリアの頭部》（ウフィツィ美術館素描室）            [34]
図 V2-2 レオナルド「聖母の衣襞」習作素描（元コルシーニ画廊、ローマ）              [16]
図 V2-3 ヴェロッキョ《洗礼者ヨハネ》（ウフィツィ美術館 )
図 V2-4 ロレンツォ・ディ・クレディ《受胎告知》の網目格子と直交線              [34]
図 V2-5 ロレンツォ・ディ・クレディ《受胎告知》（平面図）
図V2-6 ロレンツォ・ディ・クレディ《受胎告知》（等角投影図） 
図 V3-1 ホイヘンス稿本第九十三葉（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）[13.6×18.8㎝]             [20]
図 V3-2 ホイヘンス稿本第九十七葉（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）[13.6×18.8㎝]            [20]
 
第六章 《マギの礼拝》板絵の構図と遠近法について
図VI1-1 レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》（ウフィツィ美術館 , フィレンツェ）
図 VI1-2 《マギの礼拝》習作素描 （ ガリション素描、ルーブル美術館、パリ）[21.2×15.2㎝] 　　   [13]
図 VI1-3 柳 亮《マギの礼拝》分析図（1965 年）      　    [183] 
図 VI1-4 ティース《マギの礼拝》分析図（1913年）    　　　　 　　    [118]




図VI1-9 手を翳した老人の額の規準点       　 
図 VI1-10 片桐頼継氏の発見した消失点（1988 年）  　    　    [147]
図VI1-11 サンパオレージ遠近法分析図（1954 年）       　   [108]
図VI1-12 《マギの礼拝》背景図素描、階段部分
図VI1-13 《マギの礼拝》板絵、背景部の遠近法の直交線のずれ
図VI1-14 背景図の 60分の 1のモジュールの鋪床と視距離（篠塚二三男、1991 年）           [153]
図VI1-15 60 分の１の編目による《マギの礼拝》解析図
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図VI2-1 レオナルド派「人体比例研究の素描」（ヴァッラルディ手稿、ルーブル美術館、パリ )    　    [99]
図VI2-2 ウィンザー紙葉 12601（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）[21.3×15.3 ㎝] 　　     [2]
図VI2-3 アルブレヒト・デューラーによるグラティコラの使用例   　　　 　            [20]








図VI2-12 10 分の１のモジュールによる 《 マギの礼拝》解析図と 60分の１の黒の編目
図VI2-13 ダブル・スクエアのフィオゲネシスの系による背景図のための枠組
図VI2-14 背景図移植のための 12分の 1のグラティコラの基準線
図VI2-15 《マギの礼拝》背景図移植のための基準線（12分の１のモジュールを上 a下 bで揃えた）
図 VI2-16 カメロータ（上）と筆者（下）による《《マギの礼拝》》背景図の移植の枠組みの違い
図VI3-1 1473 年の銘記のあるアルノ川流域の風景素描（ウフィツィ美術館、フィレンツェ） [19×28.5 ㎝]  [12]




図VI3-6 ジェンティーレ・ダ・ファブリアーノ《マギの礼拝》（ウフィツィ美術館、フィレンツェ）           [118]
図VI3-7 フィリッピーノ・リッピ《マギの礼拝》板絵（ウフィツィ美術館、フィレンツェ）
図VI3-8 ホイヘンス稿本第七十七葉（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）[17.9×13.3cm]           [20]
図VI3-9 ウィンザー紙葉 12294r（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー） [25×18.7cm]  　　     [2]
図VI3-10 ウィンザー紙葉 12321r（同上） [27.5×19.7 ㎝]    　　     [2]
図VI3-11 ホイヘンス稿本第八十六葉（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）[17.9×13.3cm]           [20]
図VI3-12 ホイヘンス稿本第七十五葉（同上）  [18.1×131cm]              [20]
図VI3-13 ウィンザー紙葉 12286r （ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）[27.5×19.7 ㎝] 　　    [2]
図VI3-14 パリ手稿 A第六十二葉裏（フランス学士院図書館、パリ） [21×14cm]  　　   　      [3]
図VI3-15 ホイヘンス稿本第八十一葉（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク） [18.3×13cm]           [20]
図VI3-16 ウィンザー紙葉 12358r（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）[14.8×18.5 ㎝] 　　    [2]
図VI3-17 ルーベンスの模写《アンギアーリの戦い》（ロレンツォ・ザッキアの版画に基づく）          [118]
図VI3-18 《マギの礼拝》板絵背景部、騎兵の戦闘場面
図VI3-19 当初の《マギの礼拝》板絵の復元 
図 VI3-20 レオナルド《洗礼者ヨハネ》 （ルーブル美術館、パリ）    　      [73]
図VI3-21 「天使の落書き」Wn.12328 部分（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）   　　   [2]
図VI3-22 レオナルド《受肉せる天使》 （ペドレッティ財団、 ロサンジェルス）   　       [31]
図VI3-23 レオナルド・ダ・ヴィンチ《 岩窟の聖母》（ルーブル美術館、パリ）  　       [73]
図 VI3-24 レオナルド・ダ・ヴィンチ《 岩窟の聖母》（ナショナルギャラリー、ロンドン）  　       [73]
図 VI3-25 ルスティチ《説教する洗礼者ヨハネ》（サン・ジョヴァンニ 洗礼堂、フィレンツェ）         [135]
第七章 《モナ・リザ》とその構図について
図VII1-1 レオナルド・ダ・ヴィンチ《モナ・リザ》（ルーブル美術館 , パリ）            [30]
図VII1-2 《モナ・リザ》（17 世紀模写）と「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」
図VII1-3 レオナルド・ダ・ヴィンチ《モナ・リザ》復元図（向川惣一、2013 年）
図 VII1-4 《モナ・リザ》復元図に見られる 10分の 1の網目
図 VII1-5 《モナ・リザ》復元図に見られる「ダブル・スクエアーのフィオゲネシス」
図VII1-6 《モナ・リザ》復元図に見られる正三角形と ウィトルウィウスの「円」
図VII1-7 ウィンザー紙葉 12328 と弟子の「天使の落書き」（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー） 　　　 [2]
図VII1-8 ウィンザー紙葉 12376, [大洪水の素描]（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）               [2]
図VII1-9 レオナルド『絵画論』（メルツィが編纂に使用したレオナルドの手稿一覧表）            [13]
図VII1-10 ラファエロ《一角獣を抱く貴婦人》（ボルゲーゼ美術館、ローマ） 
図VII1-11 ラファエロ《円柱のある婦人像》素描
図VII1-12 《アイルワースのモナ・リザ》（個人蔵、スイス）     　　   [35]
図 VII1-13 アンブロワーズ・デュポワ（帰属）《モナ・リザ》の模写（ルーブル美術館 , パリ） 　　   [35]
図 VII2-1  額縁を外した《モナ・リザ》（ルーブル美術館 , パリ）    　　   [30]
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図VII2-2 サライ（推定）による《モナ・リザ》の複製画（プラド美術館 , マドリード）  　　   [30]
図 VII2-3 メルツィによる《モナ・リザ》の模写（ルーブル美術館 , パリ） 　   　　   [33]
図 VII2-4 レオナルド《モナ・リザ》部分拡大図 (左右上縁、左右円柱基部 )
図 VII2-5 《モナ・リザ》の山岳部分の比較（㊤レオナルド、㊥メルツィ、㊦サライ） 
図 VII2-6 カライア・デル・フェッロから見たグリーニェ山塊 ㊧とグリーニァ山 ㊨ (Luigi G. Conato, 1986) [62]
図 VII2-7 ウィンザー紙葉 12410 (《モナ・リザ》背景部山岳のための習作素描 ) ㊧、下部拡大図 ㊨ 　　     [2]
図VII2-8 ウィンザー紙葉 12411 と紙葉 12413；《バッロ山》素描   　　     [2]
図VII2-9 ウィンザー紙葉 12409 、  レッコ渓谷     　　     [2]
図VII2-10 バッロ山 (Luigi G. Conato, 1986)       　　   [62]
図 VII2-11 レオナルドの寓意表現 a《戦利品に盾を置く天使》、b《躍る女性》、c《快楽と苦悩》、d《嫉妬》    [15]
図 VII2-12 レオナルドのエンブレム（㊧ウィンザー紙葉 12496r, ㊨ウィンザー紙葉 12701） 　　     [2]
図VII2-13 ウィンザー紙葉 12641 部分（王立図書館、ウィンザー）    　　     [2]
図VII2-14 メルツィ《ヴェルトゥムヌスとボモナ》（ダーレム国立美術館 , ベルリン）            [188]
図 VII2-15 レオナルド派《レダ》（ルーブル美術館 , パリ）             [188]
図 VII2-16 サライ《紡錘棒の聖母子》（ルーブル美術館 , パリ）     　　    [78]
図 VII2-17 レオナルド「幾何学遊戯」ludo geometrico (アトランティコ手稿 167r-b)   　　     [6]
図VII2-18 アトランティコ紙葉 740rv 、アルプス踏査地図の下書き（1511 年）  　　     [6]
図 VII2-19 柱のある《モナ・リザ》の解析と黄金分割の幾何学的要素 (a, b, c)
図 VII2-20 メルツィの素描　《ヴァッラルディ家のモナ・リザ》    　　   [35]
図 VII2-21 メルツィの《モナ・リザ》の模写に《ヴァッラルディ家のモナ・リザ》を重ねたもの
終章
図VIII-1 ウィンザー紙葉 12700r 幾何学的等量問題の研究    　        [2]
図VIII 2 ウィンザー紙葉 19145r-v 紙面中央に「1509年 5月 1日」と記載された紙葉  　　     [2]
図VIII 3 円と正方形の比例中項を使ったプロポーションの検討（ウィンザー紙葉 12658r） 　　     [2]
図VIII 4 正方形に内接・外接する円と比例中項の面積の求積（ウィンザー紙葉 12658v）  　　     [2]












図 I1-2　ウィンザー紙葉 19118v（左頁）および紙葉 19119r（右頁）心臓の弁の機能の説明。
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 図 II1-3 ホイヘンス稿本第七葉、1550年頃
（ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）
図 II1-4  ウィトルウィウス建築書 ,1511年
（フラ・ジョコンド版 , ヴェネチア ) 
図 II1-5  ウィトルウィウス建築書 ,1511年
 （フラ・ジョコンド版 , ヴェネチア ) 
図 II1-6  ウィトルウィウス建築書 , 1521年
（チェーザレ・チェザリアーノ版、コモ、）








図 II1-12　マドリッド手稿 II 第八十葉裏，八十一葉表
図 II1-11　マドリッド手稿 II 第八十一葉表部分
参考図 II1-11 ウ ィトルウィウスの「円」説明図
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図 II2-4  チェーザレ・チェザリアーノ版
「円に従う人間」（『建築十書』、1521年 )








図 II2-8 ヴィラール・ド・オヌクール『画帳』 図 II2-9   マテス・ロリツァー『ドイツ幾何学』
図 II2-10  マテス・ロリツァーのエレベーション図解 図 II2-11  ハンス・シュムッテルマイアの図解
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第二章第二節
図 II2-12 　円に内接する正多角形：パリ手稿B12v 図 II2-13　円に内接する正六角形：パリ手稿B13r
図 II2-14　円に内接する正五角形：パリ手稿B13v  図 II2-15　円に内接する正五角形：パリ手稿B14r 
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第二章第二節
図 II2- 16  ウィンザー紙葉 12542r-v  《 最後の晩餐》習作素描と正八角形の作図
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図 II2-18  カルロ・ウルビーノ《ウィトルウィウス的人間像》, inv. 0012
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図 II3-3   チェザリアーノ版「正方形に従う人間」の幾何学的解析










図 II3- 7　ミラノ大聖堂採光塔平面プラン ( パリ手稿B10v )
図 II3-6  ジャコモ・アンドレーア《ウィトルウィウス的人間像》（アリオスト図書館、フェラーラ）
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第二章第三節
図 II3- 10　集中形式教会堂建築プラン：㊧パリ手稿 B25v 、㊨アシュバーン手稿 I (Ms 2037)  5v,
図 II3- 8　集中形式教会堂建築プラン：パリ手稿 B17v, 18r








図 III1-3　ヴェネチア・アカデミア紙葉 236 表
第三章第一節
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図 III1-5  ヴ ェネチア・アカデミア紙葉 236 裏解析図 図 III1-6  ウ ィンザー紙葉 12601 解析図
図 III1-7　《人体権衡図》頭部の黄金比解析図 図 III1-8　ウィンザー紙葉 19057
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第三章第一節
図 III1-10　マドリッド手稿Ⅱ第 140 裏図 III1-9 フランチェスコ・ディ・ジョルジョ・
マルティーニ『築城建築論』(Cod. Ashburn. 361 fol. 5r )
人体比例研究のクロノジカル・オーダー；❶ , ❷ , ❸ , ❹は制作時期の順序を示す






























図 III2-10　外分割«superbipartienti» の図解とその翻刻（ボエティウス「音楽論」folio 181 部分）
¶ Superpartientes autem tali modo reperies, dispo- 
nas naturalem numerum a ternario scilicet inchoantem.
Si unum igitur intermiseris: Superbipartientem effici 
pernotabis. que si due: supertripartientem que si tres: 
superquadripartientem idem quem in ceteris.
¶ Adbune vero ordinem spectans & compositas et mul-
図 III2-7　「距離点を示す四本の平行対角線」












  　  （本書第六章第二節参照） 
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第四章：《最後の晩餐》とパリ手稿Aの線遠近法







図 IV1-7  《 マギの礼拝》背景図「平行対角線法」（篠塚二三男、1991 年）
図 IV1-6　《マギの礼拝》背景図、ウフィツィ美術館素描室
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図 IV1-11  バルチーロン修復の下絵の罫描線（2001年）
D(f),  D(r) は平行対角線遠近法における
Φn 数列で、D(r) は後に移動された距離点：
2×1の比率の絵画面の側辺を 1 とすると
前方は Φ2 = 2.618…から , D(f)  2.518…




















































図 IV3-7　パリ手稿Ａ第三十七裏 図 IV3-8 　パリ手稿Ａ第三十八葉表
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第四章第三節
図 IV3-9 　パリ手稿Ａ第三十八葉裏 図 IV3-10 　パリ手稿Ａ第三十九葉表









図 IV3-17    ダ ル・オーリオ銅版画、カルロ・ウルビーノ原図（カステルヴェッキョ美術館、ヴェローナ）
図 IV3-19  ジュリアーノ・ダ・サンガロ
パヴィアの「ボエティウスの塔」











図 V1-4    消失点の移動：同一の線種の交点が
示す（高橋勉 2013 年）
図 V1-3　《最後の晩餐》黄金比で拡大した格天井








図 V1-6　12分の１( 破線 ) と 8分の１( 実線 ) の単位モジュールの網目格子（額縁を含めた場合）



























図 V2-2  レオナルド「聖母の衣襞」習作素描
図 V1-17  「 猫のいる《最後の晩餐》版画」左右壁の「受胎告知」の円盤を拡大した
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図 VI1-2 《 マギの礼拝》習作素描（ガリション素描、ルーブル美術館、パリ）
第六章第一節
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図 VI1-3 　柳 亮 《 マギの礼拝》分析図 (1965 図 VI1-4   ティース《マギの礼拝》分析図（1913年）
図 VI1-6 板絵右側の規準線             ⇧
?





図 VI1-7  聖母マリアの右眼尻の基準点
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第六章第一節
図 VI1-9 手を翳した老人の額の基準点 図 VI1-10   片桐氏の発見した消失点（1988年）





















































図 VI2-16　カメロータ ( 上 ) と筆者 ( 下 ) による《マギの礼拝》背景図の移植の枠組みの違い
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第六章第三節
図 VI3-1  1473 年の銘記のあるアルノ川流域の風景素描（ウフィツィ美術館、フィレンツェ）
図 VI3-2  片桐頼嗣氏の推定する当初の《マギの礼拝》板絵（1988 年）
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図 VI3-10　ウィンザー紙葉 12321r 図 VI3-11　ホイヘンス稿本第八十六葉

















図VI3- 23   《岩窟の聖母》（ルーブル美術館） 図 VI3-24　《岩窟の聖母》（ナショナルギャラリー）
図 VI3-25 ルスティチ《説教する洗礼者ヨハネ》（サン・ジョヴァンニ 洗礼堂、フィレンツェ）
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第七章：《モナリザ》とその構図について
図 VII1-1  レオナルド・ダ・ヴィンチ《モナ・リザ》）（ルーブル美術館、パリ）
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第七章第一節
図 VII1-2　《モナ・リザ》（17世紀模写）と「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」（ルーブル美術館 , パリ） 
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第七章第一節
図 VII1-3  レオナルド・ダ・ヴィンチ《モナ・リザ》）復元図（向川惣一、2013 年）
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第七章第一節
図 VII1-4  《 モナ・リザ》）復元図に見られる 10分の 1の網目
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図VII1-8 ウ ィンザー紙葉 12376「大洪水の素描」
（ウィンザー城王室図書館、ウィンザー）







図VII1-10   ラファエロ《一角獣を抱く貴婦人》
（ボルゲーゼ美術館、ローマ）
図VII1-11　ラファエロ《円柱のある婦人像》素描
図 VII1-12  《 アイルワースのモナ・リザ》
（個人蔵、スイス）  




図 VII2-1  額縁をはずした《モナ・リザ》（ルーブル美術館 , パリ） 
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図 VII2-2  サライ（推定）による《モナ・リザ》の複製画（、プラド美術館 , マドリード） 
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図 VII2-3　メルツィによる《モナ・リザ》の模写（ルーブル美術館 , パリ） 
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a b c d
第七章第二節
図 VII2-4   レオナルド《モナ・リザ》部分拡大図 (左右上縁、左右円柱基部、背景山岳 )
図 VII2-5 《 モナ・リザ》の山岳部分の比較（㊤レオナルド、㊥メルツィ、㊦サライ） 
左　グリーニェ山塊    右　バッロ山とレッコ渓谷
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第七章第二節
レオナルドの寓意表現  図 VII2-10 a, b, c, d, e
図 VII2-10バッロ山   Conato (1986)
図 VII2-6  カライア・デル・フェッロから見たグリーニェ山塊 ㊧とグリーニァ山 ㊨   Conato (1986)
図 VII2-7   ウィンザー紙葉 12410 (《モナ・リザ》背景部山岳のための習作素描 )㊧、下部拡大図 ㊨
図 VII2-8  ウィンザー紙葉 12411 と 12413；バッロ山の素描




レオナルドのエンブレム  図 VII2-12ウィンザー紙葉 12496r ㊧、ウィンザー紙葉12701㊨




レオナルドの寓意表現  図 VII2-11a, b, ,c, d, e,
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第七章第二節
図 VII2-16  サライ《紡錘棒の聖母子》
（ルーブル美術館 , パリ）  
図 VII2-14   メルツィ《ヴェルトゥムヌスとボモナ》
 ( ダーレム国立美術館、ベルリン）
図 VII2-15   レオナルド派《レダ》
レオナルドの素描に基づく弟子の作品
図 VII2-13    ウィンザー紙葉 12641 部分
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第七章第二節
図 VII2-17　レオナルドの幾何学的遊び «Ludo geometrico»  （アトランティコ手稿 167r-b）
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第七章第二節
図 VII218 アトランティコ紙葉 740r 、アルプス踏査地図（1511 年） 左上の幾何携帯は次図参照のこと
323
第七章第二節
図 VII2-19 柱のある《モナ・リザ》の解析と黄金分割の幾何学的要素 (a., b., c.)
a. アトランティコ紙葉740r     b. マドリッド手稿81r の「円」の直径    c. 正方形に従う人間足許の円弧 
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第七章第二節
図 VII2-20  メ ルツィの素描　《ヴァッラルディ家のモナ・リザ》0.5 度反時計廻り回転
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図 VIII-2　ウィンザー紙葉 19145 v ; 紙面中央に











との比例中項として求めていたことが判り、ウィンザー紙葉 19145 v からこの図
までの操作過程から、《人体権衡図》は幾何学的な解として「1509 年 5月 1日」
以降に描かれたことが確定する。
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